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　普ふ段だん真っ白なそいつが、灰色になって眠ねむりこけていた。

　製せい錬れんのため長時間にわたって火の番をしたうえ、あれこれの力仕事を買って出た後、灰だらけの炉ろの掃そう除じまでやって、そこで力尽つきてしまったらしい。灰を掻かき出すための鉄の棒を抱かかえ、夕日に塗ぬり潰つぶされるように窓際ぎわでうずくまっていた。

　知識も技術も体力もないが、意欲だけはある。

　作業台の上には書物が置かれていて、ちょっとした時間を見つけては開いている。ずらりと並んだ鉱石類をたびたびためつすがめつしているのも、決して元々の好こう奇き心しんからだけではないだろう。

　あれはなに？　これはなに？　という質問も朝の小鳥のようにやかましい。

　ただ、壁かべにもたれかかり、手も顔も炭やら灰やらで汚よごして力尽きているそいつを見下ろしていると、笑えてきてしまう。

　こいつを相棒と呼ぶ日がくるって？

　なにせ、それがこいつの夢であり、こちらの流りゆう儀ぎでいえば、マグダラというやつなのだから。
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「悪事の片棒は担かつぎたくありません」

　それまでおとなしく鍋なべの中身をかき混ぜていたフェネシスが、手を止めて振ふり向いた。

「悪事？」

　椅い子すに座り、作業台に足を載のせて書物を読んでいたクースラは、フェネシスに視線を向ける。

　数日後にはこの工こう房ぼうを後にして新しい町に向かう、その準備の最さ中なかのことだった。

「悪事のつもりはないが」

「いいえ、悪事です」

　フェネシスはきっぱり言って、こう続けた。

「だって、要するに、騙だますってことだと思います」

　緑色の双そう眸ぼうがクースラを見つめている。そのエメラルドのような瞳ひとみが珍めずらしければ、作業の邪じや魔まにならないようにくくられた真っ白い髪かみの毛もまた珍しい。そもそも、フェネシスのような「若い」と「幼い」の境界線上をふらふらするような少女が錬れん金きん術じゆつ師の工房にいることはもっと珍しい。

　しかし、それもこれも、フェネシスの頭の横で揺ゆれているものに比べれば取るに足りないことかもしれなかった。

　人の形を取りながら、獣けものの異い形ぎようを交えた人。猫ねこのような耳を有した、呪のろわれた血筋と呼ばれるフェネシスは、元々ははるか南東の地で生まれ、その一族ごと殺されようとしていた少女だった。

「騙だます……まあ、騙すという範はん疇ちゆうに入らなくもないか？」

「煙けむに巻かないでください。要するに、銅の塊かたまりを金きんに見せかけるってことですよね？」

　生き真ま面じ目めなフェネシスは、真正面からそんなことを言ってくる。

　クースラは作業台に載のせていた足を下ろし、ため息をついて答えた。

「事実を確かく認にんしよう。お前の指し摘てきは、大まかには間ま違ちがっていない」

「なら──」

「聞け。それと、鍋なべの中をきちんとかき混ぜろ」

　クースラの言葉に、フェネシスはきっと眉まゆ尻じりをつり上げる。

「聞きません。見損そこないました。あなたは確かに嘘うそをつきますし、乱暴ですけど、この間みたいに、きちんと理由があってのことだと思っていました」

　ダマスカス鋼こうを作らせるために、若い未み亡ぼう人じんイリーネを蹴けり飛ばした話だ。

　ただ、あれはイリーネのためにもなったはずだ、という説明にフェネシスは一応の納なつ得とくを見せた。自分が悪者になるしかなかったのだと義ぎ賊ぞくぶるつもりもクースラにはないが、事実そういう側面があったので利用させてもらったのだ。嘘には一いち抹まつの真実を混ぜると素す晴ばらしい威い力りよくを発揮するという一例だろう。

　とはいえ、元々フェネシスにはクースラのことを現実以上に美化している節がある。

　俺の名は《利子クースラ》だぞ、とクースラは思う。

　夜も昼もなく働き続ける利子の名を冠かんする、眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師。それは、錬金術師が目指すマグダラの地に向かうためならば、利子のように昼も夜もなく前に進むという意味だ。そもそもフェネシスを助けてこの工こう房ぼうに引き取ったのだって、自分のマグダラのためだった。

　当然、何度もそのことを説明しているのだが、フェネシスのお人ひと好よし具合は図ず抜ぬけていた。

　今もクースラの不道徳そのものを怒おこっているというより、信じていたのに裏切られた、というような顔をしてこんなことを言うのだ。

「そんな、そんな泥どろ棒ぼうみたいなことまでするとは思いませんでした」

　神の教えに忠実で、この世に本当の悪人などいないのだ、と言い出しそうな修道女。

　クースラは、フェネシスのそんなところに呆あきれこそすれ、今いま更さら驚おどろかない。

　ただ、フェネシスがずいぶんはっきりと物を言うようになった、ということには驚いていた。数日前まではおどおどいじいじおっかなびっくりだったのに、些さ細さいなきっかけで大きく変わるものだと半ば感心すらしていた。

　自分の目標を定めろ。

　クースラは、フェネシスにそう言った。はるか異国の地から、異い形ぎようの者という理由で迫はく害がいされどんな集団にも属せずここまでやって来たフェネシスは、孤こ独どくを癒いやすために盲もう目もく的になっていた。その目を開かせるためだった。そして、フェネシスが見み出いだした目標は、どうやらこの工房の一員として認められることだったらしい。それも、力を合わせてなにかの目的を成し遂とげるような、対等な存在として。

　ある意味大それているが、大それた目標を抱いだくことに関してはクースラたちも負けてはいない。だから、その過程で生意気なことを言い出したり、自己主張し出したりするのは、ある程度予測ずみだった。

　もっとも、まさかこんな角度から頑がん固こさを突つきつけられるとは思わなかったのだが。

　クースラはため息をついてから、言った。

「清せい廉れん潔けつ白ぱくかといえば、そうじゃない。だが、常に正直でいることが正しいわけではない」

「銅の塊かたまりを金きんで鍍金めつきして金きん塊かいのように見せかけて、本物の金塊と入れ替かえることにどんな正しい理由があるんですか」

　先ほどから炉ろに置かれた鍋なべの中で煮にえているのは水銀だ。水銀を使って金や銀の鍍金を施ほどこす方法をフェネシスに実地で教えていたのだが、どうして銅の塊を鍍金するのかということまでうっかり説明してしまった途と端たん、これだった。

「わかったわかった。理由を教えればいいんだろ」

　クースラの投げやりな態度に、フェネシスは相変わらず不信感丸出しのまま。

　ただ、クースラが話しかけたその瞬しゆん間かんだ。

　クースラの目は、水銀の煮える鍋に釘くぎづけになっていた。

「おい、とりあえず水銀をかき混ぜろ」

「話を逸そらさないでください。私は──」

「かき混ぜろ！　早く！」

「っ？」

　クースラの剣けん幕まくに、フェネシスが体をすくませながらも水銀の入った鍋を振ふり向いた。

　──間に合わない。

　クースラは椅い子すから飛び上がり、フェネシスに向かって駆かけ寄るやその細い肩かたを掴つかむ。

　そして、力任せに抱だき寄せて、自分の背中を鍋のほうに向けた直後のこと。

　鍋の中身がぼこりと膨ふくれ上がり、悪あく魔まのげっぷのような音を立てて水銀の飛ひ沫まつがクースラに襲おそいかかった。
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「ぐっ……！」

「へ？　えっ!?」

　クースラの腕うでの中で、フェネシスは目を白黒させている。

　一方、鍋の中身は小さな爆ばく発はつを繰くり返し、あふれ出た水銀のせいで灰や煙けむりが舞まい上がる。

「息をするなっ」

　クースラはなんとかそう言って、フェネシスを抱かかえたまま工こう房ぼうの外に走る。扉とびらを足で開け、寒気の下もとに飛び出してようやく大きく息を吸う。そして、刺さすような寒さに身み震ぶるいする間もなくフェネシスを放ほうり出し、上着を脱ぬいで、さらに服も脱いだ。

「くっ……熱っつ！　くそ！」

　首筋をばたばたと手で払はらい、水車から落ちる水の中に頭ごと突つっ込んだ。

　感覚が麻ま痺ひするほどの冷たさで痛みは消し飛んだが、逆に怒いかりが湧わいてくる。

　クースラは水車から落ちる水の中から頭を引き抜ぬいて、フェネシスを怒ど鳴なりつけた。

「俺がかき混ぜろと言ったらかき混ぜろ！」

　状じよう況きようがまったくわかっていない様子のフェネシスは、へたり込んだままびくりと体をすくませていた。その後ろでは工こう房ぼうの中から怪あやしげな煙けむりが外に漏もれ出していて、後片づけを考えるだけでうんざりした。

「ったく……見習い時代以来だぞ……こんな失敗」

　クースラは吐はき捨てるように言ってから、工房に戻もどる。フェネシスが取り落とした鉄棒を拾い、炉ろの中に突っ込んで鍋なべを熱していた炭を崩くずす。それでも一度沸ふつ騰とうした水銀はなかなか温度が下がらない。鍋の中身は今もぼこぼこと泡あわを吐き出していて、火にかけすぎたシチューみたいになっている。思い切り水でもぶちまけたい気分だが、状じよう況きようが悪化するだけだ。

　炭を炉の奥に追いやって、温度が下がるのをしばらく待つしかない。ある程度のところでさっさと切り上げ、ついでに木窓も全開にしながらもう一度工房の外に出る。

　新しん鮮せんな空気を吸っていると、泣きそうな顔のフェネシスが上着を拾ってクースラのことを見つめていた。

「……あ、の……」

「貸せ」

　クースラはフェネシスの手から上着をもぎ取り、ばさばさと払はらう。

　そして、そこから銀色の粒つぶ状に見えるものが落ちて、フェネシスもそれに気がついた。

　つい今しがたまで鍋なべで煮にていた水銀だ。

「水銀が突とつ然ぜん沸ふつ騰とうすると、ああなる。泡あわが不意に沸わき上がって、跳はねるんだよ」

「え？」

「かき混ぜろと言っただろう。ああならないようにするためには、ずっとかき混ぜ続ける必要があった」

「あ……」

　フェネシスの顔がどんどん泣き顔に近づいていくが、クースラが怒いかりを吐はき出すように大きなため息をつくと、なんとか踏ふみとどまった。

　クースラもそれを見て、少し頭を落ち着かせる。

　言うべき言葉を選び、こう言った。

「説明しなかった俺も悪い。それに、お前をからかったり騙だましたりして、言葉にいまいち信用を置いてもらえないのも、まあ自じ業ごう自じ得とくだ」

「っ……そんな、こと」

　フェネシスは首を横に振ふる。

「それ、より、怪け我がは……」

　どうやらフェネシスが取り乱しているのは、自分が失敗したことより、自分を守るためにクースラが怪我をしたということが原因らしい。

　クースラは軽く自分の首筋に手を当てて、短く言った。

「大したことない。お前のほうは？」

「っ、っ」

　フェネシスは先ほどよりももっと首を強く振る。

　クースラはそんなフェネシスに、肩かたの力を抜ぬいて視線を向けた。

「なら、このくらいの怪我は別に構わない。お前が無事だったならな」

「えっ」

　呆あつ気けに取られてクースラを見るフェネシスは、自分の頭に手を置かれると首をすくめていた。クースラは、少し意地悪なほど強く撫なでてやる。

　そして、クースラが柔やわらかく笑うと、フェネシスの耳がふわりと膨ふくらむ。

「それでな、あの鍍金めつきも同じことなんだよ」

「え？」

「不正な蓄ちく財ざいってのはまあ、そのとおりだ。だが、錬れん金きん術じゆつ師の世界には、今みたいになにが起こるかわからないことが多すぎる。そういう時に、金かね目めのものがあるっていうのは本当に心強い。たとえば工こう房ぼうの誰だれかがへまをしたとする。それを解決するには金が要いるってなったらどうだ？　騎き士し団がいつも尻しり拭ぬぐいしてくれるわけじゃないし、俺たちには頼たよれる人間がほとんどいない。特に、俺たちはもう間もなく、戦争の真っただ中の町に向かう。そして、そういう場所でこそ、皆みなを守るために財産が要る。ただ……」

　クースラは、顔を背そむけがちにフェネシスを見た。

「ただ、そんなこと言うのは恥はずかしいだろ。《利子クースラ》なんて二つ名を持つこの俺が、誰かのためになにかするなんて」

「っ」

　フェネシスは緑色の瞳ひとみを真ん丸にして、クースラを見つめている。

「違ちがうか？」

　クースラは、噛かみ殺しきれない笑えみがこぼれてしまうように、不格好に笑った。

　そんなクースラに聞き返されると、我に返ったフェネシスはひどく自分を責めるような顔つきのまま、うつむいてしまった。

　クースラはフェネシスの頭をもう一度撫なでながら、小さくため息をついた。

「そろそろ煙けむりも逃にげただろ。中に入る──」

　とクースラは言いかけて、でかいくしゃみをした。

　その音に顔を上げたフェネシスは、はっとなって辺りを見回した。ただ、結局探しているなにかは見当たらなかったようで、髪かみをまとめていた三さん角かく巾きんを手に取るや、クースラの体を拭ふいてくる。自分にできる最大限のことを、という思いなのだろう。

「俺の体を拭くよりも、自分の尻しり拭ぬぐいをして欲しいんだがね」

「うっ……」

　クースラが言うと、フェネシスは耳をしょげさせて上うわ目め遣づかいにクースラを見る。

「別に責めてるわけじゃない。錬金術師は成功するまでひたすらに失敗の繰くり返かえしだからな。失敗の後始末はとても重要だ。わかるか」

　わかるか、と言われ、フェネシスは真しん剣けんな顔でゆっくりとうなずいた。

「まあ、それと鍍金めつきについてもな」

「……」

「お前の信念とは少しずれるかもしれないが」

　クースラが詫わびるような目を向けると、フェネシスは困ったように首を横に振ふる。

「じゃあ、続きをやれるか？」

　クースラの質問に、フェネシスは返事をしようとして、ふと視線を別のところに向けていた。クースラもその人ひと影かげにすぐに気がつく。階上から下りてきたウェランドだった。

「おおおおー。妙みような匂においがすると思ったらこれはなんだよおー」

　煙けむりと炉ろの中の鍋なべの様子、それに水路の前でびしょ濡ぬれになっているクースラを見れば、ウェランドにはなにがあったか一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「鍍金めつきで失敗なんてしてる場合かよお。カザンへの出発は数日後だろお？　早く金かね目めのものを隠かくさないと、間に合わないよお」

　ウェランドの正直すぎる一言で、クースラは外の寒さ以外のものにひやりとする。

　クースラの体を支えるように寄り添そっていたフェネシスの耳が、ぴくりと跳はねる。

「カザンまでの旅費が自じ腹ばらって、陰いん険けんな嫌いやがらせだからねえ」

　人の口に戸は立てられない。クースラはそんな言葉の意味を深く知りたくないので、黙だまらせるべく言葉を向けようとした。

「ウェラ──」

　だが、ウェランドのほうが一いつ瞬しゆん早かった。

「粗そ末まつな飯と酒は嫌だけど、それなら金が必要だからねえ。贅ぜい沢たくは一度覚えるとやめられないよお。掠かすめ取れるだけ掠め取らないとねえ」

「っ」

　決定的な一言にクースラは思わず舌打ちしてしまうが、それが自分らしからぬ失敗だったと気がついたのもその直後だ。

　フェネシスが、すっと無言で側そばから離はなれた。

　結果はわかりながらも、クースラはそちらに視線を向けてみた。

「……あ、あなたは……」

　緑色の瞳ひとみに涙なみだをいっぱいためたフェネシスは、先ほどまで甲か斐い甲が斐いしくクースラの体を拭ふいていた三さん角かく巾きんを力の限りに握にぎり締しめ、獣けものの耳をぴんと張ってこう怒ど鳴なる。

「あなたは本っ当に最低です！」

　工こう房ぼうの中から、ウェランドが「んー？」とばかりに呑のん気きな視線を向けてくる。

　クースラは空を仰あおぎ、悪びれもせずにくしゃみをしてから、面めん倒どうくさそうにため息をついたのだった。







　金きんが鉛なまりに鉛が金に。万物は流る転てんして止まらない。

　そんなことをうそぶく錬れん金きん術じゆつ師に相応ふさわしく、クースラたちもまた活動の場所を変えようとしていた。向かう先は、もはやこの世で唯ゆい一いつといえる異教徒が治める国ラトリアの、最大の鉱山都市カザンだった。

　そこにはまだ世間では知られていない未知の知識や技術が存在し、思いもよらない発見につながる手がかりがあるかもしれなかった。だが、異教徒が治める地ゆえに、技術的にはどれほど素す晴ばらしかろうとも、人じん心しんを惑まどわしかねないものなど、中には公おおやけにしてはならないような類たぐいのものがあるだろう。事実、異教の地で発見されて吟ぎん味みされた技術や知識の中には、禁きん忌きの札が張られ、二度と日の目を見なくなるものが過去にたくさんあった。

　クースラたち錬れん金きん術じゆつ師からすると、役に立つものはなんだって欲しい。ましてや異教の地で使われている根本から考え方の違ちがうようなものは、自分たちの技術向上にとてつもない飛ひ躍やくをもたらす可能性がある。

　だから、どうにかしてそれらの知識や技術が封ふう印いんされる前に手に入れたかった。

　今、カザンの町を陥かん落らくさせ、そこを正教徒の町として生まれ変わらせて支配しようとするのは、クラジウス騎き士し団と呼ばれる大組織だった。世界中に支店を持つ大商会のようでありながら、そこに信しん仰こうの権けん威いと、戦いくさの武力を加えた当世最強の権力集団であり、そして、クースラたち錬金術師を雇やとうのもまた、その騎士団だ。

　しかも、錬金術師とは、町の人間が想像するような、不ふ老ろう不ふ死しのための薬の開発とか、鉛なまりを金きんに変える研究だとか、そういう馬ば鹿かげたことで雇われているのではない。騎士団が各地で所有する鉱山の採さい掘くつ技術や、流通を押さえている鉱石の効率の良い製錬方法、あるいは、鉄を始めとする金属の品質の改良などを研究するために雇われていた。反対に、錬金術師たちが錬金術師として雇われるのは、自分の研究のために、騎士団の圧あつ倒とう的な資金や政治的な保護が必要だからだった。

　両者は、互たがいにどこまでも利害に終始した関係だった。

　そのため、世間には傍ぼう若じやく無ぶ人じんで自由な身の上と思われている錬金術師にも、雇われの身としての制約がある。だから、仮に製錬技術における大発見がカザンにあるのだとしても、それが信仰の問題や他ほかの問題を引き起こす類のものであった場合、騎士団は冷れい徹てつに、損得問題としてその技術を公にするかどうか考える。決して、錬金術師たちのためだとか、技術の発展を第一に、などという考え方はしない。あくまでも、自分たちにとって得かどうかだ。

　雇われの身のクースラたちに、そこをどうにかする自由などない。

　だから、雇い主の都合で隠かくされるような技術や知識に触ふれられるとすれば、ほんの一いつ瞬しゆん、その、吟ぎん味みに先立ってのわずかな時間だけが、残された好機だった。

　それを逃のがせば、たとえば禁書ならば騎士団のどこかの巨きよ大だいな書庫にしまわれ、よほど高位の人間でなければ閲えつ覧らんなどできなくなる。口こう頭とうで伝えられる知識ならば、知る者の首を刎はねるだろう。

　そのためにクースラたちは、異教徒の町として攻せめ落とされたカザンの、復興に向けた植民団にどうしても紛まぎれ込みたかった。一瞬の好機を掴つかむにはそれしかなかったからだ。

　錬金術師たちには、それぞれに追いかけるなにかがある。そのためならば親を殺したって構わない、というほどのものがある。そういう想おもいがあるからこそ、異い端たんと見なされ迫はく害がいされたり、大金の絡からむ知識を研究しているために命を狙ねらわれたりする、危険極きわまりない錬金術師などという職業に就ついている。

　ただ幸いなことに、クースラたちはつい先日、カザンの地に向かう植民団になんとか潜もぐり込むことに成功した。

　クースラたちが工こう房ぼうを構える町、グルベッティの鍛か冶じ職人たちをまとめる組合の長を焚たきつけ、伝説の金属であるダマスカス鋼こうそっくりの偽にせ物ものを作り出し、それを植民団を束ねる騎き士し団の部隊に献けん上じようすることで実現したのだ。

　褒ほめられた方法であるかどうかなど、クースラには関係がない。植民団に紛まぎれ込むことができた、という事実だけが大事なのであり、そしてまた、そんな偽物の金属を作り出せるという技術こそが肝かん要ようなのだ。

　だから、クースラが水銀の突とつ沸ぷつで軽い火傷やけどを負ったその日の午後、グルベッティの職人街を訪おとずれたのは決して他意があってのことではない。

　なお、ダマスカス鋼こうの一件以来、少しでも早く一人前になろうという心意気なのか、なにかとクースラの側そばをうろついていたフェネシスはいない。工房から出る時に、またぞろ騙だまされてむくれたフェネシスからは、咎とがめるような、恨うらむような目を向けられただけだった。

「あれで自分と対等の錬金術師になあ」

　クースラはそんなことを思い、やや呆あきれつつも、その無む謀ぼうさが少し楽しくもあった。

　そして、わずかな物もの想おもいも目的地に着いたので脇わきに置いて、咳せき払ばらいをする。

「ソペイテスさん、いますかね、ソペイテスさん」

　扉とびらに肘ひじを当て、寄りかかるようにしながら忙せわしなく扉を叩たたき、その名を呼ぶ。

　職人街の一角ということもあって、周りは昼食を終えて午後の仕事に向かおうという職人たちであふれている。彼らは一様にクースラをじろじろと見つめ、少なからぬ人間が嫌けん悪おの表情を隠かくさないが、クースラも慣れたもので気にならない。

　ただ、何事にも程度というものがある。彼らの敵意のこもりようはやや異常だが、同時にそれはまた、クースラの予想どおりのことでもあった。

「なにかね、騒そう々ぞうしい」

　扉が開き、この町の職人たちの中では長老的立場のソペイテスが顔を見せる。

「おっと。御ご機き嫌げんよう、ソペイテスさん」

「気き色しよくの悪い挨あい拶さつだな。なんの用かね」

「そちらに、うちのがお邪じや魔ましていないかと」

　クースラがいたずら小こ僧ぞうのように笑いながら言うと、ソペイテスもさすがに苦笑いを浮かべていた。この老人には、自分たちと同じ共通点が少なからずある、とクースラは感じている。

　彼らは道具と腕うでだけを頼たよりにこの町にやって来て、なにもなかった町をこれだけ大きく築き上げた。それは人の身でありながら、神が創つくり出した世の真理を暴あばこうと目もく論ろむ錬れん金きん術じゆつ師と同じくらい向こう見ずなことであり、そのくらい向こう見ずだと自然と細かいことは気にしなくなる。

　だから、つい先日までこの町の鍛か冶じ屋組合の組合長を務めていた人間を「うちの人間」呼ばわりされても、浮かべたのは苦笑いだけだった。

　体を引くと、「中にいるよ」と言ってクースラを通してくれた。

「家を見て来たのかね？」

　先を行くソペイテスは、振ふり向かずにクースラに尋たずねた。

「イリーネの？　それなら、答えはいいえです。予測はできますからね」

「まあ、予想しているとおりだろう。むしろ、君らのほうが詳くわしいくらいか」

　クースラは肩かたをすくめ、ソペイテスはそれ以上言わなかった。フェネシスがいたら、少し悲しげな顔をしたかもしれない。

　そんなやり取りをしながら居間に入ると、そこには一人の活発そうな若い娘むすめ、件くだんのイリーネがいた。フェネシスとは違ちがう、酒場みたいな場所でこそ男に人気が出そうな、鋭するどさを秘ひめた端たん正せいな顔立ちだ。今はそこに恐おそろしいまでの不ふ機き嫌げんさを塗ぬりたくって、立てた目を調整するために鑢やすりを研といでいた。真っ赤に熱した鉄のよう、とは言わないが、イリーネの赤い髪かみの毛が鑢を研ぐたびに揺ゆれるせいで、不機嫌そうに尻尾しつぽを揺らす野の良ら猫ねこのようだった。

「イリーネ、上司がお見えだよ」

　そして、イリーネに向かってそう言ったのはソペイテスだ。

　意地悪そうに笑っているので、クースラはますますこの老人が憎にくめない。

「騎き士し団からの同行許可には、助手とあったからな。不満があるなら騎士団に言ってもらおう」

　クースラが言うと、その瞬しゆん間かんに一ひと際きわ大きく、じゃこっ、と鉄をこする音がした。顔を上げたイリーネの形ぎよう相そうに、クースラは顎あごを軽く上げて見返すだけだ。イリーネは再び無言で鑢を研ぐ作業に戻もどったが、クースラはそんなイリーネに短く言葉を向ける。

「それに、どうせもうこの町にはいられないだろう」

　すると、イリーネの手が止まる。

「錬れん金きん術じゆつ師に魂たましいを売った裏切者ってところか。わざわざ家を見に行くのも面めん倒どうだったが、こんなところで鑢を研いでいるということは、危なくて家にいられないんだろう？」

　錬金術師と町の職人の間にはいつも緊きん張ちようがある。それは、職人たちが原材料の調達や、水車などの高額だが作業に必要な公共施し設せつの建設費用などを騎士団から借りざるを得ない一方、錬金術師はその騎士団に属する存在だから……というだけではない。職人は自分の作り出す製品に誇ほこりを抱いだき、名めい誉よを大事にするが、錬金術師はそんなものなど気にかけない。ただひたすらに己おのれの目的だけを追いかける。

　錬金術師と職人は、性格が真ま逆ぎやくの双ふた子ごみたいな関係なのだ。

　そういった緊張の中、自分の目的のために錬金術師に寝ね返がえったイリーネの立場たるや、というわけだ。町の職人からすれば、元々敵である錬金術師に対する恨うらみよりも、かつて仲間であったイリーネに対するほうが余計に怒いかりをかき立てるのだろう。

　イリーネの家の木窓や扉とびらは割られ、そこが一人前の市民の家であることを示す竈かまども壊こわされているかもしれない。失火はその街区全体の責任になるのだが、恨うらみが失火の不ふ名めい誉よを超こえれば放火だってあるだろう。錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうでは、よくあることだ。

　なんにせよ、心穏おだやかに暮らせる状じよう況きようとは思えない。

　ソペイテスの元に身を寄せているのは、職人たちの嫌いやがらせから身を守るにはここくらいしか思いつかなかったからだろう。

「だから、なに」

　イリーネはまた鑢やすりを研とぎ始める。クースラは小こ首くびをかしげて答える。

「雨で川が増水したせいで、アザミの紋もん章しようを付けた部隊の進軍予定がずれているようでな。カザンへ向かう部隊が到とう着ちやくするにはまだ数日かかるらしい」

「それで」

「ああ。長旅になるだろうし、カザンの町に行ってもまだあそこは戦乱の興奮冷めやらぬ土地のはずだ。時間がある今のうちに互たがいに信しん頼らい関係を築いておいて損はないと思うがね」

　クースラの言葉に、イリーネはしばらく返事をしない。

　ただ、聞いているのは間ま違ちがいなかったので、クースラはおとなしく返事を待った。

「私を脅おどしてダマスカス鋼こうを作らせたあんたがそんなことを言うって、どういう冗じよう談だんなの」

「冗談なものか。だとしたら、どうしてソペイテスさんが俺のことをここに通したと思う？」

　クースラが言うと、ソペイテスは小さく笑うが、そのすぐ後に出てきたのはため息だ。

　イリーネはよその地で生まれた孤こ児じで、生き延びるためにこの町にやってきたらしい。そして、鍛か冶じの才能があったのか、拾われた工房で職人として頭角を現し、そこの親方である老職人と結婚した。その今は亡なき夫は、ソペイテスと同年代の、この町の立たて役やく者しやの一人だ。

　ただ、そもそもイリーネの結婚からして、情愛というよりかは親方が一番弟子にすべてを遺のこすためにそうした、という意味合いのほうが強そうな感じだった。そのせいか、古い世代の親方の中で唯ゆい一いつの生き残りであるソペイテスも、イリーネを孫まご娘むすめと見ている節がある。

　当然、その意地っ張りな性格には色々思うところがあるようだ。

「イリーネ。お前が本当に進みたかった方向に蹴けり飛ばしてくれたのは、この人らだろう」

「背中を押した、と言ってもらいたいところですが」

「これがそんなことくらいで動く娘かね。あれくらいしてもらってよかったよ。聞いているのか、イリーネ」

　ソペイテスがやや語調を強めると、イリーネは思わずといった様子で背筋を伸のばしていた。

　たぶん、職人としても工房では散々仕込まれたのだろう。

「……聞いて、ます」

「お前がこの町に来た時のように、周りが同情して、あれこれ手伝ってくれる旅じゃない。植民の集団は、財宝目指して徒党を組む山さん賊ぞくと変わらん。二度と帰らないつもりで故郷を出るわけだからな。互たがいに互いの利益を文字どおり奪うばい取る覚かく悟ごで臨のぞんでいる。味方は多いほうがいい」

　実際にそういう経験をした人間が言うと重みがある。

　イリーネは不承不承うなずき、クースラに、ちらりとだけ、視線を向けてくる。

　クースラは、その視線を捉とらえて口を挟はさんだ。

「別に、仲よくしましょうそうしましょう、といって握あく手しゆをしに来たわけじゃない。数日の時間があるし、工こう房ぼうには材料があって、お前さんには腕うでがある。なにより、あんなすごい金属を本当に作り出した」

　偽にせダマスカス鋼こうのこと。そして、イリーネは鍛か冶じ作業に目がない娘だ。たとえ褒ほめ方かたがもっとあからさまだろうと、隠かくしきれない嬉うれしさで悔くやしそうにしたことだろう。

「……だ、だから、なによ」

「あれこれ教えてくれ。こちらからも教えられることがあるだろうし」

　イリーネは目を見開いて驚おどろいていたが、すぐに騙だまされまい、といった顔になる。

「そんなこと──」

「丁てい寧ねいに教えてくれというわけじゃない。目で盗ぬすむのはこっちもお手の物だ。ただ、ここで鑢やすりを研とぐよりかは、楽しい時間を過ごせると思うがね。なにせありとあらゆる材料が揃そろっている錬れん金きん術じゆつ師の工房だ。お上品な職人の工房じゃ用意できない物だって山ほどある」

「う……」

「互たがいになにができてなにができないのかを知っておくのは、いいことだと思う。なにかあった際に、協力することができる」

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、合理的な判断に従ってのことだった。

　使えるものはなんでも使う。試ためせることはなんでも試す。

　錬金術師はそうやって、前に進み続ける生き物だ。

「俺のことを嫌きらっているのは当然だし、憎にくんでくれても結構。結果として、お前さんにとっては住み慣れたこの町を出て行くようにそそのかしたわけだしな。ただ、冶や金きんや鍛冶の技術や知識というもののほとんどは、好き嫌いとは関係のないことだろう？　俺は単純に、互いの得になると思って、ここに来ただけだ。一時であろうと組合を率いていたほどの人物ならば、冷静な判断をしてもらえると期待している」

　ソペイテスが軽く肩かたを揺ゆらして笑っている。イリーネはそちらを嫌いやそうに見てから、さらに思い切り嫌そうな顔をしていた。ここで断れば誰だれが子供か一いち目もく瞭りよう然ぜんだ、とわかっているのだ。

　それに、錬金術師の工房に揃そろう諸もろ々もろの道具や材料の話をした時の、イリーネの顔。

　冶金や鍛冶の話に目がないのであれば、誰だって錬金術師の工房には惹ひかれるはず。

　イリーネはたっぷりの時間をかけて、無言を貫つらぬいた。

　だが、それは結局のところ、水の中で息を止めていられる程度のことだった。

「……本当に、自由にやらせてもらえるんでしょうね」

　クースラは、肩かたをすくめてこう言った。

「あまりに自由なことばかりしているから、錬れん金きん術じゆつ師はこれだけ嫌きらわれる結果になる」

　ソペイテスはついに声を上げて笑い、イリーネは降参するように腰こしに手を当て、うなだれたのだった。
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　最初はソペイテスの家からの通いにしようかという話だったが、冶や金きん作業は一晩を通して行うこともあるし、なによりカザンの町に向かうまでにそれほど時間があるわけでもない。

　どうせならやりたいことをやれるだけやらしてもらう、という開きなおったイリーネの要望に沿って、クースラたちの工こう房ぼうで寝ね泊とまりすることになった。すぐに荷物をまとめて向かう、とのことだったが、さすがにそれを手伝うほどクースラもお人ひと好よしではない。

　工房で待っている、とだけ告げて辞去しようとしたところ、ソペイテスからは無言で背中を叩たたかれた。よろしく頼たのむ、ということでもあるだろうし、なにかあったらただじゃおかない、という親心的なものでもあったろう。

　クースラは錬金術師らしく、不敵な笑えみを見せておいた。

　そんなやり取りの末の、ソペイテスの家からの帰り道。

　市場に続く道との交差点で、ばったりウェランドとフェネシスに出会った。

「どうだったよお」

　ウェランドはいつもの調子で声をかけてくるが、隣となりのフェネシスは慌あわてて伸のばしていた手を引っ込めていた。ウェランドが布ぬの袋ぶくろを持っていて、その中に手を突つっ込んでいたのだ。顔を背そむけ、手にしていたものを隠かくすように急いで頬ほお張ばっているが、干ほし葡ぶ萄どうらしいのが見えた。

　ウェランドは普ふ段だんそんなものを食べないので、フェネシスのために買ってやったに違ちがいない。

　ウェランドはクースラと揉もめるつもりはなさそうだが、女と見れば誰だれにでもこうなのだろう。

「工こう房ぼうに来るとさ。今、準備してる」

「いいねえ。色々教わりたいよお」

　ウェランドは楽しそうに言うが、どうもウェランドが言うと怪あやしげな響ひびきがある。

「手を出して揉めるなよ」

「そんなことしないよお」

「どうだか……」

　クースラは、ウェランドが肩かたから提さげている干し葡萄とは別の袋を見て、言った。

「市場に行ってたのか。旅の準備なら先に相談しろよ」

「ん？　ああ、それとはまた別だよお。細工物の受け取りとかあったからねえ」

「細工物？」

　錬れん金きん術じゆつ師には宝石類を身につける者が少なくない。決して洒落しやれ者というわけではなく、そのほとんどが意味のあるものだ。解げ毒どく作用があるといわれるサファイアに、知性を高めるアメジストとか、嘘うそを見破るエメラルドなどなど。どれもが神にお祈いのりするよりかは効果がありそうな、という程度のものだが、なにかあった際にその宝石を換かん金きんしてどうにかする、という現実的な理由もある。

　だから、フェネシスを怒おこらせた午前中の出来事も、半分くらいは真実だった。町の嫌きらわれ者が頼たよれるのは、己おのれの腕うでか、金だけなのだ。しかも、錬金術師は職人や商人ではないので、自分のための金を稼かせぐ手段がない。そうなれば必然的に、掠かすめ取るしかなくなることになる。

　とはいえ、クースラが怪け訝げんな顔をしたのは、ウェランドが市場で受け取ってきたらしい細工物の入った袋の大きさが異様だったから。もしもそこに入っている物をすべて身につけたら、王族と間違えられるだろう。

「そんなにたくさんどうするんだ」

「贈おくり物ものだよお」

「へえ？」

　クースラは聞き返しながら、ひょいとフェネシスを見る。

　フェネシスはその視線に気がついて、むっと睨にらみ返してくる。

「ウルちゃんにもあげようかって言ったんだけどねえ」

　二人の視線のやり取りに気がついて、ウェランドがそう言った。

「わ、私はどうせ似合いませんから」

　フェネシスはそう言って、ぷいっとそっぽを向く。

　どうやら、町まち娘むすめの格好をさせた時のことを根に持っているらしい。フェネシスの髪かみの色や華きや奢しやな体つきのせいで、地味な町娘の格好は驚おどろくほど似合わなかったが、宝石類はそうでもない気がする。クースラはそう思うものの、わざわざ言ってやる気もない。

「贈おくり物ものってことは、この町で手を出した女たちにか」

　クースラが視線をウェランドに向けて言うと、ウェランドは返事をせずに笑っているだけだ。

「結構なことで」

　クースラは呆あきれるように言った。

「で？　お前は？　甘いお菓か子しでも買ってもらったか」

「ち、違ちがいます！」

「じゃあそれは？」

　クースラは、フェネシスが抱かかえているまた別の袋ふくろに視線を向けると、フェネシスは慌あわててそれを隠かくすように体ごと背そむける。

「な、んでもありません」

　錬れん金きん術じゆつ師の好こう奇き心しんは猫ねこをも殺す。隠されると暴あばきたくなるが、鍍金めつきのこともあるし、あまりからかって意い固こ地じになられても面めん倒どうなので深く追つい及きゆうはしなかった。

「ふん。まあ、なんにせよイリーネが来るとなると忙いそがしくなりそうだ。旅の準備もしないとならないしな」

「あの鍍金の失敗はさっさと片づけてくれよお」

「……わかってるよ」

　クースラは言って、ため息をつく。

　それが当てつけに聞こえたのか、フェネシスがなにかを言おうと口元をむずむずさせていたが、結局なにも言わなかった。どこか頑かたくなな顔で、地面を見つめたまま歩いている。

「？」

　クースラはフェネシスのそんな様子を横目に歩いていたが、工こう房ぼうが見える段になって視線を奪うばわれた。扉とびらの前に、見慣れた無骨な山の民たみの格好をした少年が立っていたのだ。

　クースラたちに気がつくと、少年の視線は真っ先にフェネシスに向けられていた。

「なにか用かよお」

　ウェランドが言うと、少年は自分の役割を思い出したようで、うなずいた。

「お二人とも、騎き士し団本部に来るようにとのことです」

「へえ？　なんの用かよお」

「存じません」

　連れん絡らく係に徹てつした模も範はん的な解答だった。面めん倒どうくさそうにため息をつくウェランドの横で、クースラは扉とびらの鍵かぎを開けて中に入る。ついでウェランドも入って来ようとしたが、ふと足を止めて、干ほし葡ぶ萄どうの入った袋ふくろを少年に渡わたしていた。

「食べきれないからやるよお」

　少年はちょっと意外な顔をしていたが、中が干し葡萄だと気がつくと顔をほころばせていた。

　笑うと幼く見えたので、見た目よりも若いのかもしれない。

　また、礼を言う少年は、フェネシスの視線にも気がついたらしい。

　フェネシスは物欲しそうな目で少年の手に渡った干し葡萄の袋を見ていたのだが、多分無意識だったのだろう。少年と目が合うとびっくりしていた。

　すると、少年は不意に袋の中に手を突つっ込んで掴つかめるだけ干し葡萄を掴み、残りの入った袋をフェネシスに押し渡す。そして、呆あつ気けに取られているフェネシスに向かい笑いかけて、そのまま踵きびすを返して行ってしまった。

　ウェランドが肩かたを揺ゆらして笑うくらい、青あお臭くさいやり取りだった。

「クースラも気苦労が絶えないねえ」

「はっ」

　クースラは肩をすくめてかわし、続けて言った。

「しかし、呼び出しってなんだ。まさか今いま更さらカザン行きを取り消しなんてないだろうな」

「考えたくもないけどねえ……。とりあえず、行こうか。ここで奴やつらの機き嫌げんを損そこねてもいいことないよお」

「同感だ」

　クースラが答えると、ウェランドは荷物を下の階に置きに行く。

　フェネシスは入り口の前でぼさっと立ち尽つくし、少年の消えた方向をぼんやり見つめていた。

「おい」

　クースラが声をかけると、フェネシスはびくりと体をすくませて、その拍ひよう子しに干し葡萄の入った袋が傾かたむき、中身がぼろぼろとこぼれ出る。

　気苦労が絶えない？

　確かに、そのとおりだ。

「こぼしたものを片づけて、荷物をさっさと置け。それとも、イリーネが来るのを待って一人で留守番するか？」

　フェネシスは律りち義ぎにそんな場面を想像したらしい。イリーネになにか思うところがあるわけもないだろうが、元々社交的でもない。クースラの言げんに従うのは嫌いやそうだったが、急いでこぼした干し葡萄を拾い、袋に戻もどして炊すい事じ場ばに持って行く。

「ったく」

　クースラは呟つぶやきながら、ふと気がつく。テーブルの上に、フェネシスが帰き途と抱かかえていた小さな別の袋ふくろがあったからだ。ウェランドが下に持って行かなかったので、ウェランドの買った荷物をフェネシスが運んでいた、というわけではないらしい。

　一体なんだと思って軽く開いて中を見る。直後、フェネシスの戻もどって来る気配がしたのですぐに袋の口を閉じた。

　そして、フェネシスはようやく、テーブルの上に荷物を置いて離はなれるという自分の迂う闊かつさに気がついたらしい。大おお股またにテーブルに歩み寄ると、がっと袋を掴つかんでまた炊すい事じ場ばに小走りに戻って行った。

「……」

　クースラは、そんな様を眺ながめつつ、頭を掻かいた。

　袋に入っていたのは、火傷やけどに効きく薬草だったのだ。

　クースラは、戻ってきたフェネシスに、とぼけてこう尋たずねた。

「なにを買って来たんだ？」

「っべ、別にあなたには関係のないことです」

　クースラはそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　ただ、少し嬉うれしいとか思ってしまう自分の間ま抜ぬけさに辟へき易えきするのも含ふくめれば、なるほど気苦労の多いことだなと思ったのだった。







　クースラたちが雇やとわれているクラジウス騎き士し団の支部は、グルベッティの町の中でも一等地に構えられている。元々その建物を建てたのはこの町を牛耳っていた商会らしいのだが、手っ取り早く町を掌しよう握あくしたい騎士団に目をつけられて、接収されてしまったとのことだ。必ず誰だれかは誰かに支配される世の中だ、という実例だった。

　この世では、自由とは結局どこまでいっても仮かり初そめのものでしかない。研究のためと称しようして大金を騎士団から引き出し、怪あやしげな実験に没ぼつ頭とうしても教会から保護されるだけの特権を持っている錬れん金きん術じゆつ師も、それはあくまで騎士団の庇ひ護ごの中でだけ、ということだ。しかも、その頭の中に詰つまる知識が古くなるか役に立たなくなれば、あっという間にお払はらい箱ばこになる。

　これが世の仕組みであることを否定はしないし、物の理を重んじる錬金術師ならばなおさら受け入れなければならないことだ。

　ただ、クースラはその事実に少しだけ舌がざらついてしまう。

　なぜなら、夢を追いかけるのを邪じや魔まするのは、いつだって現実なのだから。

「とはいえ、単なる夢物語を追いかける連中だろう、と見過ごすわけにもいかなくてな」

　クースラは、そんな一言で物思いから覚めた。

　呼び出されてのこのこ出頭してみれば、待ち構えていたのはカザンヘの植民において地ならしの一いつ切さいを取り仕切る伝令官、グラン・アイルゼンだった。アザミの紋もん章しようの部隊の伝令官、という職名からするといかにも使いっ走りのようにも聞こえるが、王が通る町に布告をして歓かん待たいの準備をさせるような役どころだから、かなり高位の職を賜たまわっている。毛皮で縁ふち取どりされた外がい套とうに、腰こしには実用性のない宝ほう剣けんが提さげられている。それはこの男が簡易裁判権を持っている、という証あかしだった。

　まだ腰が曲がる歳としでもなかろうに、腰の後ろで手を組んで話す癖くせのあるアイルゼンは、一応オトリスに敬意を表してか、立ったまま話をしている。だが、どう見たってこの支部の責任者であるオトリスよりもよほど威い厳げんがあった。そんなアイルゼンが「見過ごすわけにもいかなくてな」と真ま面じ目めに口にしたのが、古い神話に出てくる「黄金の羊」を追いかけるといういわくを持つ流る浪ろうの民たみの話だった。どうやら、ここよりさらに北の土地の安全を確かめている最中に、探たん索さくの網あみに引ひっ掛かかったらしい。

「その連中を俺たちにどうしろと？　黄金の羊の伝説は珍めずらしくもないでしょうし、流浪の民の中にはそういう噂うわさを持つ連中も少なくないと聞きますが」

　クースラは、斜ななめ後うしろで控ひかえるフェネシスのことを意識して言ったわけではない。

　市し壁へきの中に住んでいてすら、錬れん金きん術じゆつ師はあることないこと噂される。だとすれば、定住をせず各地を放浪する流浪の民ならば、怪あやしげな噂の一つや二つくっついているのはおかしなことではない。

「うむ。直接的にどうしろというわけではない。ただ、事は未いまだに異教を捨てない女王によって治められる国のことだ。しかも、黄金の羊を追いかけるというその集団が、クラッセ伯はくの領地……すなわち、カザンと南をつなぐ重要な地域にいる、というのがまた問題でな」

　回りくどい喋しやべり方かたは、自分の頭が良いと思っているせいか、あるいは相手に頭を使わせようとする、単なる意地悪だろう。

「わからないか？」

　呆あきれるような目つきなので、後者だろう。

「こういうことだ。つまり、万が一黄金の羊が隠いん喩ゆであり、連中が黄金にまつわる山やま師しだとしたら。そして、戦いくさとは結局のところ資金力の勝負にすぎない。そうだとすれば、自おのずと答えは明らかだろう」

「……流浪の民は、戦費を作る金鉱を探すために呼び寄せられたってことですか」

「うむ。憎にくむべき異教の国ラトリアより、我々は最大の資金源であるカザンを奪だつ取しゆしたわけだが、情勢は未だ予断を許さない。よそから富を掘ほり出され、傭よう兵へいを雇やとうような資金にされれば面めん倒どうが増える。金山が発見されたとなれば寝ね返がえる貴族も多いだろうし、そもそもその流浪の民とやらがいる領地を治めるクラッセ伯もまた、異教から改宗したばかりで信用ならん」

「だから、流浪の民について、調べろと」

「うむ。とはいえ、今は同じ正教徒となった領主の治める土地のことだ。そこで武力に訴うつたえ、縛しばり上げて吟ぎん味みするのは政治的にまずい。だから、お前たちにはカザンに向かう途と中ちゆうでクラッセ伯はくの領地に寄り、検分をしてもらう。出発までは、まだわずかに間があるからその間は、お前らの工こう房ぼうに詰つまる古い書物に当たってくれ。どうせ暇ひまだろう」

　使えるものはなんでも使え。

　クースラは、肩かたをすくめる。

「噂うわさが噂ならばそれで構わん。だが、なんにせよラトリアは将来的に我々騎き士し団が治める広大な領地になるだろうからな。素す性じようの知れない連中がうろつくのはよろしくない。その点、貴様らなら通じるところも多いだろう」

　と、一いつ瞬しゆんフェネシスを見たような気がした。

「それに、万が一のことがあれば、閣かつ下かもお喜びになるだろう」

　このアイルゼンが所属するのは、騎士団との戦いくさにおいて陥かん落らくした異教徒の町に入植者を運び、治安と秩ちつ序じよを取り戻もどす部隊だ。その、アザミの紋もん章しようを付けた部隊を率いるのは南の地の大貴族だった。その名をクラトール大たい公こうというのだが、名を呼ぶのも恐おそれ多いということで、普ふ段だんは閣下と呼ばれているのだろう。

　その閣下を引き合いに出した伝令官の意い味み深しんな物言いに、クースラは片かた眉まゆをつり上げる。

　アイルゼンもなにかの手て柄がらを欲しているのは間ま違ちがいなかった。カザンの町で重要な立場、それこそ支配的な貴族の地位を狙ねらっているのかもしれない。カザンに向けての進軍中、通りがかった領地から黄金が出るという報告をすれば、評価も一気に上がるだろうし、もしかしたら金山の管理を任されるかもしれない。

　ただ、クースラのみならず、ウェランドも決して乗り気な顔を見せなかった。

　クースラが、短くこう言っただけだ。

「調べろと言われたら調べはしますがね、結果は保証できかねますよ」

　先ほどから執しつ務む机に座り、部屋の主あるじなのに伝令官に圧あつ倒とうされて影かげの薄うすかったオトリスがにやにやと陰いん気きな笑えみを浮かべている。オトリスはクースラとウェランドに出し抜ぬかれた立場だから、アイルゼンもクースラたちの制せい御ぎよにてこずることが嬉うれしいのだろう。

　ただ、オトリスはアイルゼンに気づかれる前にすっと笑みを消すと、余よ裕ゆうぶってこう言った。

「伝令官殿どの。こいつらは腕うでがありながらも、札つきでありますから。私からよく言って聞かせましょう」

「ふむ」

　反応の悪い錬れん金きん術じゆつ師二人を睥へい睨げいしながら、アイルゼンはうなずく。

　オトリスの醜みにくい点数稼かせぎだが、オトリスにはクースラたちをカザン行きから外す権限がないので、適当にあしらっておけばいいかと思った時だった。

「ところで、私は職務上、部隊の誰だれがいつ頃ごろにどこの町に着くのかということを上から下まできっちりと把は握あくしている」

　突とつ然ぜんなんだ？　とクースラとウェランドが揃そろってそちらを見る。

「斥せつ候こうの派は遣けんと偵てい察さつ、立ち寄る土地の人間への布告、まとまった数の先遣隊による安全の確保を経て、輜し重ちよう隊専属の商人どもを差し向けて、宿、食しよく糧りよう、水、燃料の確保のための交こう渉しように当たらせる。しかる後本隊が続き、後続部隊が入る。そして、それをカザンに着くまで繰くり返す」

　淀よどみなく言葉が出てくるのは、普ふ段だんからそれらを采さい配はいしている責任者だからだろう。

　だが、なにが言いたいんだ？

　クースラが訝いぶかしげにそちらを見ていると、アイルゼンは素っ気なく言った。

「そして、これは町に入る人間の順番でもある」

「っ」

　息を飲んだ、というほどの反応は見せなかったはずだが、クースラもウェランドもほんの一いつ瞬しゆん目が泳いだ。それを見逃のがすようでは、部隊の進軍のための地ならしを司つかさどる責任者にはなれないだろう。
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「貴様らは、隠かくされた知識や技術に触ふれたいのだろう？　正しい信しん仰こうのためならば、欠伸あくびの仕方にまで口を挟はさむような聖歌隊の異い端たん審しん問もん官かんは、陣じんや町の警備にあたる先遣隊と共に町に入る。その後には、閣かつ下かや治世を司る執しつ政せい官かんのいる本隊が入る。貴様らは、職人やその他の商人たちと同じで、そのさらに後方の部隊だ。なお、騎き士し団の本部から派遣され、知識や技術の目録を作成する大役を任されている大錬れん金きん術じゆつ師、マーカス・ロイド博士は、異端審問官と共に行動する。さて」

　布告を行う伝令官らしく、胸を張って言った。

「私の職務はなんだったかな」

　カザンの町にある知識や技術は、それが異い端たんや禁きん忌きに触ふれるものかどうかを検けん討とうの後、場合によっては封ふう印いんされてしまう。

　とはいえ、人の行う作業であるから、すべてを調べるには時間がかかる。

　町にどれだけ早く入り、間かん隙げきを突ついて封印前の知識に触れることができるか。

　クースラたちが新しい知識を得ようと思えば、そこが最も重要なことだった。

　そして、目の前のアイルゼンは、誰だれがいつどの頃ころ合あいで町に入るかを司る采配役なのだ。

「どうやら、利害が一いつ致ちするようだ」

　アイルゼンは笑いもせずに、確定事じ項こうのように言う。

　クースラはウェランドを横目に、ウェランドはクースラを横目に見る。

　あっさり食いついては足元を見られるので、仕方ない、という演出をしつつも、クースラたちの胸中は渡わたりに舟ふねだった。

「そのようですね」

　クースラが答えると、アイルゼンは初めて笑えみを見せる。その場では一人オトリスだけが、自分を素す通どおりして進む話を前に忌いま々いましげにしていた。

「詳くわしくは進軍してから、改めて話をする。それまでは下調べに費ついやしてくれ」

　クースラたちはうなずき、長なが居いは無用とばかりに踵きびすを返そうとしたら、「ところで」と言われた。

「例の物はもう製造できないのかね」

　それがダマスカス鋼こうのことだとはすぐにわかった。

　クースラたちは、紛ふん失しつや盗とう難なんを恐おそれ、また、話を素早く進めるためにダマスカス鋼を直接クラトール大公に献けん上じようした。その結果、鶴つるの一ひと声こえでクースラたちはカザン行きに紛まぎれ込めたのだが、アイルゼンのような耳の早い連中には、クースラたちがダマスカス鋼を献上したからだ、というのが筒つつ抜ぬけだったのだろう。

　そして、聞きつければ当然、自分も手に入れられないかと考えるだろうと予測ができていたので、クースラたちはイリーネと示し合わせ、返答を事前に決めてあった。

「製造そのものはできます。ですが、閣かつ下かにお伺うかがいしたところ、閣下ですら、材料を手に入れる手段が存在しないのだとか」

　ダマスカス鋼みたいな貴重な金属で作られた宝ほう剣けんは、持ち主に絶対的な権けん威いを与あたえてくれる。

　しかし、それも数が少ないゆえだ。そうであるならば、ダマスカス鋼をさらに作ろうという試みは、そのままクラトール大公の所有するダマスカス鋼の価値を下げる行こう為いにつながってしまう。

　そのため、閣かつ下かが「材料を手に入れる手段が存在しない」と言えば、それは言葉どおりのことというよりも、何なん人ぴとも余よの所有物の価値を下げるような行為をするべからず、という意味合いになる。

　伝令官も、閣下と呼ばれるほどの大貴族に睨にらまれる愚ぐは、あえて冒おかしたくないだろう。

「そうか」

　言ってみただけだ、とばかりに、素っ気なく引き下がった。クースラたちから、彼はダマスカス鋼こうを狙ねらっています、と告げ口される危険を考えたのだろう。

　クースラはその伝令官を人として好感が持てるかどうかはともかく、取引の相手としては悪くない奴やつだと認にん識しきした。実際、アイルゼンは流る浪ろうの民たみのことを調べろという用件を、命令ではなく、取引として持ちかけてきていた。

「では、諸もろ々もろの準備がありますのでこれで」

「うむ」

　クースラたちは部屋を辞去し、やれやれとばかりにため息をついた。

「また妙みような仕事を仰おおせつかったものだ」

「罠わななのかって勘かん繰ぐりたくなるけどねえ」

「俺たちを嵌はめて、ダマスカス鋼を作り出させるって？」

「うーん……なさそうか。告げ口されれば、一発で親分に盾たて突ついていることがばれるからね」

　もちろん、錬れん金きん術じゆつ師の錬金術師たる所以ゆえんは、実際の大たい公こうとのやり取りはまったく違ちがっている、というところなのだが。大公からは当然ダマスカス鋼は量産できるのかの確認がきたが、クースラたちは、材料の調達の仕方を知る職人が死んでしまい、永遠の謎なぞになってしまったと伝えてある。大公からは、ならば再度方法を見つけよ、という指示はこなかった。おそらく、自分が手に入れたダマスカス鋼の価値を保つために、方法は失われたままのほうがよい、とでも思ったのだろう。

　だが、まさか伝令官たるアイルゼンが閣下に直接そのやり取りについて尋たずねられるわけもないので、捏ねつ造ぞうしたところでばれようがない、というわけだ。

　人ひと気けのない廊ろう下かを進み、クースラはずっと黙だまっているフェネシスに視線を向けた。

「ところで、お前はさっきの話になにか心当たりはないのか？」

　フェネシスはクースラに声をかけられて嫌いやそうにしているが、喧けん嘩か中なのに気安く声をかけるなというところだろう。

　そのことがあからさまなので、クースラは余計に意地悪く声をかけたくなる。

「同じ流浪の民だろう？」

　ただ、それはフェネシスのことを知っているはずのアイルゼンも思っていることだろう。だからこそクースラたちにこの話を振ふった、と考えるべきだった。

　ウェランドも無言なりに会話の流れに注意しているのは雰ふん囲い気きでわかる。

　しかし、フェネシスは少し落らく胆たんするようにこう言った。

「私は、なにも」

　流る浪ろうの民たみと一ひと口くちに言っても、世界は広く、根無し草の連中も多い。

　クースラが小さく肩かたをすくめると、フェネシスはむきになったように言った。

「で、ですが、黄金の羊伝説くらいなら知っています」

「ふはっ」

　思わずといった感じで笑ったのは、珍めずらしくウェランドだった。

　フェネシスはそれで、反射的に無意味な意地を張ってしまった、と気がついたようだ。

　フードの下の顔が、みるみる赤くなっていく。

「実に心強いな」

　クースラは冷静に言って、フェネシスの頭に手を置くと、思い切り嫌いやそうに振ふり払はらわれた。

　ウェランドは楽しそうに笑い、クースラもそんなフェネシスの子供っぽいところにからかい甲が斐いを感じてしまう。フェネシスはフードを直すためなのか、それとも顔を隠かくしたくてそうしているのか、両手で頭を押さえて唸うなっている。

「ま、伝説の下調べなら特別な知識がなくてもできるからな。相棒」

　クースラが言うと、やっぱりフェネシスは少し泣きそうな顔でクースラを見る。

「それに、火傷やけどの危険もないし」

「っ」

　なんだかんだ言いながら火傷に効く薬草を買いに出ていたフェネシスは、つい足が止まってしまう。クースラとウェランドはそのまま進んで行き、クースラだけが振り向いた。

「そんなことでいちいち動どう揺ようしていたら、傍ぼう若じやく無ぶ人じんの錬れん金きん術じゆつ師にはまだまだ遠いな？」

　フェネシスは思わず顔を上げてなにか言おうとしたが、口を開かせるには勢いが足りなかったようだ。自分のせいで誰だれかが傷つくというのは、これまで迫はく害がいされ、一族を皆みな殺ごろしにされてきたフェネシスには重いことなのだろう。

「それとも、そこで足を止めるつもりか？」

　ただ、クースラはあくまでも冷たくそう言った。

　ウェランドはさっさと先に進んでしまう。自分の過去に引ひっ掛かかり立ち止まる者と、その誰かに声をかける者と、我関せずと先に進む者。この構図は、あるいはそのままマグダラに向かう者たちの縮図かもしれない。

「歩け」

　クースラは言って、自身も歩き出す。いくらフェネシスがクースラのマグダラの一部だとしても、なにもかもの面めん倒どうは見てやれない。どれほど優ゆう秀しゆうな護衛でも、主あるじの自殺までは止められないのと同じことだ。

　ウェランドが廊ろう下かの角を曲がってその姿が消えた頃ころ、ぱたた、という小さな足音が後ろから聞こえてくる。

　そして、ほどなくクースラの斜ななめ後うしろにフェネシスがくっついて来た。

　雰ふん囲い気き的に泣いていてもおかしくない感じだったが、聞こえてきたのは意外な言葉だった。

「火傷やけどのことは……すみま、せんでした」

　ぶっきらぼうな物言いに、クースラは危あやうく笑いそうになるが、精せいいっぱいの一言だったろうと思う。それに、悪いと思っているのは、あの薬草を見たって明らかだ。

「まあ、謝ってすむぎりぎりの範はん囲いだな」

　これは、本当のこと。

　フェネシスもそのことがわかったのか、小さく、「はい」と言った。

「ただ、それだけじゃないだろ」

「え？」

　クースラがそう言って、角を曲がり際ぎわにフェネシスのほうを見ると、綺き麗れいな緑色の瞳ひとみと目が合った。

「もう一つ謝ることがあると思うがな」

「えっ……」

　フェネシスはまた足が止まりかけ、慌あわてて追いかけて来る。

　ただ、まったく心当たりがないようで、本気で戸と惑まどっている。

　一方のクースラは、顔に笑えみが出ないように努めている。

「わからないのか？」

「……」

　不ふ甲が斐いなさそうに、恥はじ入るようにうつむいてしまうフェネシスに、クースラはこう言った。

「あっさり騙だまされてすみません、だろう？」

「……」

　呆あつ気けに取られたフェネシスは、そのままつまずいて転んだ。

　からかい甲斐の塊かたまりみたいな奴やつだなとクースラは思うが、立ち上がろうとするフェネシスに向けた言葉は割と真しん剣けんなものだった。

「お前が別の誰だれかに騙されて罠わなに嵌はまれば、俺たちまで危険に晒さらされることがあるかもしれない。男のアレ、と言わされて懲こりたことを忘れたのか？」

「あ」

　フェネシスは愕がく然ぜんとするように床ゆかを見つめ、ついた手を震ふるわせていた。

「わかったなら、立て」

　フェネシスは自分を責めているのか、いったんうつむき、立ち上がった。

　道のりはまだまだ遠いな、とクースラはため息をつく。

「俺は、お前が憎にくくて騙しているわけじゃないってことを理解して欲しい」

　フェネシスはものすごく嫌いやそうな顔をしてクースラを見て、それから、我が慢まんしきれなかったように言った。

「それも嘘うそにしか聞こえません」

「ならば、上手に警けい戒かいするべきだ。それから、なるべくそういう本音を晒さらすのは控ひかえること」

「……」

「火傷やけどに効く薬草をうっかり俺に見られるとかは、もってのほかだ」

「っ！」

　フェネシスの顔がさっと赤くなり、クースラはくつくつ笑う。

「まあ、ありがたく受け取っておく。首筋の火傷だと、寝ねる時に痛そうだからな」

「う～……」

　フェネシスは唸うなり、結局最後にはなにかを諦あきらめるようにため息をついていた。

「……あなたは本当に……ずるいです……」

「その相棒になるんだろ？」

　クースラがフェネシスを見下ろすと、フェネシスは眉まゆをしかめながらもクースラを見る。

「……本音は晒さないようにしろと言われました」

「そのとおりだ」

　クースラが笑えみを返してやると、フェネシスはぷいっとそっぽを向く。

　しかし、ウェランドを追いかけて建物から出る時には、フェネシスはクースラの斜ななめ後うしろではなく、その隣となりを歩いていたのだった。
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　クースラたちが工こう房ぼうに戻もどってほどなくして、イリーネが荷物を担かついでやって来た。

　もっと山ほどの量を持ち込むかと思っていたが、荷物は頑がん丈じようそうな麻あさ袋ぶくろにまとめられ、背中に背負えるほどの量に収まっている。そのまま旅に出ることもできそうな感じだった。

　たぶん、ソペイテスがまとめてくれたのだろう。

「もう、後には引けないな？」

　クースラがからかいの笑えみと共に言ってやると、イリーネはするりとかわして無表情だった。

「そういう決意をするのは、これで三度目ですからね」

　わざとらしい慇いん懃ぎんな口調でそう言って、クースラをやや押しのけるように工房に入って来る。強気なのは性格というだけでなく、決して招かれただけの客人ではない、という意気込みだろう。なんなら工房の物を一いつ切さい合がつ財さい盗ぬすんでやる、というような雰ふん囲い気きすら感じる。イリーネも蝶ちようよ花はなよの娘むすめではない。複数の人間が集つどう場所で、自分の立場を確保することの重要性をよく知っているのだ。舐なめられたら終わり、というのは錬れん金きん術じゆつ師だけの話ではないし、最初が肝かん心じんなのは人間関係の基本といえる。

　見み栄えや意地ではなく、どこまでも実用的な考え方。

　クースラは、そういうものが嫌きらいではない。

　ただ、気になることもあった。

「生まれ故郷を出て来たのが一度目、ここに来るのでもう一度、というのはわかるが、もう一つはなんだ？」

　クースラが尋たずねると、答えたのは金かな槌づちの柄えに布を巻いていたウェランドだ。

「結婚だろお？」

　イリーネはウェランドを見て、それからクースラを見る。

「錬れん金きん術じゆつ師にも色々いるのね」

「否定はしない」

　クースラは肩かたをすくめ、扉とびらを閉じた。

「工こう房ぼうにはあんたたちと違ちがってもう一人可か愛わいらしいのがいたと思うけど、どこかしら」

「争いは控ひかえて欲しいね」

「馬ば鹿か言わないで。違うわよ。あの子……あの人にも、背中を蹴けり飛ばしてもらったからね。挨あい拶さつしたいんだけど」

　そういえば、クースラがイリーネを追い込んだ時、フェネシスはイリーネになにか言っていた。

　確か、幸運を信じろ、とかなんとか。

　クースラは、なるほど、と思う。

「ちなみに、俺たちもかわいいよお」

　ウェランドが言って、イリーネが変な顔をしてウェランドを見る。

「本当に色々なのね」

「あいつなら、下で掃そう除じをしている。それより、荷物を下ろしたらどうだ」

　工房の中で背中に物を背負っている姿を見ると、薬や粉の入った壺つぼに引ひっ掛かけないかと気になってしまう。

　ただ、イリーネはその言葉にすぐに従わず、挑ちよう戦せん的な目をクースラに向けた。

「一つ、確かく認にんしたいんだけど」

「なんだ」

「あの人は、どういう立場なの？」

「どういう？」

　クースラが聞き返したのは、別に時間稼かせぎをして、あれこれ煙けむに巻こうと思ったからではない。単純に、質問の意い図とがよくわからなかったのだ。

「この工房の人間だ」

「……でも、修道女の格好をしてるよね」

「ああ……それは元々修道院出だからな。ここからはるか彼方かなたの砂さ漠ばくの地の生まれだそうで、流れ流れてこんなところまで来たんだよ」

「……」

　クースラの説明を聞いても、イリーネは表情を変えなかった。

　どこかでフェネシスの耳でも見ていたか？　とクースラが思った直後だった。

「ウルちゃんが金で買われた子かどうかってことじゃないのかよお」

「はあ？」

　ウェランドの言葉に、クースラが最初に聞き返した。

「男二人の工こう房ぼうに、あんな子がいるなんて不ふ釣つり合あいだからねえ。まあ、そういう想像をするのが普ふ通つうじゃないかよお」

「そういう……」

　クースラは口の中で呟つぶやき、ようやく思い至った。

「ああ、愛あい玩がん用ってことか？」

「ちょっと」

　イリーネが責めるような目を向けてくるが、クースラは呆あきれるようにため息をついた。

「まあ、からかって遊ぶという意味じゃ玩具おもちやみたいなものだが」

　ウェランドは小さく笑い、柄えに布を巻き終わった金かな槌づちを握にぎり締しめ、何度か素す振ぶりして、満足げな顔をしている。

　そして、ずいっと短たん剣けんのように腰こしに差すと、こう言った。

「クースラが恥はずかしくて自分じゃ説明できないなら、代わりにしてやろうかあ？」

「っおい」

「恥ずかしくて？」

　慌あわてるクースラに、イリーネがますます眉まゆ根ねに皺しわを寄せて睨にらむ。その頃ころにはクースラは自分が妙みような立ち位置にいると気がついて、ウェランドに嵌はめられたことに気がついた。たぶん、ウェランドはイリーネの職人としての腕うでに価値を見み出いだしている。だからこそ、クースラを餌えさにしてイリーネが心を開きやすくしているのだろう。フェネシスと初めて顔を合わせた時の手法を、もっと穏おだやかにしたわけだ。

　ただ、クースラとしても変に隠かくして勘かん繰ぐられては面めん倒どうなことになりかねない。実際、フェネシスにはおいそれと人に言えない特とく徴ちようがある。この先、イリーネが共に行動していくのならいつか教えなければならないことだが、今が適切な時期かどうかはわからない。だとしたら、その時がくるまでは、変な先入観や勘かん違ちがいは可能な限り排はい除じよしておきたい。クースラは、小さく息を吸って、吐はきながら言った。

「俺の目的のために必要なんだよ」

「っ！」

　イリーネが後ずさった。

「あ、あんたはそういう錬れん金きん術じゆつ師だったの……」

　クースラはそれで、言葉の選び方が悪かったと気がついた。

「違う。ったく、面倒だな……」

　クースラが頭を掻かいた直後だった。

「クースラは幼い頃ころに生まれ故郷で幼なじみの女の子を盗とう賊ぞくに殺されて以来、誰だれかを守りきる力が欲しいと思っていた。そのために追いかけるのはオリハルコンの剣けん。ついでにその剣で守るお姫ひめ様さまも欲しいってわけだよお。わかった？」

　すらすらと言ったウェランドを、イリーネとクースラはぽかんと見つめていた。

　そして、イリーネは噛かみ合わせの悪くなった水車みたいにぎぎぎっと動いてクースラを見る。

　クースラはクースラで、語るも恥はずかしい自分のマグダラをあっさり言われ、呆あつ気けに取られていた。ウェランドの野や郎ろうはいつか痛い目に遭あわせてやる、と恨うらみながらも、今いま更さらウェランドの言葉をなかったことになどできない。クースラは、せめて冷静さを失わずにこう言うしかない。

「……そ、んなところだ。馬ば鹿かげていることについては……まあ、自覚がある」

「っ」

　イリーネが息を飲むと、勝かち気きそうにくくられた赤い髪かみの毛が心なしか膨ふくらんだ気がした。

「ほ、本当に……」

　戸と惑まどうように、言った。

「色々なのね」

「否定はしない」

《利子クースラ》の名が泣くな、とクースラは苦々しく思いながらも、自分のマグダラにだけは嘘うそはつけない。それに、自分のことを利用したウェランドの手て際ぎわにも完敗だ。睨にらみつけると、いい笑え顔がおを返された。

「じ、じゃあ、あの子……じゃなくてあの人は別に、奴ど隷れいとかそういうものでは……」

「ない。掃そう除じをさせてるのも、あいつのせいで失敗した鍍金めつき作業の後あと始し末まつだ」

「鍍金？　水銀があるの？」

「ここにはなんでもあるって言ったろ」

　山ほどの辰しん砂しやからわずかしか取れない水銀は貴重な存在だ。鍍金という技術があることを知りながら、金や銀で鍍金された卑ひ金きん属ぞくに騙だまされる奴やつが後を絶たないのは、なかなか鍍金された現物にお目にかかれないからだ。

　イリーネの目が小鳥を前にした猫ねこのように輝かがやいている。

「手伝ってきていいかな」

　イリーネはそう言ってから、なにかに気がついたように言いなおした。

「いいよね。自由にしていいってことだもの」

　クースラは肩かたをすくめただけ。

　イリーネは担かついでいた荷物を背負いなおし、下の階に下りて行こうとする。

　ただ、手すりに手をかけたところで、ふと振ふり向いた。

「忘れ物か？」

「あんたたちに、言っておくことがあったわ」

　イリーネは、不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

「私は本当は、この町を出たかったの」

　そして、ふいっと階段を下りて行ってしまう。

　残されたクースラとウェランドは軽く視線を交かわし、それぞれの表情でその言葉を受け止めたのだった。







　イリーネの手て際ぎわは見事なものだった。それは、掃そう除じが終わった後のフェネシスの様子と見比べたっていい。フェネシスのほうはまるで煙えん突とつの中にでも落ちたかのように灰まみれだったが、イリーネはちょっと服の裾すそを汚よごした程度だった。

　そして、綺き麗れいになった炉ろを前に、イリーネは早さつ速そく鍍金めつきのやりなおし作業に取りかかっていた。

　クースラやウェランドが指南する必要もなく、てきぱきと準備を進めていく。手順について知識でしか知らないフェネシスは、イリーネの作業の後追いすらできず、途と中ちゆうから茫ぼう然ぜんと眺ながめるだけだった。

　イリーネは水銀を突とつ沸ぷつさせることもなく上手に熱し、金を溶とかし込んでからそこに目的の銅どう塊かいを浸ひたしていた。そして、最後に水銀を蒸発させれば金きん鍍金の完成だ。しかも、クースラたちはどうせこの工こう房ぼうを後にするのだから、と水銀は蒸発するに任せるつもりだったのだが、イリーネはきちんとその水銀も回収していた。方法は、亜あ鉛えんの時に使ったのと同じ蒸留で、フェネシスはその点でもイリーネの知識に圧あつ倒とうされていた。

　そんな作業の後に最終的に出来上がったものは、貴金属を持ち慣れた人間でなければちょっと見にはわからない。

　目的を知っているだけに、フェネシスは完成品を前にしても終始浮かない顔だったが、どうもそれだけではないらしい、というのがわかったのは、夕食後のことだった。

　カザンの町に向かうためにクースラたちはこの工房を後にするわけだが、なにもかもを持ち去られてはオトリスたちの責任になる。そのために今工房になにがあるかの確かく認にんのため、オトリス配下の人間が目録を作りに来ることになっている。クースラとウェランドは相談して、持ち去ってもわかりにくいものを選び出し、代わりに安物を置いておくことにした。そのための、鍍金作業だった。

　鍍金を終えて、ところで鍍金なんてどうするわけ？　というイリーネの質問に、クースラが悪びれもせず目的を告げると、イリーネはその悪わる巧だくみに眉まゆをひそめるどころか、にんまりと笑っていた。そういうわけで、鍍金の作業の後は揃そろって悪わる知ぢ恵えを絞しぼっていたのだ。

　金こん剛ごう石せきや貴き石せきを全部硝子ガラスに変えちゃったら？　とまで言っていた。どうやら亡なき夫に代わって鍛か冶じ屋組合を率いていた際に、騎き士し団に対して恨うらみが積もっていたらしく、意い趣しゆ返がえしのつもりらしかった。

　では実際にどうするか、の話し合いは実に熱のこもったものになり、結局夕食も炉ろの前で適当にパンをかじっただけだった。ただ、その情熱は決して騎き士し団への意趣返し、というだけでなく、職人として生きるうえで我が慢まんしていた知的好こう奇き心しんが噴ふき出しているようでもあった。

　そんな相談も一通り終え、ウェランドが自分の大好きな鉄の製せい錬れんについてイリーネに質問し始めた頃ころになってようやく、クースラは炉のある工こう房ぼうにフェネシスの姿がないことに気がついたわけだ。

　それで居間の階に上がってみれば、フェネシスは一人、ぽつんとテーブルの上に広げた大きな本の前にいた。

　クースラが階段を上ってくると、ちらりと横目で見て、特に興味もなさそうにすぐに視線を本に戻もどす。ぺらり、という頁ページをめくる音を聞きながら、クースラは戸と棚だなから酒さか瓶びんを取り出して、素す焼やきの器うつわに少量注いだ。

「下に行かなくていいのか？」

　クースラの質問に、フェネシスは顔を上げた。

「たぶんあいつらこれから鉄の製錬始めるぞ」

「鉄……ですか」

　フェネシスは、少し嫌いやそうに言う。

「興味ないか」

　クースラがばっさり言うと、フェネシスは一いつ瞬しゆん抗こう弁べんしかけたが、結局なにも言わずに本に視線を落とす。クースラがため息をつくのは、フェネシスが本当に鉄に興味がない、というわけではないとわかるからだ。

　テーブルを見ると、ここで一人で夕食を食べたらしい、というのもわかる。

　どうしてそんなことをしているのかも、推すい測そくができた。

「お前、いかにも人見知りしそうだからな」

　本に落としていたフェネシスの視線が泳ぐ。

　イリーネが鍍金めつきの後片づけを手伝った時も、イリーネの挨あい拶さつに口ごもって動どう揺ようしていた。

　だが、フェネシスがどこかすねたようにこんな場所に一人でいるのには、もっと別の理由があるはずだった。

「まあ、あとはあれか。イリーネが腕うで利ききだからだろ」

　途と端たんに、フェネシスの体が強こわ張ばった。

　やはり、とクースラはため息すら出ない。

「お前より後にこの工房に来たのに、この工房ではお前より役に立ちそうだからな」

　イリーネがいるので、修道女姿でヴェールもかぶっている。

　それでもわかるくらい、耳のあたりが震えていた。

「間ま抜ぬけ。そんなこと気にしているとな、またひどい目に遭あうぞ」

　クースラは器うつわにさらに酒を足して、飲む。喋しやべり疲つかれて、喉のどが渇かわいている。

「見み栄えとか、地位欲とかを持っていると、つけ込まれやすい。虚きよ栄えい心しんの塊かたまりみたいな奴やつほど操あやつりやすい。たとえば、私は聖なる神の使いで、お前たちはなにもわかっちゃいない錬れん金きん術じゆつ師だ、と思い込んでいる修道女とかな」

「……」

「それだけではなく、失うものも多い。今だってそうだ。お前が変な意地で鉄の製錬を見に行かなければ、山ほどの経験を逃のがすことになる。あれだけ鉄の製錬に詳くわしいウェランドですら、なにかを学ぶだろうからな」

　フェネシスは視線を徐じよ々じよに落とし、結局また本に戻もどってしまう。

　ただ、その目がなにも見ていないのは明らかだった。

「お前が工こう房ぼうの一員なら、その能力は低いより高いほうがいいし、低い奴は単に邪じや魔まだ。やる気のない仲間ほど厄やつ介かいな奴はない」

「っ」

　仲間、などという滅めつ多たに口にしない単語をあえて選んでみたが、やはり効果があった。

　フェネシスをあれこれ動かすにはこれがよさそうだな、とクースラは冷静に分ぶん析せきする。

「わかったならさっさと立ち上がれ。わかってないなら、そのまま本を読んでてもいい」

　がた、と音がして、フェネシスは立ち上がる。クースラはいつもフェネシスを見下ろしているが、座ったままだと立ち上がったフェネシスのほうが少しだけ視線が高い。

　クースラは、小さく笑いながらフェネシスを見上げて言った。

「まあ、イリーネがウェランドより優やさしい職人かどうかはわからんが」

「う」

　フェネシスは明らかに怯ひるんだが、なにをすべきかはわかっている。

　本を閉じて、着き替がえるためだろう、寝しん室しつのほうに歩いて行った。

　そんな様を見ながら、クースラは鼻を鳴らし、フェネシスの読んでいた本をめくってみる。

「……こんなの読んでたのか」

　それは、古い神話の本で、黄金の羊伝説について調べていたのだろう。

　鍍金めつきでは言い訳できないほど役立たずだったので、それ以外でクースラたちの役に立てるように。

「……努力の方向がまだずれてるな」

　クースラは呟つぶやきながらも、やる気のない奴よりかはましか、と思ったのだった。







　イリーネは腐くさっても鍛か冶じ屋組合の組合長を務めていたし、なにより鍛冶屋の工房はいつでも集団作業だから、気の合わない奴やつらとそれなりに付き合っていく方法も心得ているはず。フェネシスも、なんだかんだいって、同性のイリーネのほうが付き合いやすいに違ちがいない。

　クースラはそう楽観していたのだが、どうやら思い違いだったようだ。

「こんなに力強く動くふいごは初めて見るわ」

　鉱石を砕くだき、洗い、選より分わけ、薪まきを組み、炭を設置し、火をおこして、水車を使いふいごで風を送り込む。

　その一連の作業を、イリーネはもうこの工こう房ぼうで何年も過ごしているかのようにてきぱきとこなしていた。クースラに言われて階下に下りて来たフェネシスは、最初こそイリーネを手伝おうとしていたが、手の出しようもなかった。

　フェネシスがまごまごしている間に、すべての準備が整って、水車と連動したふいごが地じ獄ごくの底のような音を立てて炉ろの中に空気を送り込んでいた。そのたびに火ひの粉こが上がり、鉄が黄色の輝かがやきを増している。

「うちの工房では全員が総そう出でで代わる代わるふいごを動かしてたんだけど、ここはいいわね。これなら、力のない女でも負けないもの」

　そう言って笑うイリーネに、返事はない。明らかにイリーネはフェネシスに向けて言っているのだが、フェネシスはうつむいたままだった。

　クースラは、フェネシスがうつむく気持ちもわからないでもなかった。

　フェネシスは製せい錬れんのために小さなふいごを動かすことでさえ、すぐに貧血で倒たおれてしまう非力さなので、水車と連動したふいごの操作の仕方を覚えるのに並々ならぬ意欲を燃やしていた。

　とはいえ、機械的な仕組みは慣れないと些さ細さいなことでも頭に入らない。フェネシスが半泣きになりながら、何度も繰くり返してようやく覚えた時にはひどくご満まん悦えつだった。

　それが、イリーネは誰だれの説明も受けずに、水車とふいごの形を見ただけでひょいひょいと組み上げて一発で動かしてしまっていたのだ。

　フェネシスとしては、面おも白しろくないだろう。

「あー……」

　ただ、もちろんそんな事情を知らないイリーネは、フェネシスの反応にどうしたらいいのか、と数すう瞬しゆん迷っているようだった。それに、この間のダマスカス鋼こうの騒さわぎの時には、イリーネの背中を押した一人は他ほかならぬフェネシスだった。

　だから、初対面でこそうまく話せなかったが、すぐにもっと打ち解けた雰ふん囲い気きで話せると思っていたのだろう。イリーネはしばらく考えあぐねていたようだが、勝かち気きそうな雰囲気に相応ふさわしく、とにかく前に進むことにしたらしい。

「それに、工房も機能的だし。うちの工房はほんと汚きたなくて、後片づけも一苦労だったのよね」

　イリーネは職人として相当厳しく仕込まれていたようで、作業の中に後片づけまでがきちんと組み込まれていた。

　だから、製せい錬れんの準備が終わる頃ころには、そこまでの過程の後片づけもすべてが終わっている、という具合だ。その見事さはウェランドも目を丸くしていたくらいなので、最近ようやく後片づけの手順を覚えた程度のフェネシスからすれば、魔ま法ほうのように映ったことだろう。

　そんな状じよう況きようであるから、イリーネから後片づけは一苦労だよね、と話しかけられても、フェネシスはますますうつむくだけだった。

　イリーネは困ったような笑え顔がおのまま頭を掻かいて、逃にげるように作業に戻もどった。炉ろの中に浮いていた鉱こう滓さいを掻き出し、葉のついた生なま木きを足している。

「色々材料もあっていいよね。工こう房ぼうだと、決まった手順以外のことをすると怒おこられるから」

　そう言って、前々から試ためしたかったという、卵の殻からだの犬の骨だのを並べている。

　どれも、鉄のしなやかさを増すために加えるものだが、イリーネの工房では炭と生木に限られていたようだ。それで効果が上がるからそうしていたのだろうが、好こう奇き心しんがあれば他ほかにも試したくなるのが人情だ。

「確かに、こんな好き勝手ができるなら、幸運は思ったよりもあるみたいね」

　だが、ようやく製錬の基き礎そを学び始めているフェネシスからすれば、イリーネのやろうとしていることは二つも三つも先のことになる。

　イリーネが、フェネシスからかけてもらった言葉を持ち出しても、フェネシスの反応は変わらなかった。

「……」

「炭をもう少し足したほうがいいんじゃないかなあ」

　ウェランドが不意に、そう口を挟はさむ。イリーネの様子を見かねたのか、それとも製錬には人一倍うるさいためかはわからない。

　ただ、イリーネは慌あわてて言われたとおりにして、炭を慎しん重ちように足していた。

　その間も、フェネシスのことをちらちらと見てはいたが、それからは声もかけなかった。

　そして、当のフェネシスは、話しかけられなくなってからようやく、工房の隅すみからイリーネに視線を向けていた。その顔つきは強こわ張ばっているのを通り越こして、悲ひ愴そうですらあった。深夜にわずかな量の粗そ鉄てつを得るのを見届けると、フェネシスはふらふらと上の階へと上がっていったのだが、その様は明らかに打ちひしがれていた。

　工房に入りたての小こ娘むすめと、散々鍛きたえられ、鍛か冶じ屋の組合長を務めるほどの男に認められた腕うでの持ち主ならば、力量の差は考えるまでもない。だが、そのあたりをうまく対処できる器用さがあれば、フェネシスの人生はもう少しまともなものだったはずだ。

　まだ余熱の冷めきらない鉄てつ塊かいを舐なめ回さんばかりに眺ながめているウェランドをよそに、汗あせだくのイリーネは髪かみの毛をまとめていた三さん角かく巾きんを外しつつ、ついにクースラに向けて言った。

「私の声のかけ方、まずかったかしら」

　クースラは、フェネシスを追いかけていた視線を、気まずそうなイリーネに向ける。

　顔半分の筋肉だけつり上げたのは、文字どおり半笑いだからだ。

「ずいぶん殊しゆ勝しようじゃないか」

「……あんたは私を蹴けり飛ばしただけだけど、あの子……じゃなくてあの人は、私を諭さとしてくれたもの」

「……幸運はなんたらって言ってたな」

「世の中に、幸運は存在する」

　イリーネは言いなおし、小さくため息をついた。

「すごく私の中に響ひびいたの。同時に、苦労している人なのかなって思った。こんな世の中だし。だから、お礼だけじゃなくて、色々話してみたいと思ってたんだけど……」

　そう言うイリーネに、クースラは軽い口調で言った。

「ふん？　まあ……お前の見方は間ま違ちがっていなくも、ないか？」

「どういう意味よ」

「苦労の多くは避さけられたかもしれないってことだ。あの性格だからな」

　クースラは欠伸あくびをしてから、言う。

「お前を避けてるのも、お前が怖こわいからだ」

　その一言に、イリーネが目を丸くする。さばさばした性格そうなので、つゆほどもそんなことを想像しなかったのだろう。

「怖い？　って、私が？」

「突とつ然ぜんこの工こう房ぼうにやってきた、自分よりも圧あつ倒とう的に腕うでの立つ職人だからな。自分の立場を脅おびやかされると思っているんだろ」

「あ……」

　イリーネは小石を踏ふんづけたような顔をしてから、視線を階段のほうに向ける。

　そして、苦しそうに唇くちびるを歪ゆがめ、腑ふに落ちたように肩かたを落としていた。

「ああ……なるほど……」

　イリーネは結婚という道を経て、突とつ然ぜん町の職人たちを取りまとめる親方夫人になった。それは、町の職人たちの序列を数段跳とびに飛び越こえる行こう為いでもあったろう。

　町の人間にははっきりと自分の居場所があり、厳密な序列というものがある。イリーネが権力を笠かさに着るような奴やつには思えないが、だからこそ、序列を乱される側がわの者の気持ちがわからない、ということもあったはずだ。

　それでも、イリーネは自分の結婚の時のことで、そのあたりのことを深く学んでいたらしい。

　ようやく自分の過あやまちに気がついて、申し訳なさそうな顔をしていた。

「じゃあ……鍍金めつきの時もでしゃばりすぎだったかな」

　クースラは、どうでもいい、とばかりに肩をすくめていた。

「うー……おじいに子供扱あつかいされる理由もこのへんにあるのかな……」

　イリーネが苦しそうなのは、制約のない工こう房ぼうで好きな作業ができる、という解放感に酔よっていた自覚もあるからだろう。

　はしゃいだ後の失敗ほど、応こたえることもない。

「あれ、でも、そうしたらあの人もここの職人なの？」

　序列を脅おびやかされて困るのは、その工房の一員だから。

　イリーネが顔を上げると、クースラは小こ首くびをかしげて答えた。

「俺たちの相棒になりたいんだと」

「錬れん金きん術じゆつ師に？」

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せたイリーネは、嫌けん悪お感たっぷりにそう言ってから、はっとなっていた。

　目の前にいるクースラは錬金術師で、イリーネのいる場所はその工房で、彼女はこれからその助手という身分で、異教徒のいる町に向かうのだ。

　とはいえ、理り屈くつとして理解できたからといって、感情が納なつ得とくするとは限らない。

　イリーネは承服しがたいような顔をしたまま、こう言った。

「……天使が悪あく魔まになろうとしているみたいな話じゃない」

「そのへんもまた複雑でな」

　クースラはイリーネに怪け訝げんそうな視線を向けられたが、耳のことは言わなかった。

「ただ、あの間ま抜ぬけがお前に立場を脅かされるのは、まあ、良いことだろ。それだけ必死に学ぶ気になればこっちも助かる」

　イリーネはその言葉を素す直なおに受け入れがたい、という顔をしていたが、あえて抗こう弁べんもしなかった。

「……なんか、色々あるのね。私、錬金術師はもっと錬金術師なのかと思ってたわ」

「論理学を修めた修道士みたいな言い回しだな」

「……口くち下べ手たなのよ」

「人とのつながりを断った魔ま術じゆつ師みたいなのが、なににも囚とらわれず怪あやしげな実験をただひたすらに繰くり返す」

「ああ、それ、それ。錬金術師にも事情がある、なんてなんか不思議よ。そこの人も、私よりもっと鉄に夢中みたいだし」

　イリーネは、ウェランドを振ふり向いて言う。

「俺たちに共通するのはただ一つ。マグダラを追いかけるということだけだ。他ほかは普ふ通つうの人間と……いや」

「？」

「他は、性格の悪い人間と変わらない」

「……」

　イリーネはクースラを横目に見て、不承不承うなずくように、小首をかしげていた。

「私にもマグダラってやつは必要かしら」

「帰る故郷のない奴やつらには、後ろを振ふり向かなくていいように目標が必要だ」

　イリーネが小さく笑ったのは、自分のことを思い返したからだろう。

「そして、そのためなら女子供でも蹴けり飛ばすのね」

「根に持つ奴だな」

「根気がないと職人は務まらないもの」

　クースラは肩かたをすくめ、イリーネは鼻を鳴らす。それから、火の始末に向かおうとしたイリーネは、ふと足を止めて、クースラを振り向いた。

「あ、そうだ。あの修道女さんに言っておいてよ。私はあなたのおかげで前に進めたんだって。そのお礼はきちんとするし、私のことは弟おとうと弟で子しだと思って欲しいって」

「俺のおかげじゃなく？」

　クースラの言葉に、イリーネは唇くちびるの端はしを味のある形に歪ゆがめてから、返事もせず炉ろのほうに歩いて行った。

　イリーネはどうやらそれほど頑がん固こでも意い固こ地じでもないようだ。

　フェネシスが変な勘かん繰ぐりさえしなければ、それなりにやっていけそうだな、とクースラは思ったのだった。







　翌日は、前日の製せい錬れんを踏ふまえて、炭に使う木の種類や薪まきの組み方などを話していた。

　製錬に使う鉱石の種類や欲しい温度、どんな鉄にするかによって、組み合わせがいくらでもある。とはいえ、クースラやウェランドには基き礎そ知識があるので、自分の知らないことや気になることだけに意識を集中すればいい。大変なのは、一人手て探さぐり状態のフェネシスだ。

　イリーネもフェネシスを気にしつつ、クースラたちがそこいらへんの職人よりも話が通じるとわかったあたりでついつい細かい説明を省くようになったので、なおさらだった。

　フェネシスは必死に石盤に石灰のペンで覚おぼえ書がきをとろうとしていたが、土台無理な話だろう。

　煉れん瓦がだっていっぺんに積み上げてうまくいくものではない。知識というものは一つ一つ、間に経験を挟はさんで慎しん重ちように重ねていくものなのだ。

　だが、一人実力不足をまざまざと思い知らされるかたちになったフェネシスは、昼食時に明らかに落ち込んでいた。それを見たイリーネはイリーネで、また出しゃばってしまったかと気にしているようだった。

　鉱石に不純物が多ければ多いほど製錬が厄やつ介かいになるように、工こう房ぼうも人が多くなると面めん倒どう事ごとが増える。クースラはパンにチーズを塗ぬりたくってかじりながらそんな様を見ていたが、面倒なので放ほうっておくことにした。

　それに、明日にはオトリスの元から、工房の財産を把は握あくするために人が寄よ越こされるとのことだったので、午後からは財産隠かくしのための作業に取りかからないとならない。ガラスや鍍金めつきで誤ご魔ま化かすわけだが、ウェランドはもちろん楽しげに、イリーネもフェネシスを気にしつつも乗り気だった。その行こう為いに罪の意識を感じているのはまたしてもフェネシスだけだし、役に立てないのもフェネシスだけ。フェネシスは結局、一人で本を広げることにしたらしい。

　もちろん、作業を見つめて学ぶという選せん択たく肢しもあるはずなのだが、イリーネの知識や技術についていけなさすぎて、完全に恐おそれをなしているのだろう。

　クースラはその様に呆あきれつつも、この工こう房ぼうで役に立とうと思えばどうするべきかの説明と教示はしたと思っている。それでも足をすくませたままの奴やつに手を差し伸のべるほど、クースラはお人ひと好よしではない。

　なので、ウェランドやイリーネが意気揚よう々ようと炉ろのある下の階に下りる中、クースラもそちらに向かおうとした。

　それが、ふと視線を感じて階段から振ふり向くと、フェネシスと目が合った。

　フェネシスは慌あわてて視線を逸そらしたし、クースラはそのまま階段を下りて行く。

　ただ、クースラが不ふ機き嫌げんそうに表情を歪ゆがめたのは、フェネシスの表情に気がついたから。

　置いて行かれるのを怖こわがる女の子のようだったのだ。

　クースラは苛いら立だちつつ、一いつ瞬しゆんはフェネシスを引っ張って行こうかと思い、やめた。

　自分で解決を見み出いだすべきことだと思ったからだ。

　だが、クースラが炉のある地下二階へと下り立とうとすると、その最後の一歩を止める視線があった。

「……なんだ？」

　ウェランドとイリーネが、揃そろってクースラのことを見ていたのだ。

「一人、なの？」

　イリーネの質問に、クースラは冷たく答える。

「二人に見えるか」

「そうじゃなくて」

「ウルちゃん連れて来てやりなよお」

　ウェランドがさっさと核心を突つく。

　クースラは、苦い口を歪めて、言い返す。

「いちいち気にかけてられるか」

「嘘うそが下手だねえ」

　クースラは苛立ちの混じった目を向けてしまい、自分が釣つられたことに気がついた。

「市場にでも連れてったらどうかな」

「あ？」

「買い物ならウルちゃんも役に立てるだろうしねえ」

「……」

　どういう理り屈くつでそうなるんだ？　とクースラは訝いぶかしげに思う。

　もしかすると、自分を工こう房ぼうから追い出せればイリーネと二人っきりになれるからか？　とクースラは邪じや推すいする。

　そんなクースラに、ウェランドは続けた。

「ついでに、旅支じ度たくも頼たのむよお」

　あまり他人を信用できない稼か業ぎようだからか、錬れん金きん術じゆつ師は自分のことは自分でやりたがる。

　だが、カザンヘの旅の資金は、クースラもウェランドも同じ財さい布ふから出さざるを得ない。

　特に、酒の好みがウェランドとは違ちがうので、カザンへ向かう道中に持って行く酒を巡めぐっては面めん倒どうなことになるかもしれない、と若じやつ干かん思っていた。

　それを譲じよう歩ほしてまで、クースラを追い払はらいたいらしい。

　イリーネのほうは純じゆん粋すいにフェネシスを気にかけているのだろうが、ウェランドについては女好きが酒を上回ったということだろう。

　さもなくば、こっちだ。

「俺のいない間に、俺の知らない隠かくし財産を作るなよ」

　女を相手にすれば、殊こと更さら金がかかる。

「そんなことしないよお」

　どうだか、とは思うが、ウェランドの邪じや魔まをして後々仕返しをされても面倒だ。

　それに、あの、捨てられそうになっている子犬みたいなフェネシスの目。

　クースラは大きなため息をついて、結局最後の一歩を階段から下ろさず、上階に戻もどったのだった。







　買い物に行くぞ、とぶっきらぼうに声をかけると、フェネシスはしばらく自分が促うながされたのだと気がついていないみたいだった。

　さっさとしろ、と言われてようやく、本から顔を上げていた。

「ど、どこへ？」

　修道服の上から、さらにすっぽり頭も覆おおえるフード付きの外がい套とうをもたもたと羽織りながら、フェネシスは尋たずねてくる。

「市場だ」

「え……あの、でも、作業は？」

「神の教えに目覚めてね」

　クースラが言うと、フェネシスはようやく少し元気を取り戻したように、むっとして睨にらみ上げてくる。

「ウェランドの奴やつがなにか企たくらんでいてな」

「え？」

「追い出されたんだ」

　クースラがフェネシスを横目に見ながら肩かたをすくめると、フェネシスは呆あつ気けに取られていた。

　ただ、しばらくはなにかを考えていたようだが、やがて足取り軽く、クースラの隣となりに並んで歩く。その横顔がどことなくふくふくしていたので、たぶん、鬱うつ陶とうしい勘かん違ちがいをして妙みような親近感でも抱いだいていたのだろう。

　居場所のない者同士？

　クースラはげんなりとして、フェネシスと連れ立って町の市場に向かった。

　昼を過ぎたばかりの町に出ると、人通りが少なく静かだった。

「ずいぶん、静かですね」

　フェネシスは、さっさと言うべきことは言わないくせに、どうでもいいようなことはすぐに口にする。

　クースラは錬れん金きん術じゆつ師としてそこも気になるが、面めん倒どうなので指し摘てきはしなかった。

「この時間は、町で働く連中の多くが昼ひる休きゆう憩けいで眠ねむっているせいだろ」

「お昼ひる寝ねですか」

　やや咎とがめるような物言いなのは、厳しい戒かい律りつの下もとで生活する修道生活に慣れていたからか、それとも、自分がそれをできないからか。

「夜が明ける前から働くからな。ああ、そうだ。昔、職人の連中から昼休憩用の目覚まし時計を作れと言われたことがあったな」

「時計を？」

「水時計、日時計、機械式の時計とあれこれあるが、錬金術師をなんでも屋と勘かん違ちがいしている典型例だ」

「……それで、どうしたんですか？」

「錬金術師らしく、水と粉で作ってやったよ」

「それは……水……時計ではなくて？」

　フェネシスは緑色の瞳ひとみをくりくりさせてクースラを見て、それから自分でも考えるように視線を逸そらす。だが、まさかフェネシスが思いつくわけもあるまい。クースラは、さっさと答えを言った。

「パン屋には膨ふくらし粉こがあるからな。麦粉と一いつ緒しよに水で練って、その上に桶おけでも置いとけと言ったんだ。膨らんだら、桶が傾かたむいて床ゆかに落ちるだろ」

「あ」

「膨らむ時間の調節は、連中ならお手の物だしな」

　フェネシスは呆気に取られるほど感心していた。

　当時のパン屋も、その手があったかと唸うなっていた。

「これが錬れん金きん術じゆつだとは言わないが、そのくらいの機転を利きかせられるようにしろよ」

　クースラが言うとフェネシスは悔くやしそうにしていたが、それなりに感かん銘めいを受けたのか、うなずいていた。

　それから、二人は市場に到とう着ちやくする。グルベッティの市場は常設のかなり大きなもので、そこそこの規模の王都を見たことがあるクースラからしても賑にぎやかな場所だった。おそらくは、近きん隣りんの領主や貴族や教会や修道院といった、特定の日に市いちを開く権利を有する者たちからこつこつと市場開設権を買い集め、毎日市を開けるようにしたのだろう。

　だが、落おち穂ぼをついばんで丸々太った鶏にわとりの運命はいつも決まっている。

　本来、この町の自治権を表しているはずの裁判刀を持った銅像の前には、騎き士し団の旗が翻ひるがえっていた。

「それで、なにを買うんですか？　なにかの材料ですか？」

「蛇へびとか、イモリとかな」

　町の人間が想像する、いかにもな錬金術師が使いそうな材料の定番を口にする。フェネシスも、当初はクースラたちがそんなものを扱あつかっている、と思い込んでいた。

　もちろん、フェネシスは真ま面じ目めに答えろとばかりに睨にらんでくるが、どことなく嬉うれしそうに見えるのは気のせいだろうか、とクースラは思う。

「旅支じ度たくだよ」

「旅支度……」

「ん？」

　フェネシスがやや深刻な顔をしていたので、クースラが聞き返すと、フェネシスはなぜか妙みように気合の入った顔で、こう言った。

「頑がん張ばります」

　なにを頑張るんだ？　とクースラは思ったが、あえて聞き返さなかった。







　豚ぶたの腸ちよう詰づめ、塩しお漬づけ鰊にしん、真っ白い小麦パンに、蒸留した葡ぶ萄どう酒しゆを一ひと樽たる。それに、比ひ較かく的日持ちのする根菜を少々。

「こんなもんか？」

　と、店主にあれこれ注文し、工こう房ぼうに届けるように言ったクースラは、指折り数えてそう呟つぶやいた。

　カザンの町へは大体二週間から三週間かかるらしい。途と中ちゆうに町や村もぼちぼちあるということなので、それを見越こした量を注文した。店主がまとめて計算して請せい求きゆうしてきたので、クースラはろくに計算もせず金貨を押しつける。店主はぎょっとした後、妙みように卑ひ屈くつな笑えみを浮かべていた。たぶん、気前のいい支し払はらいの部類に入るのだろうが、ウェランドたちが工こう房ぼうから金銀財宝の類たぐいを掠かすめ取っているはずなので、このくらいの金額はクースラにとっては誤差みたいなものだ。

「さて、残りは毛布とかか？」

　と、クースラが歩き出そうとしたところで、フェネシスが口を開いた。

「あの」

「ん？」

「これ、だけですか？」

　見れば、フェネシスは戸と惑まどい顔。

　クースラはそんなフェネシスと、早さつ速そく小こ僧ぞうに指示を出しているらしい店主のほうとを見比べて、肩かたをすくめた。

「お前、そんなに食べるつもりか？」

「え？」

「十分すぎる量だろ。それに、途と中ちゆうで町や村にも立ち寄る。あまり積みすぎてもな、石と違ちがって食い物は腐くさる。途中で買えばいいだろ」

　クースラが言うと、フェネシスはやっぱりぽかんとクースラを見上げている。

　そして、ひどく戸惑ったように視線を泳がせると、改めてクースラを窺うかがうように見た。

「そうではなくて……」

「なら、なんだ。干ほし葡ぶ萄どうか？」

　嘲あざけるように言うと、フェネシスは一いつ瞬しゆん顔をムッとさせたが、そのすぐ後にはそんな表情も引っ込めていた。そして、現れたのは、不安そうな顔だった。

「あの、二週間から、三週間の旅ですよね？」

「そうだ。肉、魚、パン。一日三食計算の量だ。貴族様だって羨うらやむだろう」

　クースラの言葉に、フェネシスはやっぱり困こん惑わくしていた。

　一体なんなんだ？

　クースラが眉まゆを歪ゆがめてフェネシスを見下ろすと、フェネシスは首をすくめながら、おずおずと言った。

「あの、玉ねぎや、にんにくは？」

「は？」

「それに……塩と、油があればかなり持ちこたえられます、けど」

　けど、と自信なさげにフェネシスは言う。

　ただ、クースラはフェネシスの言葉の意味がわからない。玉ねぎ？　にんにく？

「薬草もあったほうがいいですし、地図もあるならそれに越こしたことはありません。お金も、さっきから、金貨ばかりですよね？　向かう先の土地のお金があると、とても、便利……です……けど……」

　フェネシスの語ご尾びはどんどん小さくなって、結局最後には消えてしまう。

　なのに、その目はしっかりとクースラのことを見上げていた。

　フェネシスの語尾が消える時は、いつも小さな勇気が潰ついえる時だった。

　だが、その時のフェネシスは違ちがっていた。

　一言、こう言ったのだ。

「もしかして、旅支じ度たくを整えたことないんですか？」

　なにも知らないですよね？　と言わんばかりの視線に、クースラのほうがむっとして答えていた。

「旅くらいしたことはある」

　特にクースラは手て癖くせの悪い錬れん金きん術じゆつ師に分類されるから、懲ちよう罰ばつ的な意味合いでしょっちゅうあちこちに移送された。

　ただ、そこでふと気がつく。

　旅支度。

　確かに、自分では一度もやったことがない。すべては騎き士し団が手配して、自分はただ馬車の中で与あたえられた書物を読み、出てくる食べ物を食べるだけだった。

　一方、フェネシスは住すみ処かを追われて、旅から旅への逃とう避ひ行こう。

　旅くらいしたことある、と反射的に答えた自分の発言が急に間ま抜ぬけに思えてくる。黄金の羊伝説のことなら知っている、と反射的に言ったフェネシスのようだ。

　そして、実際、クースラは旅支度を自分でしたことなどないのだから、どう考えても見み栄えっ張ぱりの間抜けな発言だった。

「……」

　クースラはフェネシスから目を逸そらし、何事かとクースラたちに視線を向けている店主の視線も無視し、一度大きく深呼吸をした。

　意地を張るな。

　まさか、そんな言葉を自分に言い聞かせる羽目になろうとは。

「それで？」

「え？」

「玉ねぎとにんにくか？」

　クースラが聞き返すと、フェネシスはちょっと驚おどろいていた。

　クースラは、その理由もすぐにわかって、余計に腹が立つ。

「俺がお前みたいに意地を張り続けると思うのか」

「っ」

「旅支度をしたことがない。旅というのも、正直わからない。普ふ段だんの生活の延長と考えるのは違ちがうのか」

　クースラがぶっきらぼうに言うと、フェネシスはまだちょっとクースラの言げんを疑ってはいたが、やがて受け入れたらしい。

　急に背筋を伸のばしてその小さな胸を張ると、嬉うれしそうに、なにより得意げにうなずいた。

「塩しお漬づけ肉より、燻くん製せい肉、燻製肉より干し肉です。それに、パンも小麦パンではなくて二度焼きのライ麦パンなどのほうが日持ちします」

「ライ麦……黒パンか？」

　昔はよく食べていたが、小麦パンが買えるのにそんなものを食べる理由がない。

　クースラが嫌けん悪おの表情を見せると、フェネシスは叱しかるように言う。

「味より日持ちです。そもそも二週間から三週間の予定の旅なら、一ヶ月から一ヶ月半に伸のびる可能性を考えるべきです」

「……」

　そんな馬ば鹿かな、と思う間もなく、今現在アザミの紋もん章しようを付けた部隊が、予定外の雨で増水した川のせいで旅程が遅おくれていることを思い出す。彼らも、予定を立てた時にはそんな目に遭あうとは思っていなかったのだろう。

　自分は町の中で飼われている錬れん金きん術じゆつ師。クースラは、いつもは自じ虐ぎやく的な冗じよう談だんで言っている言葉を、真ま面じ目めに噛かみしめる。

　なので、言い返さずフェネシスの言うとおりにして、二度焼きでからからのかちかちになったライ麦パンを注文する。ウェランドがよく夜食に食べている燕えん麦ばくパンよりましだろうが、錬金術師の立場を利用した贅ぜい沢たくに慣れたクースラはげんなりする。

「次は？　にんにくや玉ねぎが必要なら、酢すや芥け子しも必要か？」

「味や匂においがきつければいいというわけではありません。旅の途と中ちゆうで雨に降られたら、ほとんどの食べ物が駄だ目めになることがあるので、その対策なんです。にんにくや玉ねぎなら最後まで頑がん張ばってくれます」

「……油や塩は？」

「塩と水だけで一週間耐たえたことがあります。油があればぼろの毛皮でも水を弾はじきますし、雨に降られた時に色々重宝します。もちろん、そのまま飲んでもとても滋じ養ようがありますし、怪け我がの治ち療りようにも、灯あかりや焚たきつけにだって使えます」

　うまい飯に、うまい酒。

　クースラはウェランドと一いつ緒しよにそんなことばかり考えていたが、フェネシスの口から出るのは不吉なことばかりだった。

「量も足りません。お金があるならもっと買うべきです。立ち寄った町や村で食料が手に入るとは限りませんから」

「……仮にも、騎き士し団の行こう軍ぐんなんだがね」

　クースラが言うと、フェネシスは呆あきれたような視線を向ける。

「売ってくれないということではなくて、盗とう賊ぞくに荒あらされたりしてなにもなかったり、そもそも誰だれもいないことがあったりするんです。疫えき病びようで荒こう廃はいしているかもしれません。また、近くで戦いくさがあったりした時なんかには、井い戸どに汚お物ぶつが投げ込まれていると思ったほうがいいです。ですから、水をたくさん、できれば水より日持ちする薄うすいお酒を持てるだけ持つことをお勧すすめします。それから、薬草も持てるなら持つべきです。怪け我がはどこでするかわかりません。それに、薬草は時には貨か幣へいより貴重がられて、色々な物と交こう換かんできます。それと──」

　こんな具合で、フェネシスは滔とう々とうと語っていく。旅支じ度たく、と聞いた時に頑がん張ばりますと答えたのは、用意が大変だと知っていたからだ。

　それに、クースラが言われるままに買い揃そろえていたのは、いちいちもっともだったからだ。

　フェネシスの語る内容は、すべてが生き延びるために費ついやされ、それもすべてが経験から導かれたものだった。クースラに口の挟はさみようなどない。

　騎き士し団に拾われるまでフェネシスが生き延びられたのは、どうやら、運が良かっただけではないらしい。

「それと、防寒具ですが」

「あ？　ああ」

　クースラは、てきぱきと話を進めていくフェネシスの、初めて見せるような精せい悍かんな顔つきに魅み入いられていた。
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　我に返ると、フェネシスが怒おこるような視線を向けていた。

「きちんと聞いているんですか？」

　まさか、そんな台詞せりふを言われようとは。

「ここよりさらに北に行くんですよね？　お金があるんでしたら、これも持てるだけ持つべきです」

「はいはい」

　食料品の類たぐいを買いなおし、今度は毛織物や革かわ製品を並べる区画に来る。

「邪じや魔まになったら燃やすか売ればいいんです。暑ければ脱ぬげばいいですが、寒さだけは着る以外にどうしようもありません」

「おやじ、適当に見繕つくろってくれ」

　クースラが言うと、山ほどの毛織物を見繕われた。

「残りは？」

「地図があると心強いんですが」

「さすがに要いらないだろう……。軍勢で行くんだぞ？」

「隊商だから道に迷う心配はないって言った人たちが、嵐あらしと土ど砂しや崩くずれで散り散りになったことがあります。そして、そのほとんどの人たちと合流できませんでした。先頭の人たちしか地図を持っていなかったからです」

「それは山道だろ。俺たちはおそらく平野を──」

「それに、馬車で行くなら、馬のせいではぐれることもあり得ます。突とつ然ぜん暴走して、とんでもないところまで連れて行かれることも少なくありません。馬に乗ったこともないんですか？」

「……」

　クースラは、自分の知識が工こう房ぼう内限定であることを痛感した。

「あとは、貨か幣へいを複数種類用意しておくといいんですけど。争い事をしている地域だと、使えないお金が出てきたりしますから」

「それはまあ、想像がつくな。敵の領主の顔が刻まれた貨幣は使えないだろう」

「金や銀の粒つぶだとそういう心配もないのですけど、両りよう替がえでいつもひどい目に遭あうので……」

　ここだけは、クースラにもわかる。

「純度の問題もあるしな」

「はい。それに、何度も偽にせの金や銀を掴つかまされました」

　フェネシスは硬かたい口調でそう言った。

　どうやら、単なる倫りん理り上の理由だけで、あの鍍金めつきのことを怒おこったわけではないらしかった。

「ただ、大たい抵ていは簡単に見抜ぬけるが」

「え、そうなんですか？」

　フェネシスが驚おどろいて、クースラを見上げる。ようやく面目を保てたと思ってしまう自分に、クースラはげんなりする。

「引ひっ掻かいてみればいい。鍍金めつきなら剥はがれるし、愚ぐ者しやの黄金と呼ばれる黄おう鉄てつ鉱こうなら火花が出る。真しん鍮ちゆうも金きんと称しようされて詐さ欺ぎに使われるが、こっちは匂においを嗅かいでみればいい。独特の匂いがする。金に卑ひ金きん属ぞくを混ぜた合金なら、秤はかりで基準になる金や銀と重りを比べてから、水に沈しずめてあふれた水の量を比べればいい。金属は同じ大きさでもそれぞれ重さが違ちがうからな」

「……それなら、あなたたちの誤ご魔ま化かしもすぐに見破られるのでは？」

　クースラは、その指し摘てきには肩かたをすくめるだけ。

「言いがかりだと言い張るんだよ。それでも返せと言われたら、また鍍金したものを渡わたすんだ。一度は調べても、二度目まで調べる用心深さを持ち合わせる奴やつは滅めつ多たにいない」

「……」

　フェネシスは口を半開きにして、呆あきれ返ってクースラを見つめていた。

「俺とお前の処世術はだいぶ異なっているようだ」

　クースラは、おどけるように言った。

「んで、両りよう替がえか？」

「あ、はい」

「無む駄だだとは思うが……備えあれば憂うれいなしか」

「そのとおりです」

　フェネシスはむすっとしたままうなずいた。

　クースラは無表情にそんなフェネシスを見下ろし、ため息をついた。

「まあ、とりあえず行くか」

「あの、どちらに？」

　クースラが向かおうとした先を見て、フェネシスが足を止めて言った。

「両替所なら、すぐそこにもありますけど……」

「ん。橋のほうに行くんだよ」

「？」

　市場にも両替商はいるが、大きな町では橋の上が金細工師たちと共に彼らの定位置になっている。なので、フェネシスはやや疑問顔ながら、それ以上特になにも言わずクースラの後をついて来た。ぼちぼち昼ひる休きゆう憩けいを終えた職人や商人たちが動き始めているのか、橋の上はそれなりの賑にぎわいだった。

　クースラは適当な両替商で両替をしたのち、一つ質問をした。隣となりのフェネシスは「？」といった顔だったが、両替商はそんなフェネシスとクースラを見比べて、小さく笑いながら橋の上で同じように営業している職人の一人を指差した。その職人は筵むしろを敷しき、作業台を置いて熱心に槌つちと鑿のみを振ふるって作業をしている。

　客寄せか、あるいは腕うでを誇こ示じするためか、いくつか見本が展示されているが、どれも見事な造りの逸いつ品ぴんだ。細工職人は合金や鍍金めつきの品も扱あつかうので、錬れん金きん術じゆつ師から見ても割合に親近感が持てる数少ない職人だ。

「これを？」

　と、白髪しらがが混じり始めた職人は、クースラの差し出したものを手に取り、日にかざしながらそう言った。

　男の日に焼けた顔に、緑色の光が落ちる。

「そうだな……首から提さげられるようにしてくれ」

「わかりました。装そう飾しよくは？　これだけいい石だと、色の濃こい金は逆にもったいない」

「じゃあ、銀で頼たのむ。それと、可能な限り早く」

　クースラはそう言って、無む造ぞう作さに金貨を置く。職人は商人のように顔をほころばせない。その代わり、仕方ないな、といった顔をする。

　まるで、どこぞの錬金術師のように。

「まあ、数日中にはできるようにしておきましょう」

　そう言って、クースラがいつも服の裏に隠かくし持っているエメラルドを、無造作にひょいと道具箱にしまってしまう。

　普ふ段だんから良い材料で仕事をしている証しよう拠こだろう。

「よろしく」

　クースラはそう言って、立ち上がった。

　そして、隣となりにいるフェネシスを振ふり返ると、なぜか呆あつ気けに取られた顔でクースラを見ていた。

「なんだ」

「……あ、あなたが？」

「ん？」

　フェネシスにしてはずいぶんな勘かんの良さだな、とクースラは思ったのだが、すぐにフェネシスの勘かん違ちがいに気がついた。

「俺はウェランドとは違う」

　クースラが言うと、フェネシスは妙みように納なつ得とくするような顔をしていた。それはそれで腹の立つことだが、ウェランドのあの女好きは絶対にいつか問題の種になるはずだ。

「あの、でも、だとしたらなんのために？」

「少しは目に見えるものを観察しろ」

　クースラは言いながら、自分が耳につけている宝ほう飾しよく品を指で軽く触さわる。

「お前の言うように、少し用心しておこうと思ってな」

　フェネシスはちょっと目をしばたかせてから、聞き返す。

「私の言うように？」

「俺もいつ工こう房ぼうを追い出されて放ほう浪ろうの旅に出ることになるかわからない。そういう可能性はもちろん考えてはいたが、旅は俺が考えていたよりも過か酷こくそうだからな。金に換かえやすい形にしておいたほうがいいと思ったんだよ」

「……」

　フェネシスが呆ほうけたようにしていたので、クースラは仕方なくわかりやすく言いなおしてやる。

「お前のおかげで勉強になったと言ってるんだ」

「っ！」

　ぴん、とフードが飛んでいきそうなくらい耳が跳はねていた。

　クースラが思わず押さえようとしたほどだったが、そうする前にフェネシスが自分でフードを押さえていた。それは、役に立てた嬉うれしさに、今にも押し潰つぶされそうになるのを堪こらえているようにも見えた。

　ただ、不意に丸めていた背筋を伸のばすと、大きく深呼吸をしてから、こう言った。

「あ、あなたの言葉は信用しません」

　生意気で隙すきだらけだが、工こう房ぼうでうじうじしているよりかは断然まし。

　とはいえ、人がせっかく褒ほめてやっているのに、生意気なのは生意気だった。

　クースラは、つい意地悪を言いたくなる。

「だが、どうして旅支じ度たくにはここまで手て際ぎわが良くて、工房じゃあんな体ていたらくなんだ？」

「っ」

　フェネシスは顔をひきつらせるが、だいぶ打たれ強くなっているらしい。

「た、旅はしてきましたが、工房では作業したことがありませんから……」

　そのとおりなので、クースラも認めざるを得ない。

「俺はその逆だった、というわけだ」

　あっさり認めてやると、フェネシスはクースラがわざと意地悪なことを言った、と気がついたらしい。唇くちびるを引き結んで、柔やわらかそうな頬ほおを膨ふくらませていた。

　クースラは、そんなフェネシスを横目に見て、面めん倒どうだがこう言ってやった。

「だから、お前も時間さえ経たてば工房でそれなりにやっていけるだろ。イリーネのことはそんなに気にするな」

「っ」

　フェネシスは頬を膨らませたまま、固まっていた。

「俺だって知らないことはあるが、俺には知らないことは知らないと認めて学ぶ勇気がある」

　そして、にやり、と笑えみを向けてやる。

　もちろん、フェネシスもそれがわからないほど馬ば鹿かではない。ただ、その理性を邪じや魔まするのは、見た目どおりの幼さだろう。

「確かにお前はどんくさいが、旅支度みたいに役に立てる部分もある。学ぶ能力も意欲もある。俺としては、少しでも前に進んで欲しいところなんだがね」

　クースラの言葉の途と中ちゆうで、フェネシスは耐たえきれない様子でそっぽを向いた。

　その横顔は、恐おそろしく苦しそうだった。

　クースラが優やさしいことを言う時は基本的に罠わなだし、たとえそうでなくたって素す直なおに受け入れるのはとてつもなく癪しやく。だが心には響ひびき、頭では理解してしまう……というところだろうか。

　ちょろい奴やつだ、とクースラは思う。

　けれども、こんなにわかりやすく反応してくれるからこそ、手元に置いておきたくもなる。

「元気づけているつもりなんだがね？」

「あ、あなたの言葉は信用しませんと言いましたっ」

　フェネシスは真っ赤に燃える炉ろの前で作業していたような顔でそう言って、大おお股またに歩き出してクースラの二歩先を行く。

　ただ、三歩先を行こうとしたところで、ふと、立ち止まった。

　クースラはフェネシスを追い越こしざまに、言葉を向けられた。

「……で……すが……」

「あ？」

　クースラが肩かた越ごしに視線を向けると、フェネシスは視線をうつむかせたまま言った。

「こ、今後の用心のために、鍍金めつきのこと、教えてください。それと……計量の……仕方も……」

　視線を上げたフェネシスは、自分を奮い立たせるためなのか、睨にらむようにクースラを見ていた。

「……さ、詐さ欺ぎの手て口ぐちを知っていれば、その詐欺を暴あばけるようになりますから」

　知らないことを知らないと言えること。できないことをできるようになりたいと素す直なおに思うこと。そんなのはいずれも錬れん金きん術じゆつ師云うん々ぬん以前の話だが、クースラがあっさり自分の知らないことを認めたのを見て、フェネシスはようやく壁かべに立ち向かおうと覚かく悟ごしたようだ。

　当たり前のことにもずいぶん遠回りが必要だな、とクースラは今いま更さら思うのだが、なんにせよ立ちなおったのなら、それはそれで構わない。

「なら、さっさと工こう房ぼうに戻もどるぞ。イリーネが鍍金を全部終えてしまうかもしれない」

「はいっ」

　まるで戦いくさにでも臨のぞむかのように意気込んで答えたフェネシスに、クースラは呆れるように笑ったのだった。







　フェネシスは、当初こそまだぎこちなかったが、すぐにイリーネときちんと会話を交かわせるようになっていた。作業についても、あわあわとついていくのに必死になるのではなく、きちんと質問を挟はさんでいた。イリーネのほうもフェネシスのことを気き遣づかっていたようで、質問はないかと逐ちく一いち確かく認にんしていたこともよかったのだろう。

　結局、鍍金めつき作業や色つき硝子ガラスを宝ほう飾しよく品のように見せかける作業の間中、一いつ緒しよに作業をこなしていた。それどころか夕食時にはすでに姉妹のようで、楽しそうに並んで食事をとっている。見立てどおりイリーネは人あしらいが上手だったし、フェネシスも学ぼうと決めたらその意欲だけは一人前だから、うまくイリーネと噛かみ合ったようだ。

　工こう房ぼうの中の問題が一つ解決し、それはそれで助かることだが、クースラは別の面で少し面おも白しろくないところもあった。ウェランドが唐とう突とつにフェネシスを市場に連れて行け、と言ったのは、こうなることを見越こしていた節があるからだ。

　旅の準備ならフェネシスに一いち日じつの長ちようがある。そして、なんであれ役に立てれば自信になり、自信があれば前に進むことができる、と。

　そのウェランドは、カワカマスと野菜の蒸むし料理を、特級の葡ぶ萄どう酒しゆにわざわざ匂におい消しのしょうがを入れたものと一いつ緒しよに食べながら、向かい側がわに座るイリーネとフェネシスのやり取りを楽しそうに見ている。

　ウェランドは相変わらず女ならなんでもいいようだが、女にもてるというのは故ゆえなきことではないのかもしれない、とクースラは認めざるを得なかった。

「けど、錬れん金きん術じゆつ師って本当に優ゆう雅がなのね。毎日こんな食事なの？」

「こんな？」

　イリーネの呆あきれたような物言いにクースラは聞き返し、テーブルの上を眺ながめて肩かたをすくめる。

「必要な分だけだろ」

「芥け子し種だねがたっぷり載のった牛の肩かた肉にくと、カワカマスと野菜の蒸むし料理に、塩が効きいた玉ねぎのスープと、小麦パンって……こんなにいいものばかり食べてたら、痛風になるわよ」

　貴族に痛風が多いのは豪ごう華かな食生活のせいだと言われている。ただ、クースラは肩肉にナイフを突つき立て、にやりと笑いながら言う。

「工房の新しい仲間の歓かん迎げいのしるしだよ」

　イリーネは恐おそろしく嫌いやそうな顔をするが、もしかしたら本当にそうなのかもしれない、と思うからこそ余計にそんな顔をするのだろう。

　思い切って工房にやって来ても、錬金術師に対しては職人として相変わらず割り切れないなにかがあるようだ。

「本当は、ウルちゃんが肉を食べられないからだよお」

「へ？」

「一方、クースラは肉じゃないと食べた気がしないって強きよう硬こうに主張するからねえ。俺は魚でもいいから、毎度こんなに豪ごう勢せいじゃなくていいと思うんだけどよお」

　ウェランドの説明に、イリーネはフェネシスとクースラを見比べる。

「お肉を食べるのはともかく、贅ぜい沢たくはよくないことだと思います」

　フェネシスが、ここぞとばかりにいつもどおり生き真ま面じ目めな台詞せりふを吐はく。

「だとよ、イリーネさん」

　クースラが意地悪く言うと、フェネシスはようやくイリーネの皿代わりのパンの上に肉がたっぷり載のっていることに気がついたようだ。若くて力仕事をしていて粗そ野やな鍛か冶じ屋の職人ならば、魚より肉に目がないのはわかりきっている。

　フェネシスはイリーネも咎とがめてしまう形になってばつが悪そうに、イリーネはイリーネでどうしたものかと戸と惑まどっていると、ウェランドがこう言った。

「まあ、今日のところは歓かん迎げいの宴うたげということでいいんじゃないかなあ。旅に出て、カザンに向かえばどっちみちこんな食事なんてできなくなるだろうし」

　ウェランドの助たすけ舟ぶねに、気まずそうにしていたフェネシスがこくこくとうなずき、それから責めるような目をクースラに向けてくる。

「そうです。でも、あなたは贅ぜい沢たくに溺おぼれすぎです」

「そうだねえ。ウルちゃんの言うとおりだよお」

　ウェランドのあからさまな同意にも、フェネシスは上じよう機き嫌げんだ。いつもしてやられてばかりいるクースラに一いつ矢し報むくいることが無む邪じや気きに嬉うれしいのだろう。

　ウェランドと二人で顔を見合わせてにこにこしてから、実に生意気な、勝ち誇ほこったようなつんとした澄すまし顔で食事に戻もどっている。つい先ほどまで、イリーネの存在に恐おそれおののいていた間ま抜ぬけはどこのどいつだ、と言ってやりたかった。

　しかし、こんなことで怒おこるのは沽こ券けんに関かかわる。クースラは無視して肉を頬ほお張ばった。

　そして、そんなテーブルの上のやり取りを眺ながめていたイリーネは、ぽつりと言った。

「ちょっと不安だったけど」

「あ？」

　クースラが視線を向けると、フェネシスもウェランドもそちらを見る。

「こういう食事、久しぶりかも」

　豪ごう華かさが？　という皮肉が口から出そうになったが、クースラはとどめて肉と一いつ緒しよに咀そ嚼しやくして飲み込んだ。フェネシスがそんなイリーネを見て、嬉しそうなのに泣きそうな顔をしていたからだ。

　さすがのクースラにも、それは傷つけてはならないものだとわかる。

　フェネシスも、ここに来るまでにこういう食しよく卓たくを囲んだのは、きっと数えるほどだろうと想像がついた。フェネシスに甘いウェランドといる時はもちろん、クースラが意地悪してむくれている時でも、食事を終えてそれぞれが席を立とうとすると、フェネシスは残念そうな顔をする。

　だから、クースラはおとなしくしておいた。

　それに、フェネシスがウェランドの尻しり馬うまに乗って得意げにしていたことの仕返しは、別に焦あせる必要もなかった。なにせ夕食の後、クースラはフェネシスに金属同士の比重の違ちがいを利用した贋にせ金がねの見分け方を教えることになっていたのだから。

　実際、食事を終え、後片づけをして、さて作業をしようとなった時のフェネシスの顔に、クースラは危あやうく笑いそうになった。食事の席でクースラに一いつ矢し報むくいたのはいいが、これからなにか仕返しをされるのでは、と明らかにびくびくしていたからだ。

　だが、そこにつけ込んで意地悪したのではまったく面おも白しろくない。なのでクースラは、フェネシスに特に意地悪もせずに教えてやった。間違えても、手順を聞きなおしても、親切に丁てい寧ねいに教えてやった。

　フェネシスは始終クースラの親切さに困こん惑わくしていたが、もちろんクースラはそんなフェネシスの様子を楽しむためにそうしていた。

　その思惑に気がついていたのかどうか。作業の後、片づけをしながらフェネシスは、クースラに向けてすねるようにこう言った。

「……あなたは意地悪です」

　むくれ顔なのに、敵意はない。

　そのことは、フェネシスがその後に本を読む時、クースラが文ぶん献けんを繙ひもとくのと同じ蝋ろう燭そくの灯あかりで読んでいたことからもよくわかった。クースラに意地悪された時は、下の炉ろのある部屋でウェランドといることが多いのだ。

　ちなみに読んでいたのは引き続き黄金の羊伝説の出ている本で、これはこれできちんと自分の力で調べよう、という意気込みらしい。その意気に対して、クースラは特になにも言うことはない。言うことがあるとすれば、意地を張るなら上手に張れ、ということくらいだろうか。

「こんな無防備でよく生きてこれたな」

　つい呟つぶやいてしまうくらい、フェネシスは無様な様子で、テーブルの上に広げた本に突つっ伏ぷして眠ねむりこけている。古い本はどれも巨きよ大だいなので、その姿を見ていると本に食べられそうになっているようにも思える。

　あれこれあった一日なので、疲つかれたのだろう。

　クースラはそんなことを思いながら、風か邪ぜをひかれても困るし、手を伸のばしてフェネシスの肩かたを揺ゆすった。

「おい、起きろ」

　だが、フェネシスは顔をしかめて顔の左右の向きを変えただけ。それから、どこか満足げにヴェールの下で獣けもの耳みみがひくひく動いているのがわかった。

　その間ま抜ぬけさに、昔、見習いの工こう房ぼうで兄あに弟で子しにやられたように、ほっぺたに蝋ろうでも垂たらしてやろうかと一いつ瞬しゆん思う。さぞ仰ぎよう天てんするだろうと想像すると笑えてきてしまうが、フェネシスの無防備な寝ね顔がおを見ていたら、想像だけで満足してしまった。

　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよというが、あまりに無防備すぎるのもまた攻撃をしづらいらしい。

　クースラは、フェネシスに向けたものなのか自分に向けたものなのか曖あい昧まいな、呆あきれるようなため息をつき、フェネシスの後ろに回ると肩かたを引いて体を起こす。それから、肩の後ろと膝ひざの下に手を入れて、脱だつ力りよくしきってくたっている体を一息に持ち上げた。

　さすがに起きて大おお慌あわてするかとも思ったが、少しむずがって体を縮めただけで、起きる気配はない。頼たよりない首では支えられない頭がくてんと動き、クースラの胸に当たる。

　クースラは柄がらにもなく、こんなことでこの先大だい丈じよう夫ぶなのかと思ってしまうが、工こう房ぼうに来た当初はベッドで寝ねていろと言っても部屋の隅すみで丸まって震ふるえていたことを思い出した。

　こいつなりに、ここならば大丈夫、と思っているのかもしれない。食しよく卓たくでも、ウェランドと組んでクースラを責めるなんてことまでするようになった。

　確かに今いま更さらクースラやウェランドがフェネシスをどうこうすることはないが、錬れん金きん術じゆつ師の工房にはいつ悪意が忍しのび込むかわからない。

　少しはしっかりしてくれと思いつつ、自分の腕うでの中で小さく呻うめきながらもぞもぞと動き、満足いく姿勢を見つけたのかため息のようなものをついているフェネシスを抱だいていると、クースラは顔が苦々しくなっていくのを自覚せざるを得ない。

　俺の名は《利子クースラ》だぞ、と。

　クースラは確かにフェネシスに恩があり、守ってやりたいと思うからこそここに連れて来た。

　ただ、自分が想像していたことと現実の間には、若じやつ干かんのずれがあるような気がしてきた。なにか、自分の錬金術師としての気構えみたいなものを侵しん食しよくされているような気がしたのだ。

　問題は、それが不快かといえばそうではないのが不快、というところだろうか。

「……」

　この問題はあれこれ考え出すとろくでもない迷宮に迷い込みそうな気がした。

　それに、修道士すら眠ねむる魔まの時間だ。

　なので、クースラはそれ以上考えずにさっさとフェネシスを寝しん室しつに運び、ベッドに放ほうり出した。イリーネがウェランドの作業に付き合って下で眠るらしいので、フェネシスもそうするつもりだとかなんとか言っていたが、クースラもそこまで手を回すほど親切ではない。

　その代わり、眠りこけたままのフェネシスを見て、事実だけを確かく認にんする。

　フェネシスは一度寝たらなかなか目を覚まさない。

　それと、その体は頼たよりないほど柔やわらかくて、また、抱いているととても温かかった。







　翌日、予定どおりオトリスから差し向けられた調査官が工こう房ぼうに入ったが、隠かくした財産のことはばれずにすんだようだ。

　もっとも、完全に気づかれなかったというより、すでに名前がカザン行きの名めい簿ぼに記されているクースラたちと揉もめることは、そのままアザミの紋もん章しようの部隊と揉めることになるので、引き下がったのだろう。

　自分の管理する工こう房ぼうの財産を掠かすめ取られるのと、騎き士し団内部の権力争いで無む駄だな消しよう耗もうをするのとの損得勘かん定じようというわけだ。

　なんにせよ無事調査もすんだので、調査官がいなくなるや、ウェランドとイリーネは早さつ速そく炉ろの前で炭焼きの準備をしていた。文字どおり、寸すん暇かを惜おしんで作業がしたいらしい。

「今いま更さら炭なんか焼いてどうするんだ？」

「タールを得るんだよお」

「旅に出るんだもの。あって困るものじゃないわ」

　イリーネとウェランドの二人は、いたずらを覚えたばかりの子供みたいに熱心に木を組んでいる。クースラがやや呆あきれ気味にそんな様を眺ながめていると、フェネシスがおずおずと、しかしいつもよりクースラに一歩近づいて、言った。

「タール……ってなんですか？」

「木を蒸むし焼やきにして炭にする過程で出る液体だ。樹液の焦こげたようなものだと思えばいい」

「はあ」

「これがまた万能でな。木に塗ぬれば水を弾はじき、皮ひ膚ふに塗れば病を治し、酒に入れたり肉に塗ったりすれば風味になる」

　フェネシスはやや疑わしげな目を向けてくるが、クースラがなにか言う前に、こう言った。

「自分でも調べてみます」

「ほう。その調子だ」

　クースラが感心してそう言うと、フェネシスは馬ば鹿かにするなとばかりにクースラから二歩離はなれる。ただ、そっぽを向いたその横顔は、少し嬉うれしそうだった。

　そして、炉の中に木とそれを覆おおう煉れん瓦がを組み終えたイリーネが、顔を煤すすだらけにして炉からごそごそと這はい出て来て、いざ火をつけようとした時のことだった。

　上階から、扉とびらをノックする音がした。

　四人で顔を見合わせ、クースラが先に階段を上がる。

　あまり警けい戒かいしなかったのは、それが騎き士し団独特の符ふ牒ちようを含ふくんでいたからだ。

「またお前か？」

　扉を開けたクースラの言葉に、山の民たみの格好をした少年が不服そうな顔をする。苦情を受けるのは自分の役目ではない、ということだろう。

「呼び出しです」

「今度はなんだ」

「存じません。ですが──」

　ウェランドだけ？

　聞き返すクースラに、少年はうなずくだけ。

「オトリス様は、大至急、とのことです」

　しかも、呼び出し先はオトリスときた。調査官からの報告を聞いて激げき怒どでもしたのだろうか。

　しかし、それにしてはウェランドだけ、というのは解げせない。工こう房ぼうのことで呼び出されるなら、ウェランドだけでなくクースラも連座するはずだからだ。

「まあ、呼ばれたなら行くよお」

　階段下から顔を出したウェランドは、のっそりと歩きながらそう言った。

「蒸むし焼やきの温度だけ注意しといてよお」

　ウェランドは、イリーネにそう一言だけ言い置いて出て行った。

「なに？」

　イリーネの問いに、クースラは肩かたをすくめるだけ。

「あいつが工房の外でなにをやっているかまでは知らないからな」

「ふう……ん。まあいいや。火をつけないと」

「お前はそういう病気みたいだな」

　クースラの言葉に、イリーネはにやりと笑って返す。

　そのやり取りを見ていたフェネシスが、なにかを学ぶようにうなずいていたりする。

　それから各おの々おの好き勝手に時間を過ごしていたのだが、結構な時間が経たってから、ようやくウェランドが帰って来た。

　そして、工房の中に入ったウェランドは、こう言った。

「結けつ婚こん申し込まれてさあ、カザンに行けなくなるかもしれないよお」

　その一言は、秤はかりと壺つぼを使って比重による贋にせ金がねの見分け方の復習をしていたフェネシスと、ちょうど下から上がって来た汗あせだくになったイリーネと、金の採取法について調べていたクースラの三人が、揃そろって間ま抜ぬけ面づらを見せるに十分なものだった。
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　大たい抵ていのことには平静を保っていられる自信がクースラにはある。なんとなれば、寝ね酒ざけを取りに行った隙すきに恋人を惨ざん殺さつされていても、表面上は平静を保てていた。

　だが、いくらなんでも限度がある。

　三人の中で最初に口を開いたのは、フェネシスだった。

「おめ、でとう……ござい……ます？」

　最後が疑問形になったが、フェネシスらしいといえばらしい一言だ。

「おい、戯たわ言ごとは大たい概がいにしろ。お前が？　誰だれと結けつ婚こんするって？」

　こいつに惚ほれる馬ば鹿かがいるわけがない、という意味ではない。クースラたちは錬れん金きん術じゆつ師であり、錬金術師は普ふ通つうの意味での結婚は無理だ。

「それが、貴族のお嬢じよう様さまでさあ」

　へらへらと答えるウェランドに、クースラは苛いら立だつよりも逆に頭が冴さえてしまう。

「……どういうことだ？」

　尋たずねるクースラに、ウェランドは曖あい昧まいな笑えみを浮かべたまま小さくため息をついて、手近な椅い子すに腰こし掛かけた。

「元は、貴重な貴石を所有してるからってことで話を聞きに行ったんだけどねえ……」

「そしたら石じゃなく相手の女に入れ込んでたってことか？」

　クースラが呆あきれるように言うと、ウェランドは肩かたをすくめる。

「結婚を申し込んできたのは向こうだよお」

　悪びれる様子がかけらも見えないあたりに、クースラは頭痛に似たものを感じてしまう。

「お前も大たい概がいだが、その女は男を見る目がない以上に、現実が見えてないとしか言いようがないな」

「言いすぎだよお」

　おどけるように言ったままであればいつものろくでもないことの延長だと思うのだが、ウェランドはそう言ってから、ゆっくりと背中を丸めたのだ。

「まあ、ねえ。でも、考える頭はあったわけだ。オトリスに泣きついたんだよお」

「……オトリスに？」

「そう。錬れん金きん術じゆつ師は結けつ婚こんなんかできないし、貴族様相手ならなおさらだあね。となれば、話は簡単だ。俺が錬金術師じゃなければいいってさ」

「なっ」

　ウェランドは、体を起こして降参するかのように両手を広げた。

「お嬢じよう様さまは、俺が錬金術師じゃないって言ってるのさ」

「だ、が」

　俺たちは錬金術師だろ、とクースラは当然のことを言いかけて、はたと気がつく。

　あの、オトリスの陰いん湿しつな目つきを思い出す。

　そして、ウェランドの困り顔。

「うん。でもさあ、錬金術師であることを証明しろ、なんて言われても、困っちゃうよねえ。ましてや、鍛か冶じ屋組合からは、どうも俺を鉄鍛冶職人だと見なす決議が下されそうでさあ」

　ウェランドが視線を向けた先はイリーネだ。

　イリーネも口をぽかんと開けて突とつ飛ぴな話を聞いていたが、ようやく頭の中で話がつながったらしい。

「ば、馬ば鹿か言わないで。あんたたちがうちの組合に受け入れられるわけがないでしょう？」

「いや、それも場合によるだろう」

「どういう意味よ」

　聞き返すイリーネに、クースラは言う。

「どうせろくでなしの親方に、組合長の椅い子すに座らせてやるから、ウェランドを職人として認めろとかオトリスは言ったんだろ」

「ご明察。ほら、なんだっけ、クースラにダマスカス鋼こうの話を持ち込んだ馬鹿がいただろお？」

　クースラとウェランドの二人に言われ、イリーネは思い切り顔をしかめた後、諦あきらめたように力を抜ぬいた。

「想像できるのが辛つらいわ……」

「いっそ思い切りよく町を出て行けるだろ」

「……あんたに慰なぐさめられたくない」

　クースラは肩かたをすくめ、ウェランドに視線を向けた。

「けどまあ、そんな話は無視すればいいんじゃないのか？」

　椅い子すに座り、へらへらしているウェランドは、同時に憔しよう悴すいしているようにも見える。

　なにをそんなに真しん剣けんになっているんだ？　とクースラは逆に疑問だ。

「それがそうでもないんだよお。オトリスの野や郎ろう、俺たちにダマスカス鋼こうのことで出し抜ぬかれたのを根に持ってたみたいでさあ。アザミの紋もん章しようの部隊に、そういうわけだからカザン行きの名めい簿ぼから俺の名前を外してくれって要よう請せいしたんだと」

　若い錬れん金きん術じゆつ師二人を締しめつけるためにこの町にやって来たのが、あっさり出し抜かれて管理下から逃にげ出されることになった。オトリスからすればいい面つらの皮かわだ。

　その意い趣しゆ返しとして、機を見てウェランドだけでもこの町に縛しばりつけておこう、と画策するのはわからないでもない。

「で、アザミの連中はなんて言ってるんだ」

　ウェランドは、半笑いで言った。

「オトリスの野郎の言うように、錬金術師であることを証明したらどうだってさ。言げん外がいに、ダマスカス鋼こうを俺にも寄よ越こせってほのめかしてたよ」

　だが、一度その要求に屈くつすれば、間ま違ちがいなくずるずると偽にせダマスカス鋼を量産する羽目になる。それは、あれが偽物だということがばれる可能性が増えることになるし、最悪、自分の所有する偽ダマスカス鋼の価値を保ちたいと思う大たい公こうに殺される可能性すらある。

　ウェランドもそのあたりは了りよう解かいしているのか、ダマスカス鋼を作って欲しい、とはそぶりも見せなかった。

「じゃあ、錬金術師であることなんてどうやって証明するんだ？」

「その台詞せりふを言った時のオトリスの野郎の顔を見せてやりたいよお」

　無理だとわかっていて、難題を吹ふっ掛かけたのだろう。

　人が何者であるのかなんて、実のところ証明しようがない。

　だからこそ、紹しよう介かい状だとか、遍へん歴れきの職人ならば、職人だけが知っている踊おどりを踊れるとか、そういうことに頼たよるのだ。それでさえ、然しかるべき権けん威いを持つところが認めなければ、少なくとも町の中では決してその人物が何者であるかは定まらない。

　そして、ウェランドは本来錬金術師を錬金術師だと認める騎き士し団の人間に、自分が錬金術師であることを証明しろと言われているのだ。

「にやにや笑いながら、死んだ者でも生き返らせたらどうだ？　なんて言われたよお」

「……なるほどな」

　ウェランドは大きくため息をついて、ぽつりと言った。

「それに……」

「ん？」

「いや……まさかあの娘むすめがあんなに本気になってくれるなんて思ってなくてさあ……」

　ウェランドはそう言って、椅い子すから立ち上がると、よろよろと階段を下りて行ってしまう。

「あ、おい」

「ちょっと、一人で考えるよお」

　階段の下から弱々しく声が聞こえてくる。

　残された三人はしばし言葉もなく呆ぼう然ぜんとしていたが、最初に口を開いたのは、クースラだった。

「馬ば鹿かだな」

　その一言しかなかった。

「あ、あの」

　そして、フェネシスがようやく呪じゆ縛ばくから解けたように口を開く。

「ウ、ウェランドさんは、このままじゃ、本当に？」

「ん……まあ、そうだな。カザンには行かず、この町で幸せに暮らすんだろう」

　クースラが言うと、フェネシスはクースラと階段のほうを見比べて、訴うつたえた。

「で、でも、そんな、ウェランドさんだってカザンに行きたいって」

「そうかもしれないが、あいつはへまをして、そうできなくなりそうだっていう話だ。聞いてなかったか？　いや、へまじゃないか。結婚だとさ。おめでたいな」

　フェネシスは口をつぐむ。その目が、泣きそうになりながら、クースラを睨にらむ。

「ずいぶん冷たいのね。仲間じゃないの？」

　イリーネが、腕うで組ぐみをしながらクースラを半目に見る。

　クースラは女二人の視線を受け止めながら、呆あきれるように片かた眉まゆをつり上げる。

「ウェランドは一言も俺たちに助けてくれとは言わなかっただろう」

「……まあ、ダマスカス鋼こうを作れって言われても正直困るけど……けど、だから助けないってこと？」

「そうだが、意味合いが違ちがう」

　クースラが言うと、イリーネは訝いぶかしげにするし、フェネシスはフェネシスでウェランドのことを心配するように、階段のほうを見つめている。

　面めん倒どうだな、と頭を掻かきながらクースラは言った。

「町の貴族って言ってただろ。そこの御ご令れい嬢じようと？　オトリスが手を組んでるんだろ？　その二人が、ウェランドをこの町にとどめておこうって画策してるんだ。それに反対するってのはどういう意味だ？　この町の権力者たちに逆らうってことだ」

「あ」

「で、アザミの紋もん章しようの部隊はこれから北に向かうだろ。すると、このグルベッティの町は今後、南の町とのやり取りの重要な中ちゆう継けい点になる。その重要な中継点を牛耳る連中との間に、禍か根こんを残したまま北に向かうっていうのはなかなか勇気のいることだ。それに、元々俺たちはダマスカス鋼こうという賄わい賂ろを使って無理やり名めい簿ぼに名前をねじ込んだ身だ。ただでさえ問題含ぶくみなのに、新たに問題を上積みした俺たちを、アザミの連中はわざわざ守ってくれるかね」

　クースラは小さくため息をつき、続けた。

「当然、オトリスはこのことをきちんと理解しているはずだ。だから、おそらく俺たちがウェランドに手を貸そうものなら、即そつ刻こく、わめき立てるだろう。アザミの連中はどうする？　間ま違ちがいなく、俺たちを切るだろうな。グルベッティの町と揉めることはできないって。お前、どうだ。困るだろ。今いま更さら居場所なんてこの町にないよな？」

　クースラが意地悪く聞くと、イリーネは怯ひるんだ。

　イリーネは元々職人たちと折り合いが悪かったが、意を決して自分の好きなことのために、クースラたちについて行く道を選んだのだ。

「そういうわけで、ウェランドは自分で問題を解決しなければならないってことだ。お前たちも、関かかわるなよ。とばっちりを食って馬ば鹿かを見ることになる」

　クースラはそうとだけ言って、金きんの採取法の本に戻もどった。

　泳がなければそれだけ沈しずんでいく世の中だが、泳ぎ方を間違えてもまた奈な落らくの底に落ちていく。まさかこんな囚とらわれ方とはクースラも思わなかったが、ウェランドの女遊びは危険の種だとわかっていたはずだ。しかも、貴族の娘むすめとは。

　そんな自じ業ごう自じ得とくのことで、クースラが手を貸す理由はない。ましてや、手を貸せば自分の身にも累るいが及およぶ可能性があるのだからなおさらだった。

　それに、ウェランドは八方ふさがりというわけでもない。まだウェランド自身でけりをつける方法が残っている。

　気まずい沈ちん黙もくの中、フェネシスとイリーネが下の階に行こうかとやきもきしていた頃ころ、ウェランドがわずかばかりの荷物を持って下から上がって来て、そのまま出て行こうとする。

　そこに声をかけたのは、フェネシスだった。

「あ、の、どこに？」

　ウェランドは空から元気に見える弱々しい笑えみを浮かべて、こう言った。

「うん……まあ、話し合いにねえ」

　結局のところ、関係を清算できさえすればいいのだから、それしかない。

　話はすべて理り屈くつに沿っている。

　クースラは視線すら向けなかった。

　フェネシスとイリーネはウェランドを無言で見送り、沈黙が工こう房ぼうを支配する。

　二人はこれ以上クースラの説得も無理と思ったのか、うまく腑ふに落ちないなにかを抱いだきながら、それぞれのろのろと自分の作業に戻り始めた。

　クースラは小さく鼻を鳴らす。

　なにも問題はなかった。







　ウェランドは工こう房ぼうから出て行ったまま帰って来ず、翌日になって工房を訪おとずれたのは、アザミの紋もん章しようの部隊から派は遣けんされた兵士だった。先遣隊が町に到とう着ちやくしたので、荷物を空いている馬車に積み込めとのことだった。

　先遣隊は、文字どおり目的地に最初に向けられる部隊だ。伝令官は、結局クースラたちをそこに配置してくれたらしい。最初に町に入る者たちに同行できれば、カザンに着いた際には異教の知識に触ふれる機会が増えることになる。

　もちろん、伝令官の政治的な配はい慮りよで、恩を売っておいて後で回収するつもりなのだろう。

　ウェランドが大きな石につまずいている最さ中なかでもあるので、クースラからすれば、その計らいは顔が苦くなるくらい大きな借りになる。

　人が嫌いやがるくらいに恩義を着せるのは、ああいう連中の常じよう套とう手段。

　とはいえ、逆らう理由もない。

「結構な量なんですがね、馬車までどう運べば？」

「荷車を寄よ越こす。工房の前に出しておけ。金かね目めの物を載のせるなよ。後でないと言われても知らんからな」

「ご丁てい寧ねいにどうも」

　てっきりこの兵が掠かすめ取る機会を窺うかがっているものだと思っていたのだが、アザミの紋章の部隊は規律がしっかりしているらしい。もっとも、この兵士のようにきちんと兜かぶとをかぶり、胸むね当あてをつけている者たち以外は野や盗とうと変わらないかもしれないが。

「それと、荷物を運び出し終えたら、宿まで来い。伝令官殿どのがお呼びだ」

「かしこまりました。じゃあ、聞いたとおりだ。お前ら、荷物を外に出せ」

　クースラはフェネシスとイリーネに指示を出す。

　昨晩は遅おそくまでウェランドを待っていたらしい二人は、とても眠ねむそうだ。

　クースラからすると、呆あきれてため息しか出ないのだが。

　そして、工房の前に出した荷物を荷運びの連中が運び去るのを見送って、クースラたちは伝令官たるアイルゼンたちの元に向かう。

　クースラは一人で行くつもりだったのだが、フェネシスとイリーネもついて来た。

　大方、ウェランドの話が目当てなのだろうが、ほとんど結論が出ている。

　アイルゼンも、その旨むねを告げるのだろう、というのは初めからわかっていた。

　だから、その一言目にも驚おどろかなかった。

「貴族の娘むすめに手を出して、縛しばり首くびにならないだけましだな」

　当然、反論の余地もない。

「ただ、ウェランドとやらは一度は我々が引き受けた身でもある。そこに余計な茶々を入れられるのは、我々の名めい誉よに関かかわるからな。一応、閣かつ下かにもお伺うかがいを立ててみる」

　フェネシスが、救いの光を見た、とばかりに顔を上げるが、アイルゼンはぴしゃりと言う。

「だが、私の職務は進軍においてすべての問題を排はい斥せきすることだ。その意に沿わない行動を取ればどうなるか、わからないわけではあるまいな」

「もちろんです」

　クースラは澄すまして応こたえ、フェネシスは力なく視線を下げる。

「明日か、明後日あさつてには本隊が到とう着ちやくし、北上する。おとなしくしていれば、悪いようにはしない」

　クースラは恭うやうやしく頭を下げ、イリーネとフェネシスも促うながして、さっさと部屋から出ようとする。

　そこに、声をかけられた。

「ああ、クースラといったか。お前だけ少し残れ」

　クースラは立ち止まり、仕方なく振ふり向いた。

「なんでしょう」

　その質問に返事がきたのは、イリーネとフェネシスが部屋から出て行ってから。

　彼女らに聞かせたくない話、ということか。

「あのフェネシスという娘むすめだが」

　アイルゼンは、短く切り出した。

「きちんと手た綱づなを握にぎっておけ」

　クースラが肩かたをすくめると、思いのほか鋭するどい視線を向けられた。

　フェネシスは騎き士し団の中で、信しん仰こう上の問題を引き起こしかねない呪のろいの道具と見なされている。その正体を知る者はオトリスなどの権力者に限られるだろうが、行く先々の露つゆ払はらいをする伝令官ならば、フェネシスのことや、フェネシスをクースラたちが手に入れた経緯などもとっくに調べ上げているだろう。

「北の国には騎士団の威い光こうを理解しない蛮ばん族ぞくどもがいるからな。そういう連中には、見た目でわかりやすい道具が必要になる。つまり、我々にとってお前のような若造の錬れん金きん術じゆつ師は有用かどうか未知数だが、あの娘はそうではない、ということだ。この意味がわかるか」

　荷馬車には限りがあり、使える道具と使えない道具があるのなら、取捨選せん択たくが行われる。

　その見た目により、北の地で確実に役に立つだろうフェネシスがいなければ、クースラたちを問題含ぶくみのままカザンに連れて行くような手間は割さかない、ということだ。あの工こう房ぼうの中ではフェネシスなどほとんど雑用扱あつかいだが、騎士団からすれば代えの利きくクースラより、フェネシスのほうが貴重で有用なのだろう。

　とはいえクースラの元からフェネシスだけを強引に連れて行かないのは、ダマスカス鋼こう献けん上じようの一件があるからに違ちがいない。クースラたちにも再びダマスカス鋼こうを作る可能性が残っているのだから、その線をあえて潰つぶすこともない。

　すべては損得勘かん定じようと、実用的な観点から決められること。

　ただ、クースラもみすみすフェネシスだけを連れて行かれたり、勝手に利用されたりしないようにするつもりだ。あれは、自分のものだからだ。

　自分のマグダラに関かかわることだから、誰だれが相手であれその気持ちは変わらない。

　それに、フェネシスが利用される時、それは必ずフェネシスが苦しむ時なのだから。

　とはいえ、そんなことを表に出すクースラではない。おくびにも出さず、アイルゼンにおもねった。

「わかってますよ。まあ、ウェランドに変な同情を寄せて、滅めつ多たなことをしないように見張っておきます。私は……カザンに行きたいですからね」

「……」

　アイルゼンはじっとクースラを見てから、視線を逸そらす。

「理解が早くて助かる」

「恐きよう縮しゆくです」

　クースラがわざとらしく言うと、アイルゼンは虫でも追い払はらうかのように手を振ふった。

　クースラはもちろん長居などしたくないので、さっさと辞した。

　扉とびらを開けて少し行くと、フェネシスとイリーネが立っていた。

　イリーネがいるので言わなかったが、クースラはフェネシスの様子を見て、その耳で聞いてやがったな、と思ったのだった。







　工こう房ぼうに戻もどると、イリーネは昨日蒸むし焼やきにしていた炭の後始末をするために下の階に下りて行き、居間にはクースラとフェネシスの二人が残った。クースラは我関せずと金の採取法の書物を開いたが、フェネシスは椅い子すに座ったままじっとしている。

　隠かくし事ごとが下手だな、といっそ可か愛わいらしいくらいだ。

「あの──」

「なんだ」

　遮さえぎるように言葉を向ける。フェネシスは怯ひるんだが、口は閉じなかった。

「ウェランドさんは」

「諦あきらめろ」

「っ……」

　クースラはそれから視線を向けて、言いなおした。

「いや、まだわからないか。祈いのれ、というほうが正しいな」

　その冗じよう談だんめかした物言いが癇しやくに障さわったのか、フェネシスは目め尻じりをつり上げてクースラを睨にらむ。

「話を盗ぬすみ聞ぎきしてただろ」

　クースラが短く言うと、正直なフェネシスはぴくりとしてしまう。

　これでどうして自分と渡わたり合えると信じているのか、クースラには理解ができない。

「なら、理り屈くつはわかるだろ。おとなしくしていろ」

　話し合いはこれでおしまい。クースラはそう言わんばかりに本に視線を落としたが、フェネシスは震ふるえる声こわ音ねでこう言ったのだ。

「理屈は、わかります」

「なら──」

「つまり、私が行かなければあなたも行けなくなるって」

「……」

　これが他ほかの話題なら、よくできたな、と頭でも撫なでてやるところだ。

　馬ば鹿かにしないでください、なんて言って、むくれながらも嬉うれしそうにするだろうか。

　そんな様が容易に想像できるので、クースラは余計にフェネシスの浅あさ知ぢ恵えに辟へき易えきしてしまう。

「俺は本音を晒さらさないようにしろ、と言ったよな。お前がそこに気がついている、と俺が知ってしまったら、お前のことを縛しばり上げて倉庫に放ほうり込んでおく、と思わなかったのか？　それとも、難しくて理解できないか？」

「っ」

　フェネシスは顔を強こわ張ばらせて椅い子すから腰こしを浮かす。ただ、裾すその長い修道女用の服のせいか、どこかが引ひっ掛かかってとすんと椅子に腰を落としていた。

　間ま抜ぬけな小こ娘むすめだ。

　クースラは、笑う気もしない。

「ウェランドを助けたい、と思う気持ちそのものは、まあ、わからんでもない。あいつはお前に干ほし葡ぶ萄どうを買ってやったりしてたしな」

「た、食べ物に釣つられたわけでは──」

「だが、なんにせよ、あいつのことは放っておけ。自じ業ごう自じ得とくだ。なにより、お前はなんでウェランドの味方をする？　神の教えのうんたらを語るお前からしたら、あいつは姦かん淫いんの罪ってやつだ。わかるか。姦淫」

「そ、そんなことくらい」

　フェネシスは必死に言い繕つくろおうとするが、クースラは意地悪く聞いてやる。

「へえ。詳くわしく教えてもらいたいものだな？」

　フェネシスが唇くちびるを引き結び、苦しげに顔を赤くする。

　どこまでも小こ突づき回まわしたくなるが、フェネシスの言っていたことには真実もある。

　アザミの紋もん章しようの部隊にとって、利用価値があるのはフェネシスであって、クースラではないらしい。クースラたちは、ダマスカス鋼こうによってなんとかカザン行きの権利を買えたにすぎないのだ。

　だから、クースラは少しだけフェネシスに真ま面じ目めに向き合った。

「いいか。ウェランドは、自分の間ま抜ぬけのせいで、罠わなに嵌はまった。策を巡めぐらせているのはオトリスだ。あいつも陰いん険けんな野や郎ろうだが、頭は悪くない。勘かん所どころはきちんと押さえている。騎き士し団の、組織としての面めん子つとか、今後の大きな流れとか、そういうものをきちんと盾たてに取って、ウェランドを罠に嵌めている。オトリスからすれば、俺たちに出し抜かれて傷ついた面子を取り戻もどし、しかも、貴族の娘むすめ様には大恩を売れる絶好の機会なんだよ。オトリスも面おも白しろ半分でやっているわけじゃない。そこにのこのこ顔を出してみろ。不幸を牛の糞ふんみたいにべったり塗ぬられることになる」

　懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてやれば、フェネシスだって頭は悪くないのだから理解できるはずだ。

　わかったか？　とばかりに視線を向けて小こ首くびをかしげると、フェネシスは肩かたを怒いからせてクースラを睨にらみつけている。

　どうやらわかってはいるらしいのだが、納なつ得とくできていないのは明白だった。

「私の不幸は……カザンに行けないことではありません」

「……興味深い意見だ」

「なんで」

　フェネシスは言って、言葉に詰つまる。

「ん？」

　クースラが聞き返すと、フェネシスは目元をぐいと拭ぬぐい、言った。

「なんで、あなたはそんなに冷静なんですか」

「……冷静？」

「そう、です。なんで、そんな、淡たん々たんと、数でも数えるみたいに……」

「そりゃあ、理り屈くつが明白だからだ。こういうことが百回起きたら、同じ対応を百回取る。ウェランドを助ける選せん択たくなんて、万に一つもない」

　それが、錬れん金きん術じゆつ師として、罠に嵌まらず、道を踏ふみ外さず、ここまでやってこれた秘ひ訣けつであり、おそらくはマグダラに向かうための唯ゆい一いつの方法なのだ。

　感情に任せるとか、しがらみに足を取られるとか、そういうことをするたびにマグダラは遠のき、誰だれかの悪意の餌え食じきになる。

　クースラは、首筋の火傷やけどの周りを軽く掻かいてから、言った。

「冷たいと思うか？　だが、俺は錬金術師だ。忘れたのか」

　話し合いの余地はない。

　フェネシスはそれがわかったのか、ヴェールが膨ふくらむくらい息を吸って、破は裂れつさせた。

「あなたは最低です！」

　椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がり、今にも転びそうになりながら寝しん室しつに駆かけ込んだ。

　道に子犬が捨てられていれば泣き、木の根元に小鳥が落ちていればわめく典型的な子供だった。

　世間様には、心優やさしいことだと褒ほめられるのだろうが、生あい憎にくとここは世間から隔かく離りされた錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうだ。そういうものは、なんの価値も持たないどころか、害悪ですらある。

　クースラは、フェネシスが力の限りに閉めた寝室の扉とびらを眺ながめながら、小さく肩かたをすくめた。

　市場ではフェネシスも生きるためだけに必要な方法のなんたるかを見せたのに、あれは旅支じ度たく限りのことらしい。クースラは、それを他ほかのことでしているだけだし、そんなふうに生きてきたからこそ《利子クースラ》という二つ名を頂ちよう戴だいした。

　クースラはそれを恥はじとは思っていない。

　だが、ふと気づいた視線は、そうとは言っていなかった。

「同じ説明をしないと駄だ目めか？」

　視線の出先を見ずに言うと、階段途と中ちゆうから覗のぞいていたイリーネは、しぶしぶといった感じで顔を出した。

「おじいによく言われた」

「なにを」

「作業では常に分ふん別べつを持て」

「……意味は？」

　階段に腰こし掛かけたイリーネは、あまり友好的ではない視線を向けながら、言う。

「同じことをして、異なる結果を期待するな」

「あの爺じいさんはさすがだな」

　クースラは素す直なおに感心する。

　イリーネは特に誇ほこらしげにするでもなく、言った。

「本当にウェランドさんを見捨てるの？」

「人聞きが悪いな」

「でも、そうでしょう？」

　責めるような口調に、クースラは胡う乱ろんげな視線を向けた。

「そうだ。道みち端ばたで飢うえている誰だれかの前を素通りするようにな」

　そういう人間はどこの町にもいて、町の人間は見て見ぬふりをする。イリーネは、自分の良心を突かれたように顔を歪ゆがめるが、屈くつしない。

「けど、ウルちゃんは本気だと思う」

　ウェランドがそう呼んでいたからか、それともこの数日で仲良くなったからか、イリーネはフェネシスをそう呼んだ。

「それに、私も仲間をあっさり見捨てる奴やつについて行っていいのかって気になる」

「他ほかに行く場所もないのに？」

　クースラが尋たずねると、イリーネは妖よう艶えんに笑う。

「私にはいざとなればダマスカス鋼こうがあるもの」

　あれは一度きりしか使わないからこそ、効果があるものだ。

　それに、何度も製造が可能とわかればそれだけ危険も増す。イリーネはもちろんそのことをわかっているだろうが、自分には切り札がある、ということだ。

「まあ……私も、本音の本音を言ったら、あんたの理り屈くつが正しいと思う。私も身勝手な理由でここに来たし、なんにせよ、職人には戻もどれないもの。カザンにはなんとしても行きたい」

　クースラは本を閉じ、きちんとイリーネのほうを向いて尋ねる。

「一つ聞きたいんだが、なぜそんなにウェランドの肩かたを持つ？」

「あなたこそ、仲間じゃないの？」

　質問に質問で返されるが、イリーネはその質問に答えなければ梃て子こでも口を開いてやらない、という顔をしている。腐くさっても鉄鍛か冶じの工こう房ぼうでしごかれてきた娘むすめだ。

　クースラは、答えてやった。

「俺の中の定義では、仲間ってのは役に立つかどうかだ」

「……最低ね」

「そうか？　曖あい昧まいな価値観で仲間だとかなんだとか言って、いざという時に裏切るよりかはましだろう。役に立てば裏切らないし、立たなければ捨てる。それだけだ。嫌きらいだから裏切るということもないし、好きだから助けるということもない。わかりやすくて公平だと思うがな」

　イリーネは、なにかを言いたそうにしているが、口を開かない。

　クースラが倫りん理りを語られても、そういう話には応じない、とわかったのだろう。

「で？　お前のほうこそなんなんだ。ウェランドに惚ほれてるのか？」

　そう言うと、イリーネはようやく立ち上がる。

　鼻で笑って、言った。

「ある意味、そうかもね」

　そして、そんなことを言う。

「まあ、ここに来るまでは、組合の中の女の人を食い荒あらしてる下げ衆すだと思ってたんだけど」

　さすが職人出は単語の選び方が違ちがう。

「話してみたら違ったって？」

　クースラが嘲あざけり気味に聞くと、イリーネは不ふ機き嫌げんそうに目を閉じ、不承不承うなずいた。

「優やさしいのね、あの人」

「女にだけはな」

「誰だれにも優しくないよりかはましだと思うけど？」

　イリーネは口が達者だ。

　それはそれで相手をしていて楽しいが、クースラは茶化すのをやめて、聞いた。

「だが、あの生き真ま面じ目めなフェネシスまでそう考えるとは思えないんだがな」

「……実際、お説教してたみたいだけど」

　イリーネは、頭を掻かく。

　そして、なにか迷うようにしてから、結局口を開く。

「私も、ウェランドさんの手て練れん手て管くだに嵌はまってるのかもしれないけどさ」

「ふん？」

「あの人、なんでそんなに女の人ばっかり追いかけるのかって聞いたら、楽しそうに答えたのよね。笑ってくれるのが嬉うれしいんだってさ」

「はっ」

　クースラは鼻で笑ったのだが、言っているイリーネ自身も半笑いだった。

　ただ、イリーネはそう言い終えてから、小さくため息をつくと、こう言った。

「人の噂うわさ話ばなしはあんまり好きじゃないんだけど、ウェランドさんに求きゆう婚こんしてる貴族さんって、たぶんこの町じゃ有名な人よ。ちょっと噂になってたもの」

「男を見る目がなさすぎて？」

「……近いかな。いや、まあ、だいぶ違ちがうか」

　クースラは、イリーネが食いつかなくてやや拍ひよう子し抜ぬけする。

　イリーネは、自分の中で考えをまとめるようにしてから、口を開いた。

「フラウ・フォン・ハイデンベルグ。フラウさんって一度結婚してるのよ」

「……それで？」

「でも、貴族の名門だからね。当然、生まれる前から婚約者は決まってたってわけ。でも、その相手はこの近きん隣りんじゃ知らない者がいないくらい嫌いやな領主だったの。その領地から、重税や理り不ふ尽じんな罰ばつに耐たえきれなくてこの町に逃にげ込んできた人々もたくさんいる。でも、広大な森を有していて、この町の燃料の薪まきや、食べ物の保存に必要な蜂はち蜜みつや、馬の餌えさに使う麦類なんかの供給を握にぎってるの。でも、向こうはこのグルベッティが異教の町だった頃ころに権力を握っていた家いえ柄がらで、騎き士し団に今でも怪あやしまれてる。そこで、現在の町の有力者と婚こん姻いん関係を築けばその疑念も取り払はらえる……みたいな、徹てつ頭とう徹てつ尾び、損得づくの結婚だったわけ」

　よくある話だ。

　クースラが興味をなくすと、イリーネは口調を尖とがらせた。

「本当にひどい話だったのよっ。結局、フラウさんは領主のところに嫁とついだはいいけど、グルベッティの催もよおしにも参加しなくなったりしてなにか妙みようだと思ったら、城に閉じ込められてたのよ。嫉しつ妬と深い旦だん那なが、独どく占せんしようとしてね。それに、暴力も振ふるわれてたみたいで、大司教の仲ちゆう裁さいを経て離り婚こんよ。そんな具合だから、出で戻もどりなのに、フラウさんが町に帰って来た時は町を挙げてのお祭りだったわよ」

「わかった。その不幸な花はな嫁よめには同情しよう。それで、ウェランドの自じ業ごう自じ得とくがなにか変わるのか？」

　クースラの一言に、イリーネは言葉に詰つまる。

　言いたいことがある、と顔にたっぷり書いてある。

　そして、イリーネは我が慢まんしきれなかったらしい。

「あの人が手を出してた組合の女の人も、大たい概がいそんな感じの人ばかりだった」

「……」

「最初は、弱みにつけ込んでるのかと思ったわ」

　イリーネは忌いま々いましそうに言ったのだが、最後には怒いからせた肩かたからため息と共に力を抜ぬいていた。

　笑ってくれるのが嬉うれしい。

　平気で人殺しすらするくせに、ウェランドはいかにもそういう能天気なことを本気で言いかねない雰ふん囲い気きがある。根が単純で、一見複雑に見えるほど、どこまでも自分の考えにまっすぐなのだろう。

「それに、ウェランドさんは怒おこってなかったよね」

「あ？」

「憔しよう悴すいした感じだった。仮に、あんたの恋人なりが、行って欲しくない一心だとしても自分のことを罠わなに嵌はめようとしたら、激げき怒どしてたんじゃないの」

「……否定はしない」

　クースラがやや逡しゆん巡じゆんしたのちにおとなしく認めたからか、イリーネは少し困ったように笑う。

「それに、本気で思ってくれてたとかなんとか言ってたじゃない。あれが同情を引くための演技だとかにはとても思えない。やっぱり、優やさしいのよ、あの人」

　ウェランドがどういう人間か、クースラにはどうでもいい。

　興味があるのは、もっと別のことだ。

「で、フェネシスはお前と同じようなことを考えている、と」

「たぶんね。だから、そんなウェランドさんを一方的に切り捨てるだけのあなたは、血も涙なみだもない奴やつって思うのも当然かも」

「生あい憎にくと、名前が《利子クースラ》なんだよ」

　クースラはいつもこの言葉を半ば挑ちよう発はつや威い圧あつの意味合いで使うのだが、まさか本気で説明のために言う羽目になるとは思わなかった。

「だが、どうしてなんだ？」

　クースラは、独ひとり言ごとのように言った。

「このままなにもしなければ、予定どおりカザンに向かうことができる。一方、手を出せばこの町に残る羽目になる可能性もある。伝令官の胸一つだが、俺たちに好意的でないのは、さっきのやり取りでわかったよな」

　ならば、まともな頭の持ち主がどちらを選ぶかは明白ではないのか。

「職人がそういうしたたかさを持ち始めるとろくなことにならないって教えられたわ」

　クースラがフェネシスに少しは身につけて欲しいのが、まさしくそのしたたかさだ。

「お前はもう職人じゃないよな」

　クースラの指し摘てきに、イリーネはうつむく。

「だから、迷ったんだけど」

「迷う？」

　イリーネは目を閉じ、唸うなってから、結局言った。

「ウルちゃんが、あなたが思っているほどおしとやかじゃないことを言うかどうか」

「あ？」

　クースラは聞き返し、まさか、と立ち上がる。

　木窓がわずかに開いていて、イリーネの立ち位置からだと外が見えていたのだ。

　クースラは急いで寝しん室しつに向かい、扉とびらを開ける。

　もぬけの殻からだった。

「たぶん、ハイデンベルグ家だと思う」

「くそっ」

　クースラは毒づき、工こう房ぼうから駆かけ出したのだった。







　ハイデンベルグ家の場所そのものはわからなくても、町の中で貴族が家を構える辺りというのは決まっている。

　町の中心部からやや北側がわ、丘おかの上だとなおよしだ。

　適当にあたりをつけてそちらに向かいつつ、所々で人に道を聞く。

　フェネシスもそうしているに違ちがいないと思ったが、軒のき先さきで談笑していた恰かつ幅ぷくのいい女たちが、今しがた修道女様もそっちに行ったが云うん々ぬん、と言っていた。目が爛らん々らんと好こう奇きの色に輝かがやいているのも無理はない。

　クースラはもちろん相手などせず、後を追った。

　屋や敷しきの中に入られていたら面めん倒どうだな、と思うものの、それは杞き憂ゆうだった。

　立派な屋敷の門もん扉ぴの前で、門番と押し問答をしている小さな白い影かげがあったからだ。

「ウェランドさんにお話ししたいことがあるんです。お願いします」

「だから、そんな奴やつはここにはいないと」

　門番は困こん惑わく気味に、フェネシスを押し返そうとする。

　金持ちの貴族宅には、施ほどこしを求める貧者だの、怪あやしげな薬を売りに来る占うらない師しだのがしょっちゅうやって来る。

　ただ、フェネシスはそのどれとも違ちがうので、対応に困っているのだろう。

　ここだけは、フェネシスの見た目に救われたようだ。

「帰るぞ」

　クースラは歩み寄ると、首根っこを掴つかみ、有う無むを言わせず引きずった。

　猫ねこかなにかのようだが、動くものに釣つられてまっしぐらになるのはまるっきり動物と同じだ。

　フェネシスは抵てい抗こうし、どうにかクースラの手を引き剥はがそうとしたが、フェネシスの力でどうにかなるほどクースラも甘くない。首根っこを掴んだまま引きずり、歩かせる。

　しばらくフェネシスの抵抗は続いたが、ほどなく観念したのかおとなしくなったので、クースラは手を離はなしてやった。

「ウェランドを探してたのか？」

　クースラの横でも後ろでもなく、フェネシスは前を歩いている。

　不ふ貞て腐くされているのではなく、ましてや怯おびえているのでもない。

　怒おこっているのだ。

「あんなところにいるわけないだろ」

　クースラが言うと、無視しているふうでも、ヴェールの両りよう端はしが少し動いている。

　クースラはため息をついて、続けた。

「貴族の人間が愛人を囲うのは別宅と相場が決まっている。ウェランドはどうせ、説得に行った先で、鍵かぎでもかけられたんだろ。あいつのことだから抜ぬけ出そうと思えばできるだろうが、そうしないのは感情を逆さか撫なですればややこしくなる、とわかっているから──」

「聞きたくありませんっ」

　フェネシスはぴしゃりと言う。

　すぐ側そばを通りがかった鰊にしん売りの青年は何事かと振ふり向いていたが、他ほかには誰だれもいない。

　静かな道だ。

「聞きたくないのは勝手だが、だからといって現実は変わらない。ウェランドは諦あきらめろ」

　フェネシスは振り向かないし、返事もしない。

「下手に関かかわれば、オトリスに睨にらまれる。あいつが俺たちも嵌はめようとしているのはわかってるだろ」

「それで困るのはあなたです。私ではありません」

　フェネシスが硬かたい口調で言う。

　クースラは舌打ちを堪こらえるのに必死だった。なぜそんなに頑かたくななんだ？

「大体、ウェランドに会ってどうするつもりだったんだ？　一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう、と励はげますつもりだったのか？」

　フェネシスは無言。

「あいつを助けようと思えば、貴族様を説得するか、さもなくばあいつが錬れん金きん術じゆつ師であると証明できるようにしなくちゃならない。どうするつもりだ？　大した考えはないんだろう？」

　フェネシスの歩く速度が速くなる。

「ったく」

　クースラはそれ以上言葉を向けても無む駄だだと思い、なにも言わなかった。

　フェネシスとの距きよ離りは、さほどでもないが、手を伸のばしても届かない。市場に行った時のことがあるせいか、それがひどく遠く感じられた。

　そして、そのまま二人は工こう房ぼうに到とう着ちやくし、フェネシスは一言も発しないまま、読みかけだった本を抱かかえ、作業場に下りてしまった。

　イリーネがクースラを呆あきれたように見るが、クースラは肩かたをすくめるだけ。

　もちろん、イリーネはクースラの味方というわけではなく、フェネシスの様子を見に、やはり階段を下りて行ったのだった。







　これまでフェネシスをどれだけからかって意地悪しても、晩ご飯の際には居間に現れた。

　だが、その日は結局フェネシスは上がって来ず、仲ちゆう介かい役というわけではないが、どっちの言い分も理解できるらしいイリーネが食事を下に運んでいた。

　クースラも、理解できるという意味でならもちろん理解できる。ウェランドを助けられればそれはそれに越こしたことはない。問題は、そのためには越えなければならないものがあり、冒おかさなければならない危険があることだ。

　そうまでしてウェランドを助ける義理と、利益がない。

　仮にこれが逆の立場なら、ウェランドはおそらくクースラを助けようとはしないし、クースラも自分が間ま抜ぬけだったと諦あきらめるだろう。それが、この稼か業ぎようの道理というものだからだ。

　そんなわけで、クースラはフェネシスが再び工房から抜け出さないように注意しながら、一晩を明かした。

　翌日は朝から鳴り物が響ひびき渡わたり、王の凱がい旋せんかと言わんばかりに町が騒さわがしかった。アザミの紋もん章しようを付けた部隊の、本隊がやって来たのだ。

　北の町へと向かい、憎にくき異教徒たちの手から町を奪うばい取り、聖なる神の子羊らの住すみ処かへと変える役目を負った神の一団がやって来た。そんな雰ふん囲い気きだった。

　グルベッティの町からすれば、カザンが正教徒のものになれば、これまで以上に取引が見込め、町が豊かになるという打算がある。信しん仰こうがどうのという言葉が方ほう便べんなのは、現時点でも市場にあふれるカザン産の商品を見れば明らかだった。

　工房から出て、崖がけ上うえから眺ながめると、港の周辺は特に賑にぎやかだった。アザミの紋章を付けた本隊の進軍に合わせて、沿岸を航行して来た船も到着したのだろう。

　騎き士し団は、信しん仰こうと武力と商売を組み合わせた最強の集団だ。

　その意味が、遠くから眺ながめるとよくわかる。自分はあんなに巨きよ大だいな組織の中にいるのだと思うと、無力感と万能感が同時に胸に湧わいてくる。

　そして、世の中にはあんなにも強大な権力を持った連中がごろごろしているのだ。

　迂う闊かつな行動を取れば、それだけ連中の落とし穴に嵌はまる。

　クースラが目を細めて眺めていると、イリーネが外に出て来た。

「お祭り騒さわぎね」

「できる限り着飾かざったか？」

「なんで。踊おどりに行くわけじゃないでしょうが」

　イリーネは不ふ機き嫌げんそうに答え、その後ろにフェネシスが見えた。

「似たようなものだ。力を持つ者の前ではうまく踊れ。それ以外では、じっとうずくまれ」

「……いやな処世術」

「鍵かぎの形は、錠じよう前まえの形で決まるからな」

「せいぜいその扉とびらの先に宝物があることを祈いのるわ」

　クースラは鼻を鳴らし、歩き出した。

　早朝に使いの者が来て、アザミの部隊を率いる大貴族、クラトール大たい公こうにお目見えしろと言われたのだ。一応、クースラたちは騎士団の資産の中でも高価な部類に入る錬れん金きん術じゆつ師だから、雑ぞう兵ひようとは違ちがう扱あつかいというわけだろう。

「あるいは、ダマスカス鋼こうの無心かもな」

「大公ってそんなに貪どん欲よくなの？」

「貪欲だから貯たまるんだ」

　イリーネは肩かたをすくめている。

　口が達者で、クースラの好みな皮肉ぎりぎりのやり取りも慣れている。口の悪い職人の工こう房ぼうで鍛きたえられているからだろう。

　ただ、口数が多いのは、側そばにいるフェネシスが始終無口なせいかもしれない。

　しかも、フェネシスは妙みような荷物を持っていた。

「おい、それはなんだ？」

　クースラが聞いても、フェネシスは無視。大きな古い書物を脇わきに抱かかえたまま、黙だまっている。

　なにか企たくらんでいるのは間違いなかったが、よくわからない。

　あまり刺し激げきしてこれ以上不機嫌になられれば、本当に旅立ちの際には鎖くさりを首に巻いて引きずっていくことになるかもしれないので、好きにさせることにした。

　騎士団の建物の前に来ると、こんな季節にどこから集めてきたのか花弁が撒まかれて道になっている。兵士がずらりと槍やりを構えて胸を張り、大公の到とう着ちやくを待っている。

　これでは当然正面からは入れないので、クースラたちは裏口から入ることにした。

　いつ来てもがらんとした雰ふん囲い気きのあった騎き士し団の建物だが、今日ばかりは大入りだった。

　オトリスと顔を合わせたら面めん倒どうだとクースラは思っていたが、その心配もなさそうだ。

　せいぜい、大たい公こうへのお目見えの時に、側そばに控ひかえている程度のことだろう。

「ああ、ようやく来ましたか」

　伝令官の部屋に行くと、いつも伝令官の側で控えている副官らしい青年が、クースラたちを呼び止めた。

「町の貴族たちからの貢みつぎ物ものの後、お目見えの時間が取られます。基本的には言われたことに頭を下げていればいいのですが、大公は少し変わったお方だから、気をつけるように」

「変わった？」

「余興好きなんですよ。錬れん金きん術じゆつ師を道どう化け師と勘かん違ちがいしている節がある。これまでの町では、火ひ吹ふき芸げいをやらされた奴やつもいまして」

「……注意しよう」

　イリーネは人の多さのせいもあってか、早さつ速そく緊きん張ちようしているようだが、フェネシスはそうでもなさそうだ。ヴェールの下で、陰いん気きくさい目をしてうつむいている。

　これはこれでおとなしくしているだろうから、特に問題もなさそうだ。

　クースラたちはそして、同じように大公へのお目見えを待つ、この町の小金持ちどもと同じ部屋に詰つめ込まれて時間を潰つぶしていた。大事そうに木箱を抱かかえる者や、上等そうな袋ふくろを抱えている者もいる。おそらくは貿易に従事する者たちだろう。大公の覚えが良くなれば、差し出したもの以上の見返りが得られるとわかっているのだ。

　ただ、彼らが手に入れた富を貢みつぐ一方で、クースラが差し出すのは自分自身だった。

　ただひたすらにマグダラに向かうため、役に立つと思えばいくらでも膝ひざをつき、誰だれにでも頭を下げる。歯が浮くようなおべっかもいくらだって言う。火吹き芸を見せてみろと言われれば、喜んでやる。

　だが、マグダラに向かう邪じや魔まだけはさせない。

　ウェランドがこの場にいなくても、クースラはかけらも罪悪感を抱いだかない。

　感じる必要がないとも思っていた。

　そうでなければ、これまでの人生でやってきたことに、示しがつかないからだ。

「次っ、ラドゥール商会！」

　名めい簿ぼを手にしているのは先ほどの青年だ。兵を連れ、呼び出しては廊ろう下かの先の広間に向かう。控えの間もだいぶ人が少なくなったが、いつ呼ばれるかはクースラもわからない。イリーネは気が強くて肝きもが据すわっているところもあるが、さすがに生まれて初めて大貴族の前に立つという緊張にそわそわしている。そんな中、クースラは少し離はなれた場所に座り、じっとしているフェネシスを見た。膝の上には分厚い書物を載のせ、ヴェールの下に顔を隠かくしている。

　それはまるで、なにか思いつめているようにも見えた。

　緊きん張ちようしているのだろうか。そう思えば、その古い装そう丁ていの本は聖典に見えなくもない。呪のろいの道具として聖歌隊に飼われていたようなフェネシスのことだから、こういう場面には慣れていて、そのための用意なのかもしれない。耳を晒さらされ、異い端たんを主張されたら、聖典を胸に抱かかえて必死に助命を請こうような。

　クースラはそんな様を想像して、胸むな糞くそが悪くなって顔を逸そらす。

　フェネシスは進んで不幸に顔を突つっ込む性格だ。

　クースラはそこまで思って、フェネシスを守りたいと思ってしまうのは、もしかしたら道みち端ばたで震ふるえる子こ猫ねこを見て抱いだく感情と変わらないのかもしれない、と思った。

　だとしたら、フェネシスが馬ば鹿かげた感情論でウェランドを助けようとするのも、あながち責められた義理ではないのかもしれない。

　クースラはそんなことを思いながら、はたと気がついた。

　ウェランド？

　クースラは、視線をフェネシスの手元に向ける。その分厚い書しよ籍せきは、紙が今にもバラバラになりそうながたのきているものだったが、頁ページの乱れではないものが突き出ていた。

　付ふ箋せん。それはなんだ？

　最近のフェネシスが読んでいたのは、黄金の羊伝説のような古い神話が載っているものだ。

　フェネシス。その性格。思いつめた顔。ウェランド。そして、大たい公こうへのお目見えというこの状じよう況きよう。

　クースラは、ほとんど無意識にフェネシスの膝ひざの上の書物に手を伸のばしていた。

　その瞬しゆん間かんの、フェネシスの目。

　直後、先ほどの青年が扉とびらを開けた。

「次、錬れん金きん術じゆつ師！」

　名前で呼んですらもらえない。

　クースラにはそんなことを思う余よ裕ゆうがあったが、イリーネはそうでもなかったようだ。

　その一瞬に起きたことに目を見開いて、茫ぼう然ぜんとしていた。

「……どうした？」

　青年に聞かれ、クースラは自分にくたりともたれかかるフェネシスの肩かたを抱だきながら、言った。

「緊張で気分が悪くなったらしい」

「そうか。おい」

　青年は控ひかえていた兵士に合図を出すが、クースラはそれを断った。

「助手どもをぞろぞろ大公の前に連れて行くのも失礼にあたる。連れに看病させるよ」

「わかった。早くしろ」

　クースラはうなずき、イリーネに目配せする。

　クースラがフェネシスの首の後ろを打つ瞬しゆん間かんを見ていたイリーネは、クースラを責めるべきか否いなか悩なやんだような顔をして、とにかくフェネシスを優先させたらしい。

「これを枕まくらにさせろ」

　クースラは、フェネシスの膝ひざから落ちた書物を拾いながら言った。膝から落ちた拍ひよう子しに付ふ箋せんの挟はさんである頁ページが開かれていたのだが、クースラはそこに描かかれていたものを見て、自分の予測が正しかったことを知る。

　そこにあったのは、古い神話と、見事な挿さし絵えだ。

　すなわち、獅し子しの体に翼つばさを生やし、蛇へびの尻尾しつぽを持った化け物の絵。

　フェネシスが大たい公こうの前でなにを言おうとしたのか、予測するのは簡単だった。

「自分は錬れん金きん術じゆつの産物だって？」

　生物同士をつなぎ合わせて新しい生命を作る、という伝説が錬金術の歴史にはある。

「悪い冗じよう談だんにもほどがある……」

　クースラは口の中で呟つぶやき、青年の後を追ったのだった。







　大公へのお目見えはつつがなくすんだが、印象はそれなりに強力だった。

　アザミの紋もん章しようを付けた部隊は、積極的に戦う部隊というよりかは、陥かん落らくさせた町の治安維い持じや秩ちつ序じよの回復に主眼を置いている。だから、きっとそれを率いる大公も線の細い優やさ男おとこだろうと思っていたら、でっぷりと肥えた赤あか髭ひげの大男だった。始終笑っているのは、なるほど希望をもたらす部隊に相応ふさわしいが、余興好きというのは正しいのだろう。

　なんにでも興味を持つ性格が高じて、陥落させた異教徒の町へと好きこのんで赴おもむいているような雰ふん囲い気きすらあった。

　ただ、とにかく問題はフェネシスだった。結局工こう房ぼうに着くまでフェネシスが意識を取り戻もどさなかったので、クースラが背負って運ぶことになった。細くて、華きや奢しやなうえ、骨が本当に入っているのか訝いぶかるくらいに柔やわらかい。首を打つ時も相当手加減した。

「理由を、聞いても？」

　口調こそ落ち着いているが、その目は見開かれ、まばたきもせずクースラを見つめている。

　返答如何いかんによってはただじゃおかない、と言わんばかりだ。

　それでもクースラは一瞬迷う。

　ただ、秘密を明かす頃ころ合あいとしてはいいかもしれなかった。

「お前、自分の心はどのくらい広いと思ってる？」

「え？」

　イリーネは顔をしかめ、煙けむに巻くのかとクースラを睨にらみつける。

「どういう意味？」

「そのままだ。こいつの血筋の話は聞いたか？」

「それ……は……でも、それがなんの関係が──」

　あるの、という言葉は最後まで続かなかった。

　クースラがヴェールを剥はぐと、フェネシスの獣けものの耳があらわになる。

　イリーネは呆あつ気けに取られ、クースラとフェネシスを、二度、見比べた。
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「呪のろわれた血筋ってやつだ。もっとも、今のところ呪いを実感したことなんてない。こいつ自身は、自分の業ごうに囚とらわれてるみたいだが」

　イリーネは、話を聞いているのかどうかすら定かではない。

　クースラがヴェールを戻もどすと、それで催さい眠みん術じゆつから覚めたようにはっとなった。

「教会に告発するか？」

　クースラがにやりと笑いながら問いかけると、イリーネは無表情にクースラを見る。

　自分の中で理性と感情と信しん仰こう心がないまぜになって、どんな顔をしたらいいのかわからないのだろう。

　だが、人の好すき嫌きらいなんてのは、見た瞬しゆん間かんに結論が出ているものだ。

　イリーネはフェネシスの耳を見た時、騒さわがなかった。

　それだけで、イリーネがどこに落ち着くかはわかっていた。

　なので、クースラはイリーネの返事を待たず、フェネシスが持っていた書物をテーブルの上で広げて見せた。

「こいつが付ふ箋せんを挟はさんでいたところだ。見てみろ」

　そう言って、未いまだ戸と惑まどうイリーネに本を押しつける。

　イリーネはじっとクースラを見つめたままだったが、ゆっくりと固唾かたずを飲む。

　そして、目を閉じると、言った。

「私は、私の見たものを信じるわ」

　クースラは、ついつい軽く肩かたを揺ゆらしていた。

「なら、これも見ろ」

　クースラは本を指の先で示す。

　目を開けたイリーネが、クースラをじっと睨にらみながら深呼吸する。

　それからようやく本に視線を落としたのだが、途と端たんにびくりと体をすくませたのは、理性とは関係のないことだったかもしれない。

「古代の神話上の生き物の挿さし絵えだな。だが、錬れん金きん術じゆつの伝説の中には、死んだ生き物をつなげて新しい生き物にするというものがある。死体同士をつなぎ合わせて血液を流すって方法だ。話を聞くとうまくいきそうなんだがな、残念ながら成功した話は聞かない」

「……」

　本の挿絵の不気味さに、イリーネの顔は白く強こわ張ばっている。

　だが、その本当の理由は、その挿絵とフェネシスとの符ふ合ごうに考えが至ったからだろう。

「自分は錬金術で作られた存在だ、と言い張れば、ウェランドを助けられるとでも思ったんだろう。ウェランドに会いに行ったのは、この計画を伝えるためだったみたいだな」

　クースラは呆あきれ果て、吐はき捨てるように言った。

「馬ば鹿かな話だ。公衆の面前でそんなことをしてみろ。教会の連中も居合わせている中で、大混乱が起きるぞ。騒さわぎが運よく収拾したとして、俺たちが呑のん気きにカザンに向かえるとでも思っているのか？　この間ま抜ぬけは」

　目的のために手段を選ばない、というのはクースラも覚えがある。

　だが、その選ばなさにも種類がある。フェネシスは本当に選ばない。自分がどうなろうとも、顔が目的に向いてさえいればどれだけ無意味でくだらないことでも本気でやろうとする。

　その様に、まるで死にたがっているかのような匂においを感じたのも、ついこの間の話なのだ。聖歌隊に道具のように使われていたフェネシスは、まさしくそんな感じだった。

　クースラは見ていられず、フェネシスを引き取った。これ以上守るに値あたいする間抜けもいないと思ったからだ。最近はうまくいっていた気がするのだが、ウェランドのことがよほど応こたえたのかもしれない。

　仲間と思っていた者が離はなれ離ばなれになるなんて、そんなこと、たくさんあっただろうに。

　いや、あるいはそれだからこそ、今度こそばらばらにならないように？

「で、も……」

　クースラがあれこれ思っていると、イリーネがようやく口を開いた。本を置き、緊きん張ちようを飲み下すように口元を押さえてから、大きく息を吸って、言った。

　強い娘むすめだ、と思う。

「でも、だったら、どうするの？」

「鎖くさりで縛しばって荷物にの中に放ほうり込んでおく」

　クースラが言うと、イリーネは無表情に手をテーブルの上に這はわせ、燭しよく台だいを手に取った。

「と、言いたいところだがな」

　クースラがあらかじめそう言うつもりでなければ、燭台で頭を殴なぐられていたかもしれない。

「こいつは思い込んだら、これだ。自分のことなんかなにも考えちゃいない。結果すら考えていないところがある」

「でも……それは、あんたが助けなかったからじゃないの」

　イリーネの言葉に、クースラはそちらを見る。

　苦笑してしまったのは、まさしくそのことに困っているからだ。

「そうだ。お前の時もそうだった」

「え？」

「お前があの組合の会館で苦しんでいることに気がついて、俺にお前を助けてくれと頼たのみやがる。俺を、誰だれでも助けるお人ひと好よしだと思ってるんだよ」

　イリーネは自分のことを話題にされたせいか、それともクースラの言葉にどう反応していいかわからなかったのか、頬ほおをひくつかせて、顎あごを引いて窺うかがうように言った。

「笑う……ところ？」

「笑うところだ。こいつは、俺がこいつを助けたから、俺が他ほかの誰かも助けるお人好しだと思ってる」

　眠ねむるフェネシスの前まえ髪がみを指で触さわると、フェネシスは少しだけ、顔をしかめた。

「馬ば鹿かな話だ。俺は錬れん金きん術じゆつ師だ。自分の利益でしか動かないことはわかってるだろうに」

「……」

　イリーネはクースラを見て、肩かたの力を抜ぬいて、燭台をテーブルに置いた。

「あんたに助けられたって話は聞いた。呪のろわれた血筋ってのも。まあ、まさかこんな……可か愛わいらしいおまけがついているとは思わなかったけど」

　可愛らしいおまけとくる。

　イリーネは町の中で生まれ、狭せまい世界で暮らしてきた人間とは少し違ちがう。苦労して町を渡わたってきた分だけ幾いく分ぶん心が広く、そしてだいぶ罰ばち当あたりなのかもしれない。

「でも、嬉うれしそうだったよ」

「……」

　クースラは、黙だまる。

「だから、ウェランドさんを助けたいってのもあるだろうけど、こんな……とんでもないことを思いついた理由は、もっと別にあるんじゃないの？」

「……別に？」

　クースラが視線をフェネシスからイリーネに向けると、イリーネもまたフェネシスに向けていた視線をクースラに向けた。

「あんたに期待してたから、余計に傷ついた」

「……」

「自分を助けてくれた相手が悪人だなんて思いたくないじゃない」

「俺は悪人じゃない」

　クースラは肩かたをすくめて言う。

　イリーネが臭くさい物ものを嗅かいだように顔をしかめたが、クースラは半笑いのまま。

「言ったろ。鍵かぎの形は、錠じよう前まえの形による。世界がくそったれだからな。俺も《利子クースラ》のように動かざるを得ない。悪いのは俺じゃない。この世界だ」

　そして、悪い夢でも見ているのか、小さく呻うめいたフェネシスの額に手を置いた。

「俺に期待されても困る。俺の手が掴つかめるものは、たかが知れてるからな。教会の説教は嫌いやなことだけ正しいってわけだ。器うつわ以上に大きなものを盛ろうとすれば、いつだってひっくり返る。そして……二度と戻もどらない」

　クースラは言って、肩をすくめた。

「町の人間からは、自由だ横暴だと言われてる錬れん金きん術じゆつ師も、大したことなんてない」

「……じゃあ、どうするの」

　イリーネは職人の娘むすめだ。現実的な話ができるのでクースラにはとても助かる。

「鎖くさりで巻いて引きずっていくのは、こいつを苦しめていた聖歌隊と同じだからな。しょうがないだろ。どうにかするよ」

「だから──」

「助けるよ。ウェランドを」

　イリーネは呆ほうけたようにクースラを見て、聞き返す。

「助けられるの？」

「まだわからんがな。考えてはみる。ただ、一つ頼たのみがある」

「……なに？」

　訝いぶかしげにクースラを見るのは、どんな無理難題を言われるのか警けい戒かいしているようにも見えた。

「簡単なことだ。俺がウェランドを助けるために動いていることを、こいつには隠かくしておいてくれ」

「え？」

「野の良ら犬いぬや野良猫ねこが餌えさを貰もらうと味を占しめるだろ。だが、餌をくれる誰だれかは皮を剥はぐための野犬狩がりかもしれない。この白猫は世の中に幸運ばかりがあると思っているようだが……」

　クースラは、声を落として言った。

「俺は、違ちがう」

　世の中は、無む慈じ悲ひで、理り不ふ尽じんだ。そんな嵐あらしの中、なにかしらに出くわすたびに期待されては、いつか必ず土ど壺つぼに嵌はまるとわかりきっている。

　クースラはフェネシスを守りたいと思うし、オリハルコンという信じがたいほど馬ば鹿かげたものだって追いかけたい。

　ただ、残念ながら、その二つを両立させるには、いつもフェネシスの希望どおりには動けない。

　クースラは、ウェランドのようには一生かかっても言えないだろう。

《利子クースラ》は笑わないし、誰かに笑ってもらおうとも思わない。

　ただ、マグダラの地で眠ねむるために、そこを目指すのだ。

「わかった」

　イリーネが、ゆっくりと飲み込むように、言った。

「あんたにはあんたの考えがあるんだって」

「ウェランドよりいい男だろ？」

「ウルちゃんに何度目を覚ませって言ったか教えてあげようか？」

　イリーネは呆あきれたように言って、なぜか肩かたを落とす。

「錬れん金きん術じゆつ師は、もっとすごい連中かと思ってた」

「いい言葉だ。錬金術師は、鉛なまりを金きんに見せる術に長たけている」

　クースラはそう言って、フェネシスの額から手を離はなしたのだった。






[image: ]







　ああは言ったものの、では実際にどうするのかといえば、クースラに当てなんてなかった。

　錬れん金きん術じゆつ師であることを証明しろなどと、無理難題にもほどがある。

　それこそ、オトリスが言ったように死んだ者を生き返らせでもしない限り、そんなことは無理だろう。

　そして、生き返りの技法は錬金術師の伝説の中でも、検けん討とうすら面めん倒どうなほど胡う散さん臭くさいものであり、同時に鉛なまりを金きんに変えるのと同じくらい、多くの錬金術師を魅み了りようしたことだった。

　世の理ことわりに真っ向から立ち向かうその大それた御み業わざに挑ちよう戦せんした者たちは少なくない。

　ただ、記録に残るほとんどが、水銀蒸気で頭のおかしくなった連中の戯たわ言ごとにすぎないのもまた事実だ。魔ま法ほう陣じんを描かいた上で牛の精液と蛙かえるの目玉と処女の生いき血ちを大おお釜がまで煮にて、その中に死体を沈しずめて呪じゆ文もんを唱えれば生き返る、という類たぐいのもの。そういう状じよう況きようでは、フェネシスが見つけたような神話に手がかりを求める者がいるのも理解できないことではない。死体をつなぎ合わせ、馬の血液なりを流し込めば、いかにも死体が復活しそうな気がする。

　だが、そのすべての企くわだてが失敗した。

　それは決して昔の人間が馬ば鹿かだったから、というわけではなく、むしろはるか昔の記録のほうが穏おん便びんだったりもする。いつか復活した時のために、といって死体を保存する技術に望みを託たくしていたりもするからだ。鍋なべにあれこれ入れて煮込む方法は異い端たんに分類されるが、保存技術のほうは約束の地を取り戻もどすために戦いに赴おもむいた聖者の遺体を保存するために、今でも活用されている。もちろん、復活の奇き跡せきは創造主たる神の使いにしかできないことになっているので、間ま違ちがってもそれを死者復活の儀ぎ式しき、とはいわないのだが。

　ただ、その際に使う主な乾かん燥そう剤ざいが、パンを焼くために用いる膨ふくらし粉こだというのは、なにか妙みようなものを感じてしまう。人はパンで生き、そのパンをうまそうに見せるために膨らませる材料で、死体を保存されるのだから。

　クースラはそんなことを考えながら、町の一角に来た。

　閑かん静せいな住宅街、といえば聞こえはいいが、大人同士ではすれ違うのも難しそうな路地が入り乱れる、グルベッティの町の中でも古くて少し陰いん気きな雰ふん囲い気きのある地区だ。

　それは、治安の悪さや住んでいる者たちの収入の低さというよりも、どこか太陽をまっすぐに見られない奴やつらが住む、そんな区画だった。

　クースラは、惰だ眠みんをむさぼる野の良ら犬いぬをまたいで、一件の家の前に立つ。

　ここは宿屋の主人から教えてもらった。彼らは商売柄がら、町の空き家を勝手に宿にして営業されないように、町の中の建物の状じよう況きようを恐おそろしいほどの正確さで把は握あくしている。

　だから、貴族様が愛人を囲うために部屋を用意したことも、彼らにだけは筒つつ抜ぬけになるのだ。

「いるんだろ」

　クースラは、窓の下でそう言った。

　しばらくは反応がなく、遠くで子供の騒さわぐ声が聞こえるだけだった。

「なんだよお」

　窓まど枠わくに腕うでを載のせ、しかし顔は見せずにウェランドの声が聞こえてきた。

「どうせ鍵はかかってないんだろ？　下りて来い」

　クースラが言うと、ウェランドはしばらく考えるようにじっとしていたが、腕がしまわれ、ほどなくして扉とびらが開かれたのだった。







「まさかクースラが助けに来てくれるとは思わなかったよお」

　ひどく疲つかれたように見えるのは、服がよれよれだから、というわけではないらしい。いつもともすればやる気のなさそうな表情だが、今のウェランドの顔は憔しよう悴すいしていた。
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　一晩中、行かないでと泣いてすがられでもしたのだろう。

　こいつのどこがそんなにいいんだ？　とクースラは思うわけだが、蓼たで食くう虫むしも好き好きだ。

「帰ろうと思えばいつでも帰れるだろ」

「……まあ、ねえ」

　ウェランドは別に閉じ込められているわけではなかった。

　ただ、逢あい引びきに使っていたのだろう部屋から出て来なかったのには、それなりの理由があるはずだった。

　だから、クースラはフェネシスの暴走を止めるためにウェランドを助けると言ったものの、一応本人の希望も聞いておいたほうがいいだろう、と思ったのだ。

「娘むすめに未練が？」

　クースラが聞くと、壁かべに背を預けていたウェランドが、卑ひ屈くつな笑えみをクースラに向ける。

「意地悪言うなよお……」

「お前のせいで、とんだとばっちりでな」

　吐はき捨てるように言うと、ウェランドは視線を戻もどして、頭を掻かく。

「錬れん金きん術じゆつ師が二人、同じ工こう房ぼうにいるのが間ま違ちがいなんだよねえ」

　やはり、ウェランドは自分の責任として、この件を背負うつもりだったようだ。

　くそ野や郎ろうと思うことはままあるが、きちんと弁わきまえるべきところは弁えている。

「でも、来てくれたってことは」

「友情だと？」

　クースラの視線に、ウェランドはようやく楽しげに笑った。

「クースラも冗じよう談だんがうまいねえ。まあ、ウルちゃんだろ？」

　可能性なんて絞しぼられるから、あてずっぽうで言ったって当たる。

　だが、ウェランドがあまりに迷いなくそう言うので、フェネシスのことならなんでもお見通しだ、と言っているようにも見えた。

　クースラは、それに腹が立つ自分自身に気がついて、余計に苛いら々いらした。

　まるで嫉しつ妬とではないか、と。

「俺がお前を助けないことに、あいつはえらくおかんむりだ。首に鎖くさりを巻いて連れて行こうかとも思ったが、そうもいかなくてな」

「ふうん……」

「だが、お前自身がどうなのか気になったんだ。どうするんだ？　ここで愛する大貴族の庇ひ護ごを受けて研究を続けるってのもありだろう？　それなら俺はそのことをあいつに伝えるまでだ」

　クースラがにやにや笑いながら言うと、ウェランドは視線を廊ろう下かの床ゆかに落としたまま、上げなかった。いつものへらへら笑いもなかった。

　クースラはそんなウェランドの様にやや驚おどろき、そして、フェネシスのことをあっさり看破された時以上に苛立った。

「お前にとって、マグダラとはその程度のものなのか？」

　そして、顔を上げたウェランドも驚いていた。

　クースラとウェランドはしばらく無言で視線を交かわし、先に動いたのはウェランドだ。

　参ったな、とばかりに笑うのだ。

「はは、ウルちゃんがむきになるわけだねえ」

「あ？」

「なんでもないよお。いや、迷ってても駄だ目めだよねえ。製せい錬れんだってそうだ」

　ウェランドは頭を掻かき、天てん井じようを仰あおいで、言った。

「俺も、マグダラに行きたいよお。そのためには、カザンに行かなきゃね。ここで得られるものは少なく、そして、人生は……」

　笑え顔がおでため息。

「短いんだよお」

「なら、助けるぞ」

　クースラが不ふ機き嫌げんそうに言うと、ウェランドはくすくすと笑う。

「不思議な物言いだねえ」

「俺にとっちゃ、お前がどうなろうと関係ないからな」

「……」

　ウェランドはクースラを窺うかがうようにうつむきがちに見て、目を逸そらすと苦笑しながら小さく肩かたをすくめていた。

「でも、あてはあるのかい？」

　ウェランドに聞かれ、クースラはあっさりと白状する。

「お前、なにか案はないか？」

　ウェランドは笑い、再び肩かたをすくめたのだった。







　御ご令れい嬢じようのフラウとやらがやって来てややこしいことになる前に、クースラはウェランドと別れて市場をぶらついていた。

　ウェランドと話しても、ウェランド自身、考えていたのはやはりどうにかして死者を生き返らせるように見えるなにかがないだろうか、というものだった。出てくる話も、巷ちまたに流る布ふする迷信程度の話ばかり。死者の蘇よみがえりについては錬れん金きん術じゆつの独どく壇だん場じようというわけではなく、そういう話はあちこちでよく耳にする。

　そのほとんどが、寝ねぼけて夢と現うつつの区別のつかないものであったり、蘇って欲しいという願いゆえにそう見えた、という話だった。

　とはいえ、その中にはいくつか実態を伴ともなった話もある。

　そして、そういう話については死体がたくさん並ぶ市場に行けば集めやすい、ということで、クースラは市場をぶらついていたわけだった。

　肉屋では軒のき先さきに山や羊ぎや羊や牛の頭が槍やりに突つき刺さし掲かかげられ、解体されたばかりの肉の新しん鮮せんさを声こわ高だかに小こ僧ぞうが売り込んでいる。そういう目め隠かくしなのかと思うくらい、ずらりと庇ひさしに莵うさぎや鳥を吊つるしている店もある。

　クースラが足を止めてああでもないこうでもないと考えていると、大きな肉切り包丁を磨みがいていた店主が声をかけてきた。

「いらっしゃい。今晩のおかず……じゃなくて、実験の材料ですかね」

　にやりと笑う様は、さすが肉屋といったところか。人を真っ二つにできるくらいの巨きよ大だいな肉切り包丁を振ふるう肉屋と、牛の頭を粉々にできるくらいのめん棒を振るうパン屋は、鉄を扱あつかう職人たちよりも荒あらっぽいことがある。町の中で大きな乱らん闘とうがあるとすれば、正面に立ちたがるのは大体その二つの組合だ。

「以前小こ耳みみに挟はさんだんだが、鶏にわとりを眠ねむらせる方法があるって本当か？」

　クースラが唐とう突とつに聞くと、肉屋の店主はきょとんとして、それから「ああ」と笑った。

「たまに小僧どもが使うよ。解体のために鶏を並べる時とかにな。目隠しして背中を地面につけて押さえつけるだけで、かたまっちまうんだ。何羽も並べて解体してると、ちょっと不気味だがね」

「ふ……む」

　ただ、それでは死んだ鶏を生き返らせた、とは言い張れない。

　鶏は頭を刎はねてもしばらく走り回ることもあるらしいが、それもまた違ちがう。

　クースラは吊るされている鶏を眺ながめながら、腹に膨ふくらし粉こを入れたらどうだろう？　と思う。膨らみで、息をしているように見えないだろうか。

「なにか魔ま法ほうの材料をお探しなんですかね」

　店主は好こう奇き心しん半分、迷めい惑わく半分、という不思議な塩あん梅ばいの笑えみを浮かべている。

　クースラは、尋たずねる。

「死体が生き返ったと、騒さわぎになることってないか？」

「なに？」

　巨きよ大だいな肉切り包丁を肩かたに載のせ、傭よう兵へいですらそこまで肥大していない牛の脚あしみたいな腕うでの筋肉が盛り上がる。

　ただ、割と話のわかる店主だったようだ。

「そりゃあ、こんな商売だ。たまにはあるさ」

「ほう」

「だが……うちの店が蒙もう昧まいだって思われちゃ困るんだがね」

「もちろんだ。ちなみに、俺は明日か明後日あさつてには、この町に来ているアザミの紋もん章しようの部隊と一いつ緒しよに北に向かうことになっててね」

「お……なんだ、それならそうと言ってくれよ。どうだい。生肉は旅には不向きだが、うちの肉を卸おろしてる乾かん物ぶつ屋がある。今ならいい豚ぶた肉が並んでるはずだ」

「話の内容次し第だいだな」

　クースラが笑いながら言うと、店主は口をひん曲げた。

　そして、辺りを見回してから、声を潜ひそめて言う。

「その手の話は少なくない。だが、ほとんどが寝ねぼけていたか、仕事に慣れない小こ僧ぞうの思い込みだ」

「構わない。どういう話がある？」

「うちの話じゃないからな。よそでこういうことがあったって話だからな」

　面めん子つにこだわる肉屋らしく、そう前置きしてから、言った。

「まあ、一番多いのは、死んだ後に死体が動いたってものだ」

「どれも首を刎はねた後は少しくらい動くものだろう？」

「まあな。鶏にわとりの類たぐいは特にそうだ。ただ、生き物ってのは死んだ後に一度、体が石みたいに硬かたくなる。その時に、体が動くことがあって、生き返った、なんて話が出るわけさ」

「ふん」

「俺たちはそういうことがあるって知ってるからいいけどよ、無知な連中の間にゃあ、冗じよう談だんじゃすまない悲劇もあるわけよ」

　クースラは興味を引かれて店主を見る。

「何年か前に、少し離はなれた村であったんだ。死にかけの奴やつが天国に行けるようにと司祭が秘ひ跡せきの終しゆう油ゆを額に垂たらしたら、そいつが死んだ後に目を見開いた、奇き跡せきだって騒さわぎがさ。死んだ奴が聖人か、終油を授さずけた司祭が聖人かとなって、やめときゃあいいのに、村の連中は奇跡譚たんだと信じて喧けん伝でんした。当然、教会の調べが入って、これさ」

　肉屋が首を掻かき切るしぐさをすると、実に様になっている。

「悪あく魔まに騙だまされていた、てことで司祭は縛しばり首くび、死んだ奴やつの家族は異い端たんの廉かどで村から追放さ。死体が死んだ後も動くってことを知ってれば、偶ぐう然ぜんだとわかったろうがね」

　いかにもありそうなことだし、過去には錬れん金きん術じゆつ師も似たような罠わなにたくさん嵌はまったことだろう。クースラはそう思うのだが、やはり死体を動かす、という考えに沿うしかなさそうだ。

　まさかオトリスも、死者が立ち上がって喋しやべり出し、またいつもどおりに生活しなければならない、とまでは言い張らないだろう。

　クースラがあれこれ考えていると、でかいため息が聞こえてきた。

　肉屋の主人が、クースラのことを藪やぶ睨にらみにしている。

「で、なにを買ってくれるんだね？」

　話を聞くだけか、と憤いきどおる主人に向かい、クースラは金貨を渡わたし、吊つるされていた鶏にわとりと莵うさぎを数羽ずつ購こう入にゆうしたのだった。







　工こう房ぼうに戻もどるとフェネシスの目があるので、ソペイテスの工房に向かう。

　錬金術師が鶏と莵を腰こしに吊るして自らの工房に戻れば、すわ怪あやしげな実験かとなるが、職人の工房を訪おとずれれば、手て土産みやげの類たぐいかと思われる。

「とはいえ、量が多いだろう」

　ソペイテスは呆あきれるように言う。金貨に破顔した肉屋の店主が大おお盤ばん振ぶる舞まいしてくれたのだが、実験に使うのなら多いほうがいい。

「食べますかね？」

「……なにに使うのか知らんが、罰ばち当あたりなことだ」

　ソペイテスは言いながら、丸々と肥えた莵を一羽手に取った。

「死者復活の方法を探さぐろうかと」

「……」

　老ろう齢れいのソペイテスは、同世代の職人がすべて天に召めされている。

　ただ、クースラの物言いにはやれやれと首をかしげるだけで、好きにしろと呟つぶやき、結局二羽の莵を手に取り、厨ちゆう房ぼうのほうに持って行った。

「死んだ後に瞼まぶたが開くだけで大おお騒さわぎになるなら、それでもいいんだが」

　それに、伝令官の言った言葉を思い出す。彼らはこれから、北の無知蒙もう昧まいな異教徒共が跋ばつ扈こする場所に赴おもむくのだ。そこでフェネシスが役に立つといえば、見た瞬しゆん間かんに畏い怖ふを与あたえられるというそのわかりやすさだと言う。

　だとすれば、生き返りの演出をうまく見せられれば、かの村中が大騒ぎになったようなことを再現できるはず。それは異教徒どもを威い圧あつするのに役立つだろう。

　そして、クースラたちが部隊に貢こう献けんできるなら、損得勘かん定じように長たけた彼らのこと、オトリスの茶々など跳はね返してカザン行きに同行させてくれる可能性があった。

　ただ、肉屋の店主から言わせれば、瞼まぶたが動いたのは生あい憎にくと偶ぐう然ぜんということだった。手が動いたり、体が震ふるえたりはよくあることらしいが、狙ねらっていかにも生き返ったようにさせるのは無理だと。

　それに、莵うさぎや鶏にわとり程度では体が小さくてそんな地味な動きではよくわからない。牛くらいでかければ多少は迫はく力りよくもあるかもしれないが、殺すのに手間がかかればそれだけで大おお騒さわぎで、生き返りの演出もなにもなくなってしまう。

　そこで、クースラは店主の話を聞きながら、膨ふくらし粉こはどうだろう、と思っていたわけだ。鶏の腹の中に膨らし粉と麦粉を練ったものを詰つめて膨らませれば、息をしているようにも見えるかもしれない。

　そう思い、早さつ速そくソペイテスの厨ちゆう房ぼうから材料を借りてやってみたが、期待外れだった。

　目覚まし時計を作った時は、上に置いた桶おけが傾かたむいて床ゆかに落ちるくらい膨らめば十分だったが、膨らむ速度が遅おそいうえ、期待したほどではなかった。

「鶏の詰め物かね。あれはうまいが、手間がかかるぞ。それに、どうせやるなら中に鶉うずらを詰めたやつがいいな」

　顔を覗のぞかせたソペイテスがそんなことを言う。

　クースラは、ずいぶん豪ごう勢せいな料理を知っているじゃないかと思いながらも、無視をする。

「一番うまいのは、牛の膀ぼう胱こうで鶉を包んだ中にスープも詰つめ、それをさらに鶏の中に押し込むやつなんだが、欲張ると詰め物が破は裂れつすることがあってな。その塩あん梅ばいが……」

　引退してからは食道楽なのか、クースラですら食べたことがないような手間のかかった料理の話をするソペイテスに、黙だまれと一いつ喝かつしようとした瞬しゆん間かんだ。

　詰め物が破裂する？

　その衝しよう撃げきがあれば、死んだ鶏が生き返ったように見せられるのでは。

　ただ、スープを詰めた牛の膀胱が破れるくらいで、体が跳ねたり翼つばさが動いたりするだろうか。それに、たった一回びくりと動いただけでは、説得も難しそうだ。

　それでも、クースラはこの先になにかがあるような気がしてならなかった。もう少しでなにかが見つかりかけるような焦しよう燥そう感に、頭を掻かく。

　そして、その手が首筋まで滑すべり、火傷やけど跡あとを引っ掻いた。

　その痛みに顔をしかめた瞬間だ。

　うってつけのものがクースラの脳裏をよぎったのだ。

「……その手があったか」

「それで、結局香こう辛しん料りようというものは……ん？」

「あんた、金細工職人に知り合いいないか」

「突とつ然ぜんなんだ。そりゃあ、いるが」

「じゃあ、ちょっと集めてもらいたいものがあるんですがね」

　ソペイテスが、頭頂部に皺しわが届くくらい、片かた眉まゆを怪け訝げんそうにつり上げる。

「水銀と、大おお鍋なべ？」

「鶏にわとりの詰つめ物ものを作ろうと思いまして」

　あとは、見せ方だ。

　錬れん金きん術じゆつ師は鉛なまりを金きんにも見せる。詰め物の破は裂れつを死者復活に見せることくらい、わけはないはずだった。







　クースラの思いついた方法には、多少の準備がいる。技術的にはさほど複雑なことはない。頃ころ合あいを見計らうのがやや難しいかもしれなかったが、特に重要なのは演出の部分だった。

　だが、それを直接フェネシスには言えないので、結局それらの指示の諸もろ々もろをしたためてから、ウェランドの署名を添そえて手紙にした。いかにも囚とらわれの場所から送ったというふうに届けさせるため、町の小こ僧ぞうまで使った。

　その一方でクースラは、この手法が北に行って異教徒たちを黙だまらせるのに有効な手段になる、と伝令官のアイルゼンに売り込んだ。北の地で役に立つはずだから、たとえオトリスの面めん子つを潰つぶすことになったとしても自分たちを連れて行ったほうが得だぞ、と知らしめるためだ。それに、クースラがやろうとしていることは少なからず信しん仰こう的な問題を引き起こしそうだったので、そのあたりの相談も含ふくんでいた。

　そして、少なくともアイルゼンのところでは了りよう承しようを得た。彼らは懇こん願がんには耳を貸さないが、取引するものがあれば話は別なのだ。

　問題は、最終的な決定権を持つ閣かつ下かたる大たい公こうだった。アイルゼンがその話を持って行ったら、自分の目で効果を確かめると返答があったらしい。そのために、人を集めて大々的にやれ、と。

　要するに、いい余興だと思ったらしい。

　ただ、好こう奇き心しん旺おう盛せいで、錬れん金きん術じゆつ師に火ひ吹ふき芸までやらせるような輩やからならば、気にいるに違ちがいない、とクースラには勝算があった。クースラは、錬金術師の「鍍金めつき」を最大限に活用した案を作ったのだから。

　それに、衆しゆう目もくの集まる中でやったほうが、オトリスに逃にげ道みちをなくすことができる。

　そういうわけで、急きゆう遽きよ町に触ふれを出したり、実験に必要な大おお鍋なべや薪まきも手配して諸もろ々もろの下準備を終えて工こう房ぼうに戻もどると、イリーネが顔をひきつらせていた。

「……これを……着るの？」

　大公はこの実験をどこまで真しん剣けんに考えているのかわからない。本当に北の地で有効な方法を見定めるためなのか、それとも単なる見世物として認にん識しきしているのか。

　おそらく大貴族からすれば、異教徒討とう伐ばつすら死ぬまでの暇ひま潰つぶしにすぎないだろう。だとすれば、錬れん金きん術じゆつ師たちが狂くるおしいほどに追い求めるマグダラの地など、なおさら歯し牙がにもかけないくだらないことに違ちがいない。

　クースラは、大きな力に翻ほん弄ろうされる我が身を呪のろわない。呪わずに、ただひたすらに《利子クースラ》のごとく生きるまでだ。

　なんにせよクースラたちの望みが大公の裁量如何いかんならば、クースラは錬金術師の信条に従って、なんだってする用意があった。

　そのうちの一つが、イリーネの手にしている服だった。

「これなら見た目の印象が絶大だからな」

「そりゃあ、そうだけど……」

　イリーネは言って、倉庫から引っ張り出してきた服を手に、躊ちゆう躇ちよしている。フェネシスに至っては、どんな形なのか想像もついていないらしい。

「これって、有名な黒死病の時に使うやつ、よね？」

「黒死病に限らない。病気や毒気が発生した際に着るものだ。本当なら鼻が曲がるほどの香こう料りようを詰つめ込んだりするんだが、そこまでは必要ないだろうからな。それだけでもだいぶ楽なはずだ」

「……わかったわ。方法が、これしかないんでしょう？」

「らしいな。俺もそう思う」

　クースラはそっけなく言って、フェネシスを見て言った。

「イリーネ。こいつ用に裾すそを上げてやってくれ。それと、手順についてはわかってるな？」

「わかってるけど……本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「実験した。間違いない」

「……」

　クースラの言葉に、イリーネは仕方ない、とばかりにうなずいた。

「お前もいいか」

　クースラがフェネシスに言葉を向けると、フェネシスは相変わらずの無視。

　ただ、ウェランドの策ということでやる気はあるらしいし、ほとんど失敗するような要素もない。

　クースラは小道具を抱かかえ、言った。

「じゃあ、行くぞ」







　グルベッティの地元の教会には、無知蒙もう昧まいな異教徒たちに正教徒の力を知らしめる方法のための実験、と伝えてある。アザミの紋もん章しようの部隊にいる聖歌隊の連中も、異教徒を殲せん滅めつする一助になりそうなことならなんでもいい、という反応のようだ。役に立ちそうならなんでも使うというあたり、根底にある精神は錬れん金きん術じゆつ師と変わらないのかもしれない。

　そして、グルベッティの広場には薪まきが積み上げられ、その上に大おお鍋なべが置かれ、噂うわさを聞きつけた物見高い町の人間が大勢詰つめかけている。そんな広場が見渡わたせる場所に櫓やぐらと玉座が置かれ、大たい公こうが座っていた。

　伝令官を探せば、大公の櫓の側そばに控ひかえ、オトリスもいる。ウェランドの姿はないが、オトリスの顔が始終苦いものになっているので、これがウェランドを助けるためのものだ、というのは勘かんづいているのだろう。

「では、これより錬金術師による実験の披ひ露ろうを行う。これは異教徒を滅ほろぼさんとする信しん仰こう心の賜たま物ものであり、すべては神の作り出された理ことわりに従って再現されるものである」

　進み出たアイルゼンが、裁判権を示す宝ほう剣けんを手に掲かかげながら宣言する。

　これから行われることがどうあれ、責任は部隊が取る、ということだ。

「始めよ」

　大公が右手を掲げ、王のように言う。

　クースラは広場に歩み出て、一礼する。

「我が名は錬金術師クースラ。相棒の錬金術師ウェランドの案による、蒙もう昧まいな異教徒を畏い怖ふさせるための術をご覧に入れます」

「うむ」

　フェネシスの耳の毛よりもさもさの髭ひげの中ですら、大公がわくわくしているのが見て取れる。

　クースラは広場の隅すみに手を振ふり、二人の助手を呼び寄せる。

　その瞬しゆん間かんの広場のどよめきといったらない。

　イリーネとフェネシスが身にまとっているのは、不吉な死を暗示させる、疫えき病びよう治ち療りようのために使う防護服だからだ。

「おお……」

「不吉な……」

　口々にざわめきが漏もれるし、中には泣き始める子供もいた。

　頭からくるぶしまですっぽり隠かくれるローブ風のその服は、目に丸い硝子ガラスを嵌はめ込み、口元は巨きよ大だいな怪かい鳥ちようのごとくに尖とがって突つき出ている。外の悪い空気が入らないように、腕うでも指の先まで覆おおわれている。その指先に鉤かぎ爪つめがついているのは、患かん者じやの腫しゆ瘍ようを切り取り瀉しや血けつするためのものだ。口が尖っているのはそこに香こう料りようを詰め込み、病の感染源といわれる淀よどんだ空気を中和するためなのだが、その異様はどこからどう見たって、異教の魔ま術じゆつを使う地じ獄ごくからの使者だった。

　だが、その格好そのものは教会が正式に認める治療具の一つ。どれだけ怪あやしげに見えたとしても、信仰的には問題ない。

「このたび、世の理ことわりに逆らうがごとくに見せますのは、この一羽の鶏にわとりでございます」

　クースラはイリーネが手にしていた、死んだ鶏を受け取った。直後、あれはうちの鶏だぜ、とあの店主が叫さけんだが、クースラはそちらににやりと笑えみを向け、口こう上じようを続ける。

「生前は実に活いきが良く、首を折ってもしばらくは走り回っておりました。だが、今はごらんのとおり、魂たましいが抜ぬけ出ております」

　クースラが首を持って掲かかげると、だらんと垂たれる。

「これから行いますは、死者を蘇よみがえらせると勘かん違ちがいされることもありますが、さに非あらず。強しいて言えば、体にわずかに残る魂をかき集めるがごときもの、と思っていただければよろしいでしょう。絞しぼれば、わずかに残りが出るようにね」

　クースラの言葉に観衆が顔を見合わせ、口々にひそひそと言葉を交かわしている。彼らの顔には、誰だれかの不道徳を諫いさめるようでありながら、抑おさえきれない好こう奇き心しんがにじみ出ていた。

　クースラは彼らの反応に満足するようにうなずいて、大おお鍋なべで煮にえる水銀に目を向ける。

　鍋の中では、見つめているとどこかに連れて行かれそうな、銀色の液体が揺蕩たゆたっている。

「もちろん、非力なる人の所業のみで可能なことではなく、神のお力も借りねばなりません」

　クースラが言うと、事前の打ち合わせどおり、フェネシスが聖典を手に鍋に歩み寄り、本を開くとごにょごにょと詩編を呟つぶやいている。そこに、イリーネが演出として薬草だのなんだのをそれらしい手つきで鍋に加えていく。

　傍はたから見れば魔ま女じよの祈き祷とうだが、使っているのはすべて教会製だ。

　イリーネが鍋の中を覗のぞき込み、丸い硝子ガラスの覗き穴の向こうから、目で合図を寄よ越こしてきた。

「では、神のお力をご覧に入れましょう」

　クースラが言うと、フェネシスは聖典を置き、クースラから鶏を受け取った。

「落ち着いてやれよ。難しいことはなにもない」

　目を合わせもしないのは、未いまだに怒おこっているからか、それとも緊きん張ちようしているからか。

　どちらでもいい。うまくいきさえすれば。

　クースラは、フェネシスから離はなれ、言った。

「本来、死を意味する水銀による、魂の残ざん滓しの動き……」

　イリーネが、鉄の柄ひ杓しやくをじれったくなるほど慎しん重ちように煮にえた水銀の中に沈しずめる。途と端たんに、ぼこ、ぼこり、と泡あわが立ち、すでに危険な温度に達していることがわかる。それでも重要なのはまさしくその温度なのだ。イリーネは沈めた柄杓をすぐには持ち上げず、周りの観衆はそれを待って息すら止めているようだった。

　一方でフェネシスはその脇わきでしゃがみ込み、死んだ鶏の口に漏斗じようごを差し込み体を支えている。

　冒ぼう涜とく的な光景に、観衆の幾いく人にんかは手を合わせて祈いのりを捧ささげている。

　だが、それもイリーネがついに柄杓を持ち上げるまで。

　人々の視線が一点に集まり、イリーネは息を詰つめると、柄杓を思い切り天に向かって突つき上げる。

「これぞ錬れん金きん術じゆつ！　ご覧あれ！」

　そして、一気に漏斗じようごに煮にえたぎった水銀を注ぎ込む。

　数日前、クースラがフェネシスの失敗で火傷やけどを負った水銀は粘ねん度どが高く、沸ふつ騰とうさせると内部に泡あわが溜たまるのか、突とつ然ぜん爆ばく発はつすることがある。それを回かい避ひするためにはゆっくりと混ぜながら、慎しん重ちようにとろ火で煮込むしかない。

　だが、今、イリーネは限界まで熱した水銀を、大上段から一気呵か成せいに注ぎ込んだ。

　真っ赤に熱した鉄を、大金かな槌づちで叩たたくようなもの。

　直後、凄すさまじい音がして、水銀が鶏にわとりの中で弾はじけ飛んだ。

「お、おお!!」

　人ひと垣がきからどよめきが起こり、髭ひげだらけの大たい公こうが目を見開いて椅い子すから腰こしを浮かしていた。

　イリーネは柄ひ杓しやくを取り落とし、フェネシスは鶏ごと漏斗を放ほうり出して尻しりもちをついていた。

　彼らの目の前では、それほどまでにあり得ないことが起こっていた。

「見ろ、鶏が!!」

「生き返っている！」

　鶏の死体は羽をばたつかせ、喉のどをくねらせ、体を跳はねさせ、足まで痙けい攣れんさせていた。鶏の腹の中で沸騰した水銀が暴れ回り、体中の筋肉を動かしているのだ。
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　そのあまりにも無様で暴力的な動きは、死の世界から無理やりに引きずり戻もどされようとしているようにも、最後のあがきとして生命力の限りを尽つくしているようにも見える。鶏にわとりの体は二転、三転、四転し、跳はねるほどの力がなくなってもしゃっくりをするかのように動いていた。

　だが、ほどなくその動きは鎮しずまり始め、やがて散発的にぴくぴくと動くだけになり、ついに静かになる。

　ぐったりと地面に倒たおれ伏ふした鶏の周りに、飛び散った羽毛がゆっくりと舞まい降りる。

　口からは、魂たましいが漏もれ出るかのように、熱された水銀が湯気と共に流れ出る。

　観衆は静まり返る。

　クースラは、櫓やぐらの上に向けて、言った。

「異教徒どもは、肝きもを潰つぶすことにございましょう」

　椅い子すから身を乗り出していた大たい公こうは、それで我に返ったらしい。

　小さく咳せき払ばらいをすると、立ち上がり、右手を掲かかげて宣言した。

「錬れん金きん術じゆつ師、その錬金術、見事であった！　さぞや異教徒どもの目を見開かせることであろう！」

　お気に召めしたということだ。

　オトリスが渋じゆう面めんのまま、クースラを睨にらみつけてくる。

　だが、伝令官が近寄り耳打ちをすると、オトリスは憤いきどおりを堪こらえるようにしながら、うなずいていた。そして、広場の一角に視線と共に指を向けた。クースラも視線を追いかければ、そこには貴族風の身なりの娘むすめと呑のん気きに手をつないだウェランドがいた。

「後は、あいつ自身がどうにかするだろ」

　クースラは独ひとり言ごち、ぐったりした鶏を前にへたり込んでいるフェネシスとイリーネに視線を向ける。効果のほどは予測できていなかったようで、二人ともずいぶん驚おどろいているようだ。

　この黒死病の治ち療りように使う服を使ったのは、そういう顔も全部隠かくしてくれるから、という理由もあった。

「よし、後片づけだ」

　クースラはここに至っても錬金術師らしく、短く言ったのだった。







　結局、オトリスはアザミの紋もん章しようの部隊からの要求により、ウェランドを解放せざるを得なかった。ウェランド自身、どうにか貴族の娘と話し合いの末、町から出て行くことを了りよう承しようさせたらしい。

　どんな気き障ざな言葉を使ったのかは知らないが、あの見世物から二日後、グルベッティの町を後にする時の見送りでは、娘は泣きながらも気き丈じように笑おうと努めていた。

　ずらりと並んだ荷馬車の荷台で、クースラはその様を苦々しく見る。

　同じ荷台の上でイリーネもそちらを眺ながめていたが、羨うらやましいかも、とかなんとか呟つぶやいていた。

　フェネシスは荷台の脇わきに立ち、ウェランドのほうを見つめている。そして、ウェランドが娘むすめと別れて来ると、笑うのが相応ふさわしいのか戸と惑まどいつつも、笑え顔がおで出で迎むかえていた。

「いいの？」

　と、言葉を向けてきたのはイリーネだ。クースラは視線をフェネシスから逸そらし、工こう房ぼうから持って来た書物を開いた。

「好きにさせるさ」

　あれから二日間、やはりフェネシスはクースラと口を利きくどころか視線も合わせない。

　イリーネは約束を守って、あの水銀の見世物をウェランドの案だと言ってくれたようだ。

　クースラは別に自分の手て柄がらを正当に認めてもらいたい、などとは思わない。この先、フェネシスが単純で甘い考えを自分の元に持ち込まなくなるようになれば、それでいい。

　怒いかりそのものは、これから先、共に工房で作業をしていれば薄うすれていくだろう。

「意地っ張り」

「生き方の問題だ。そりゃあ、張るだろうよ」

　イリーネは肩かたをすくめ、荷台の縁ふちに頬ほお杖づえをついて町を眺めている。

　イリーネ自身、この先二度とグルベッティに戻もどらないかもしれない。この強気な娘が町との別れで泣けばそれはそれで面おも白しろいだろう、と思っていたが、ソペイテスがふらりと現れても取り乱しもしなかった。淡たん々たんと挨あい拶さつをして、握あく手しゆを交かわしていた。

　もっとも、ソペイテスがそれだけですぐに帰ってしまったのは、もしかしたらイリーネが取り乱さないための配はい慮りよだったのかもしれないが。

　それから、貴族の娘との別れをすませ、無事合流できたことを喜ぶフェネシスの頭を撫なで終わったウェランドが、荷台までやって来てひょいと身軽に飛び乗った。

　入いれ違ちがいにイリーネが荷台から降りて、別の荷馬車にフェネシスと乗っていた。

「大錬れん金きん術じゆつ師、ウェランド様だよお」

「くたばれ」

　クースラが言うと、ウェランドはくつくつと笑う。

　部隊の前のほうが動き出し、クースラたちの荷馬車も遅おくれて動き出した。

「いやあ、あれがなければ説得はちょっと難しかったからねえ。助かったよお」

「はっ。貸しが一つだな」

「覚えておくよお。けど、ウルちゃんには内ない緒しよなんだって？」

　クースラはそちらを半目に見て、言う。

「お前を助けない俺は人でなしだそうだ」

「はは。クースラも素す直なおじゃない」

「お前を助けることになにか利益があれば考えたけどな。お人ひと好よしに見られるのは今後のためにならない」

「うーん……でも、相棒がいなくなったら寂さびしいだろう？　そのくらいの理由でもいい気がするけど」

　どこまで冗じよう談だんなのか、クースラは辟へき易えきして、書物に視線を戻もどす。

「ただ、まさか本当に助けに来るとはあまり思ってなかったけどねえ」

　ウェランドは、真意のわかりづらい笑えみを浮かべながらそう言った。

　クースラは、肩かたをすくめるだけだ。

「フェネシスがとんでもないこと言い出したからな。仕方なかった」

「それもイリーネちゃんから聞いたよお。ウルちゃんも思い切りがいいからねえ」

「よすぎる」

　クースラはため息をつき、クースラたちの前方を行く荷馬車の荷台を見る。

　クースラたちは、あの大だい舞ぶ台たいで大たい公こうにえらく気に入られたらしく、また部隊の連中も恐おそれ入ったようで、ちょっとした貴族の扱あつかいを受けている。

　のんびり揺ゆられているだけで目的地に着けそうで、一安心だ。

「ただ、少しはしたたかさを身につけろと思う」

「錬れん金きん術じゆつで作り出された合ごう成せい獣じゆうだって言い張ろうとしたんだってねえ」

「毎度毎度そんな捨て身のことをしてたら、命がいくつあっても足りやしない」

「だからこそ、守り甲が斐いがあるともいえそうだけどねえ」

　ウェランドは他ひ人と事ごとのように言って、ごろりと横になる。

「しばらくまともに眠ねむってなかったから、ちょっと眠らせてもらうよお」

「それは、イリーネやフェネシスが怒おこるような理由か？」

　ウェランドはにんまりと笑い、すぐに目を閉じるといびきをかき始めた。

「ったく」

　クースラは悪態をつき、書物に戻る。

　ウェランドの騒さわぎの合間にもずっと調べていることで、伝令官から言われている流る浪ろうの民たみの話だ。彼らが金きんにまつわる山やま師しであるのなら、その事実を突つき止めれば覚えもさらにめでたくなるはずだ。今回のことで大公が気に入ってくれたので、もう一押しすれば、カザンではかなり自由が利きくようになるに違ちがいなかった。

　この機会を逃のがさずなんとしても手て柄がらをあげなければならない。

　それこそ、場合によっては言いがかりや巧こう言げんを弄ろうしてでも。

　クースラは深く書物に潜もぐり込むように、意識を集中する。

　町の外に出た途と端たん、乾かわいた冷たい風が吹ふくようになったが、気にもならなかった。
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　部隊に同行して気がついたことがいくつかある。先せん遣けん隊は部隊の中でも前方に位置し、斥せつ候こうや伝令官のような露つゆ払はらいの人員の後に町に入る、本格的な戦いくさの準備を整えた連中だ。

　そのために戦働きの連中が多いのは当然だとわかったが、どうも彼らは全員が騎き士し団の人間ではないらしい。町から離はなれてしばらくはグルベッティの町での乱らん痴ち気き騒さわぎ自じ慢まんをしていたが、それにも飽あきたらしく彼らのうちの数人がクースラに話しかけてきてわかったことだった。

　彼らはほとんどが傭よう兵へいであり、正式な騎士団の人間ではないこと。ただ、多くが戦地に赴おもむく大たい公こうに随ずい行こうして来た者たちで、ほとんどが顔見知りであること。とはいえ、いついかなる事情で敵対し合うかわからないこと。カザンの町に着いたら、町の衛兵役を手に入れ、外の世界とおさらばしたいこと。そんなことを取りとめもなく話していた。

　彼らが陽気に話しかけてきたのはもちろん魂こん胆たんのあることで、グルベッティの町でのことを見るにつけ、クースラたちと仲良くしておけばおこぼれに与あずかれるかもしれない、と思っているらしい。

　彼らが口にするのは、いい加減戦も終わりそうなので、どこかに腰こしを落ち着けたいということだった。錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうに用心棒としてどうだ、などと売り込みに来る奴やつもいた。

　ソペイテスは、植民の集団を宝物を求めて追いかける野や盗とうの集団と同じだと言っていた。

　確かに、彼らはどうにかして新しい地位や、よりよい生活を手に入れようとしていた。

　特に、傭兵たちは傭兵隊長が部下の数や実績に応じて大公から給金を貰もらい、それを分配する形式らしく、あの荷馬車に積まれている積つみ荷にはあの連中のもの、この荷馬車はこちらのもの、と決まっているらしい。

　食事の際も仲間同士で集まり、食料を共有し、そんな具合だからみすぼらしい食事の一派と、比ひ較かく的豪ごう勢せいな一派でかなりの差が出ていた。

　剣けんを振ふるう以外にはあまり興味もなさそうな傭よう兵へい連中でこれなのだから、些さ細さいな立場の違ちがいが後々大きな差になって表れてくる職人や商人たちの集団は、相当殺さつ伐ばつとしているだろうと予測ができた。

　これは、カザンの町という新天地の奪うばい合いなのだ。

　クースラは、ぬるい麦むぎ粥がゆを口にしながら、ずっとそんなことを考えていた。

　初日、二日目と何もなく進んだが、寒さは目で見えるほどにきつくなっていく。三日目になると、早くも雪がちらつき始めた。風もあり、寒さのせいでさすがに陽気な傭兵たちも口元まで外がい套とうで覆おおい、口数が減った。

　馬のいななきと、車輪の音。それに、時折、ぼそぼそという話し声が聞こえるだけ。

　ただ、フェネシスの言葉に従って山ほど買い込んだ毛布にくるまって荷台で横になっていれば寒さは気にならないし、その単調な静けさも書物を読みふけるにはちょうどいい。

　それに、町の中や工こう房ぼうにいては、なかなか空を見上げることもない。

　鉛なまり色の空であっても、横になって見上げればそれなりに開放感があった。

　この旅路を二週間から三週間。フェネシスの見立てでは、なにかしらで一ヶ月から一ヶ月半。

　悪くはない。

　そんなことを思っていた。

　日中、ウェランドは世界各地から集まっている傭兵の持つ装備の質に興味津しん々しんで、イリーネと一いつ緒しよに傭兵の積荷を見せてもらっていた。フェネシスはイリーネとぴったり一緒だったので自然とそれに加わることになる。クースラは一人ぽつんと取り残された荷台の上で本を読むか、傭兵たちにオリハルコンのような不思議な金属の伝説を聞いたことはないかと話を集めるのが主だった。

　途と中ちゆう、いくつかの村を通り過ぎたが、フェネシスの言うとおりに荒こう廃はいして誰だれもいなくなっていた村があった。村人がいなくなったのはだいぶ前のようで、閑かん散さんとした冬の景色に溶とけ込んでいるのが印象的だった。建物が焼け落ちていないので、野や盗とうに襲おそわれたとかいうわけではなく、不作が続いたかなにかで村ごとどこかの大きな町に逃にげたのだろう、ということだった。

　そんなあれやこれやで過ぎた五日目の夕食の後、傭兵に声をかけられた。

「旦だん那な、伝令官が呼んでるぜ」

　暗くなれば本を読むにも不便する。クースラは酒を飲みながら、なじみになった傭兵たちから各地の逸いつ話わを聞いていたのだが、立ち上がり、野営の中心地に向かう。

　伝令官のアイルゼンが寝ね泊とまりするのは、天幕を張った簡易の居所の中だ。

　入り口を守る兵がクースラを見て、脇わきに逸それて幕を上げる。

「お呼びですか」

「来たか」

　アイルゼンは言って、クースラを見る。天幕の中は意外なほど暖かい。

　組み立て式のテーブルの上には酒と多少の料理、それに、地図が広げられていた。

　側そばに控ひかえるのは、身の軽そうな男が二人と、副官の青年だ。

「旅暮らしはどうだ」

「おかげさまでなに不自由なく」

　アイルゼンはうなずき、座れと手で示してきた。

「今いま更さらになるが、グルベッティではなかなかのものだったな」

「恐おそれ入ります」

　クースラがわざとらしく答えると、アイルゼンは小さく笑い、椅い子すの背もたれに体を預けた。

「まあ、その腕うでを見込んだ私の目も確かだったというわけだが、頼たのんでいたことがあったろう」

「流る浪ろうの民たみ……でしたね」

　クースラは久しぶりに思い出した、とばかりに言ったが、道中読んでいるのはずっと金きんの採取法についてのものだ。もしも流浪の民が金山を探す山やま師しなら、どんな兆候も見逃のがさないつもりだった。

「ああ。それで、我々の部隊は、明後日あさつてには比ひ較かく的大きな次の町に着く。異教徒どもは逃ちよう散さんして、反はん撃げきの気配もない。安全な町だ。そこで一度休きゆう憩けいをして、カザンを目指す。カザンに向かうには途と中ちゆう、どうしても山を越こえなければならないからな。そこで荷物をいくらか船に積み替かえ、海路で運ばせなければならない」

「……私が役に立つのはどこでしょうかね？」

「ああ。お前には、明日から別の道を行ってもらう」

「別の？」

　クースラが聞き返すと、アイルゼンはテーブルの上の地図に指を突つき立て、クースラに向けて爪つま弾はじいた。クースラは、その地図を手に取って眺ながめる。

「これから、山脈が西の海に向かって東からせり出してくる。我々は海に近い側がわを行くが、君には内陸の側に行ってもらう」

「そこに彼らが？」

「そうだ。偵てい察さつをこなしたら、我々の進軍先の町で落ち合う形になるだろう」

　なるほどそういうことかと理解する。

「わかりました。ただ、私は旅慣れているわけではないのですが」

「もちろん、これらと共に行ってもらう」

　アイルゼンの側に控えていた、身の軽そうな男二人が黙もく礼れいする。

「連中の偵てい察さつ役だ。報告では、今のところ怪あやしいそぶりは見せていない」

　そうだな？　と視線を男たちに向ける。

　すると、男たちが応こたえた。

「クラッセ伯はくの領地で狩しゆ猟りようを行う特権状に従い、鹿しかや莵うさぎを狩かって過ごしています。冬の間は領地を自由に通行できるようで、大体一週間程度で各地の炭焼き小屋を転々としています」

「怪あやしいような、怪しくないような、という感じですね」

「この仕事は、疑い出せばきりがないことであふれている。その上、目を持たない者では気づかない事こと柄がらにも満ちている」

「あなた様の目になれということですね？」

　クースラがはっきりとそちらを見ながら言うと、アイルゼンは小さく笑って答えた。

「ああ。だから、立派に目を務めた暁あかつきには、私の手も自由になるだろう」

　成果を出せば報ほう酬しゆうは支し払はらう、ということだ。

「お前たちは大たい公こう様の覚えもめでたいからな」

「わかりました」

　クースラは言って、ふと気がついた。

「ところで」

「ん？」

「クラッセ伯の領地に向かうのは、私だけですか」

「そうだ。「凄すご腕うで」の錬れん金きん術じゆつ師を二人も山に向かわせることはないだろう。山ではなにがあるかわからんしな」

　片方が道に迷って野たれ死んでも、まだもう一人いる。クースラは、自分のほうが軽く見られているのかと一いつ瞬しゆん考えたが、虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得ず、だと思いなおす。

「ただ、金山の可能性は万に一つも見逃のがせないからな。お前には例のあれを連れて行ってもらいたい」

　そういうことか、と腑ふに落ちた。

「耳はいいらしいのですが、鼻までいいかはわかりませんよ」

「豚ぶたに茸きのこを探させるわけではない。流る浪ろうの民たみ同士機き微びが通じることもあるだろう。まあ、良い報告を期待している」

「仰おおせのままに」

　クースラはアイルゼンの小屋を辞去し、途と端たんに吹ふきつける冷たい風に身み震ぶるいする。あんなに簡単な天幕でも、だいぶ効果があるらしい。

　クースラは肩かたをそびやかしながら自分の寝ね床どこに向かい、途と中ちゆうでウェランドとイリーネが夫ふう婦ふの職人のように甲かつ冑ちゆうを検分しているところに立ち寄った。

「面おも白しろい発見はあったか？」

「勉強になるわ」

「今すぐ穴掘ほって炉ろを作ってあれこれやりたい気分だねえ」

　周りの傭よう兵へいたちは二人の変人に肩かたをすくめていて、それは側そばにくっついているフェネシスも同様だったらしい。当初は熱心に話を聞いているふうだったが、今は二人のやり取りにはあまり混ざらず、かがり火を頼たよりに大きな書物を広げていた。

　クースラが来ると一いつ瞬しゆん視線を寄よ越こしたが、すぐにそっぽを向いていた。

「で、なんだよお。伝令官に呼ばれてたみたいだけどさあ」

　さすがの目ざとさに感心しながら、クースラは言った。

「明日から俺は別の道を行けとさ」

「へえ」

「マグダラへの近道かもな」

　クースラがわざとらしく言うと、ウェランドはにやりと笑う。

「せいぜい足元に気をつけるんだねえ」

「グルベッティで足元をすくわれた奴やつが言うと説得力がある」

　ウェランドは笑い、手にしていた兜かぶとを丁てい寧ねいに箱の中にしまった。

「で、クースラだけが呼ばれたってことは一人で行くのかい」

「いや、おい、お前も行くからな」

　クースラはフェネシスに声をかける。

　フェネシスはやや驚おどろいたようにクースラを見てから、すぐにむすっとして本に戻もどる。

「そんな調子で大だい丈じよう夫ぶかよお」

「手をつないでいくわけじゃない」

　ウェランドは肩をすくめ、クースラは「そういうわけだから」と荷馬車から離はなれ際ぎわ、フェネシスに言葉を向けた。

「持って行きたい物があれば用意しておけ」

　干ほし葡ぶ萄どうとかな、と冗じよう談だんを向けようかとも思ったが、あまり怒おこらせても仕方がないかと思いなおす。それに、ちょっかいを出して無視されても格好がつかない。

　現に、フェネシスはクースラのほうをちらりとも見ない。

　頑がん固こな奴だ、とクースラは呆あきれながら、寝ね床どこに戻ったのだった。







　翌日、クースラとフェネシスは、アイルゼンの天幕にいた偵てい察さつ役が用意した荷馬車に乗り換かえ、一いつ行こうとは別路を行った。山の奥に入れば雪が降り積もっているとのことだったので、防寒具だけは多めに積み込んだ。

　そして、その予測は正しかった。山道を登るにつれ、どんどん気温が下がっていく。酒以外だと簡単に凍こおりつきそうなくらいだ。

　そんな中、クースラもフェネシスも歩く必要はないと言われたので、おとなしく荷台で書物を読んではいたのだが、フェネシスはクースラとは見事に対角線上、それももっとも遠い位置に陣じん取どっていた。

　いつの間に幾き何か学がくを修めたのかと言いたくなるが、そこまであからさまなのが逆に子供らしくて、いつまで続くか楽しみだなどとクースラは思っていた。

「それで、流る浪ろうの民たみか。連中はどんな奴やつらなんだ？」

　クースラが尋たずねたのは、先せん遣けん隊の一いつ行こうから外れた初日の夜だった。

　クースラは旅の運行をすべて偵てい察さつ役の彼らに委ゆだねている。会話をして、それなりの関係を築いておかなければいざという時にまずいことになるかもしれない、という用心もあった。

　フェネシスではないが、会話を交かわし、共に食事をした相手には、それだけで仲間意識を持たせることもできるのだ。クースラ自身はそういうことに煩わずらわされるつもりは毛頭ないが、それで他人を利用することについてはやぶさかではない。

「よく見る類たぐいの連中ですね。定住せず、狩かりや諸もろ々もろの採集で必要な物を揃そろえ、たまに貨か幣へいに換かえに町に下りる。もっとも、寒い時期は女子供だけ南のどこかの地にいるそうです。山をうろついているのは男たちだけです」

　男だらけ、という点に、もそもそとうつむいて粥かゆをすすっていたフェネシスが少し緊きん張ちようしているように見えた。とはいえ、焚たき火びを囲んでやや距きよ離りがあるうえ、フードを目ま深ぶかにかぶっているので表情も見えない。火のせいで影かげが揺ゆれただけかもしれなかった。

「傭よう兵へいが化けているってことは？」

「ないとは言えませんが……それはあちこち放浪する者たちの宿命といいますか。求められれば、狩人かりうども人を狩かります」

「確かに」

　とはいえ、彼らもこの手の仕事に従事して長そうだった。ある集団が戦いくさに生きるのか、そうでないのかくらいは見分けがつくだろう。

「変わっているところといえば、服装くらいですかね」

「服装？」

「羊の皮をかぶってるんですよ」

「へえ？　ずいぶん異教的だな」

「……あなたたちも町で相当だったと聞きましたが？」

　一人が、半笑いになって聞いてくる。クースラは肩かたをすくめ、言う。

「錬れん金きん術じゆつ師は誤解されやすくて困っている」

「はは。そうであることを期待しています」

　どうやら、悪い奴らではなさそうだった。

「ただ、どこかの土地の文化なのかもしれませんがね。羊の毛皮は、見た目にも温かそうでしたよ。狩かりの際にも、獣けものの目を欺あざむけそうですし。今食べているこれも、実は彼らから分けてもらったもので」

　鍋なべで煮にえる鹿しか肉にくを柄ひ杓しやくですくいながら、偵てい察さつ役の一人が言う。フェネシスは肉を断っていたが、偵察役も心得たもので無理強じいはしなかった。

「流る浪ろうの民たみたちの行動を見張ってますが、弓の腕うではあまり確かじゃありません。羊の皮をかぶるのは、獲え物ものに近づくために編み出した苦肉の策なのかも」

　そういうこともあるだろう。

　ただ、羊の毛皮をかぶり、雪山をうろつく流浪の民。そして、彼らには伝説の黄金の羊を追いかける、という噂うわさがつきまとう。

　今のところ、話を総合すればその一風変わった狩りのための服装が、妙みような憶おく測そくを呼んでいるだけなのかもしれない。

「あなた方がずっと読んでいるのは、金きんについての話ですよね。手がかりくらいはありますか」

「今のところはないな。ただ、手て柄がらを上げればでかそうだから、こっちも必死だ」

「我々もおこぼれを期待しています」

　偵察役はそう言って、クースラに軽く酒を勧すすめてきた。

　クースラは、ややきつめの酒を飲みながら、フェネシスの様子を窺うかがっていた。

　自分は特に手がかりは掴つかんではいないが、フェネシスはどうか。

　ウェランドのあの一件で、古代の神話の挿さし絵えを見つけてとんでもない案を捻ひねり出したくらいなので、相当、伝説などについて調べているはずだ。

　なにか知っていれば、フェネシスのことだから態度に出るのでは。

　そう思っていたのだが、揺ゆれる焚たき火びの灯あかりのせいか、それともフードつきの外がい套とうの中で身をひそめているせいか、まったく窺い知れなかった。

「今夜も雪になりそうですね」

　偵察役が呟つぶやき、クースラは身み震ぶるいする。

　食事を終える頃ころには完全に日も暮れて、クースラはさっさと毛布の山の中に体を埋うずめる。なんとか寒さはしのげるが、工こう房ぼうでのぬくぬくした生活に慣れているとやはり応こたえる。もう少しなにか欲しいなと思い、うとうとする中で浮かんだのはフェネシスのことだった。眠ねむりこけたフェネシスを運んだ時、ずいぶん体が温かかったのを思い出したのだ。あれは柔やわらかさも相まって、皮かわ袋ぶくろに湯を詰つめた暖房具のように思えなくもない。

　それに、工房に来た当初、ベッドで寝ねろと言ったのに床ゆかで寝て、震えていたのを温めるために毛布に入ってやったことも思い出す。今のクースラは、頭まで安物の毛布の中に突つっ込んでいるので、獣けもの臭くささとかび臭さがふとした拍ひよう子しに鼻を小突いていく。その一方、フェネシスはなぜか甘い香かおりがする。あれは乳にゆう香こうの香りだと思っていたのだが、工房ではそんなものなど焚かないのに、なかなか消え去ることがない。

　腕うでの中にそんなフェネシスがいれば、寝ね心地ごこちも悪くないだろう。ついでにあれこれの質問に答えて、たまにからかってやろう。ウェランドは女に笑ってもらうのが嬉うれしいらしいが、自分はむすっとすねている顔を見るほうがいいのだ。

　だが、そのフェネシスは依い然ぜんとして一言も口を利きかず、視線すら向けず、読んでいる本でわからないことがあれば黙もく々もくと別の本で言葉を調べていた。クースラには一いつ切さい聞こうとしない。最初は意地っ張りなと呆あきれていたが、だんだんなぜか苛いら立だちが募つのっていた。聞けば教えてやるのに、と思う自分に気がついたりもした。大体、イリーネとウェランドの側そばであえて本を読んでいたのも当てつけに違ちがいなかった。子供じみたもので無視をすればいいとはわかっているが、まとわりつく蠅はえかなにかのように、苛いら立だたしさが消えなかった。

　いっそ、ウェランドを助けたのは自分であることを言ってしまおうか……。

　なにをそんな馬ば鹿かなことを、と気がついた時には朝だった。

　クースラは、晴れた冬の空の下で、馬鹿馬鹿しい、とくしゃみをしたのだった。







　カザンの町を含ふくむ異教の地と、グルベッティなどの正教徒の地を隔へだてる、重要な山脈に領地を構えるクラッセ伯はくが所有する山中の砦とりでには、二日後の昼過ぎに着いた。

　雪もかなり深くなり、途と中ちゆう、クースラも降りて荷馬車を押したりもした。

　今年は例年よりも雪が多いようで、普ふ段だんはここまで積もらないらしい。

　そんな具合で伯の砦に着けば、クースラたちを出で迎むかえたのは、当の監かん視しの対象である流る浪ろうの民たみの一団だった。

　監視はこっそり行われているのではなく、どうやら堂々となされているらしかった。

　伯本人は山から下りた場所にある、もう少し過ごしやすい城に滞たい在ざいしているらしく、今は実質的に流浪の民の一団が管理していることになる。先祖になにかつながりがあるのか、おそらく積雪のある冬の間に砦の管理と補修をする代わりに、領地で自由に狩かりをすることを認めている、というところだろう。

　ただ、そうなると呼ばれて金きんを探しに来た山やま師し、という仮定とは相あい容いれなくなる。長い付き合いの間あいだ柄がらなら、とっくに探していそうなものだからだ。

　とはいえ、特権状を発行し、互ご恵けい関係のように見せかけている可能性もある。

　クースラは、なにものも見落とすまい、と自分に言い聞かせた。

「ほ、今度はまた変わったお客さんだ」

　流浪の民は、不思議なほどに見た目の似通った連中だった。全部で六人の彼らは、顔つきも体つきも揃そろって四角く、もしかしたら血けつ縁えん関係にある一族なのかもしれなかった。

　今のところ、例の羊の皮とやらはかぶっていない。

　ごく普ふ通つうの、山の民たみらしい服装だった。

「山に炉ろでもこさえるのかい？」

　顔が似て見えるのは、同じ形に整えた髭ひげのせいもあるだろう。鼻の下から顎あごからびっしり黒い髭を蓄たくわえている。

「こちらの綺き麗れいなのは神の教えを授さずけに来たに違ちがいない」

　クースラたちを見て萎い縮しゆくするどころか、口々に楽しそうに話しながら寄って来る。

　まるっきり、恐おそれを知らずに餌えさをねだる図ずう々ずうしい羊のようだ。

「すでに辟へき易えきしてるでしょうが、騎き士し団からの命令でしてね。しばらく御ご厄やつ介かいになりますよ」

「はははは。この世の中でこんな生き方をしておりますからな、理解しています」

　そして、彼らの中の頭とう目もくらしき男が、カルドスです、と名乗ってクースラに握あく手しゆを求めてきた。握にぎり返すと、分厚い、力仕事に従事する者の手だった。
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「なんにせよ、冬山では人は多いほうがいい。中はクラッセ伯はくがいつ来てもいいように綺き麗れいにしてますからな。どうぞどうぞ」

　そう言って、カルドスが山の奥深くに切り開かれた砦とりでにクースラたちを案内する。残りは砦の修しゆう繕ぜん作業があると言ってあちこちに散って行った。

　砦の内部には、伝令官に報告をするため山を下りていた偵てい察さつ役とは別に、砦に残って監かん視しを続けていたらしい偵察役がもう二人ほどいた。とはいえ、こちらはクースラたちを案内した者たちのように身軽な感じではなく、いかにも荒あら事ごとの際に役立ちそうな体格であった。反はん撃げきを受けて証しよう拠この隠いん滅めつをされる、という可能性をきちんと考えているのだろう。

　それにしても、とクースラは思う。

　こっそり遠くから監かん視しされるのではなく、あからさまに疑いの眼まな差ざしを向けられていても、流る浪ろうの民たみたちはつゆほども気にしていないらしい。生来の肝きもの太さか、さもなくばカルドスが言ったように、ああいう生き方をしていると騎き士し団や権力者たちから疑いの眼差しを向けられるのは日常茶さ飯はん事じだからなのだろう。

　それは、自分たち錬れん金きん術じゆつ師も似たようなものか、とクースラは思った。

「基本的に夜は雑ざ魚こ寝ねなんですが、伯はく夫人の寝しん室しつをご用意しますかね？　個別の暖だん炉ろがついてますが」

　という質問は、フェネシスに向けて。

　フェネシスは戸と惑まどっているのか、それとも寒さのせいでうまく口が回らないのかもごもごとしている。代わりにクースラが答えてやった。

「いや、結構」

　フェネシスはフードの下でなにか言いたげだったが、個室に行きたかったというより、クースラが勝手に答えたことが不満なのかもしれない。

「騎士団の奴やつらも、まだ俺より信用できるかわからん。離はなれるなよ」

　クースラはからかいや他意なく、静かに言った。ただ、フェネシスは無反応。

　とはいえ過去の放浪生活の経験があるはずだから、無茶もしないだろう。

「普ふ段だんは狩かりに出ていると聞いたのですが、わざわざ出で迎むかえのために残ってくれたんですか」

　皆みなが雑魚寝しているという広間に案内され、クースラはそう尋たずねた。

「いやあ、今日はこのとおり、毛皮を乾かわかしてましてね」

　広間の暖炉では赤々と薪が燃え、その前にずらりと羊の毛皮が並べられている。

　てっきり普ふ通つうの外がい套とうらしいものかと思いきや、頭まで付いている。

　どうして彼らが騎士団の警けい戒かいに引ひっ掛かかったのかわかるような気がした。こんなものを着てうろついている奴が山にいるとなれば、怪あやしむのは当然だ。

「週に一度か二度は洗って乾かさないと、人の匂においがつくのか獣けものが逃にげるんですよ」

「なるほど。たまの休みというわけだ」

「だといいのですが、狩りがなければ砦とりでの修しゆう繕ぜんをしませんとね」

　カルドスが広い肩をすくめると、首が埋うまってしまいそうになる。朴ぼく訥とつそうな旅の民。

　クースラは、ちらつく先入観に頭を振ふる。

「では、私も修繕に戻もどります。砦の案内などは……」

「詳くわしい仲間にやってもらうよ」

　クースラが言うと、カルドスは笑え顔がおでうなずき、歩いて行った。

　クースラは、広間の荷物や毛皮をぐるりと眺ながめてみる。

「まるで木き賃ちん宿やどだ」

「寝ねてると蚤のみの歩く音がしますよ」

　偵てい察さつ役が冗じよう談だんめかして言う。

　猫ねこみたいな耳を持つフェネシスが、一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせたような気がした。







　偵察役の一人に案内され、クースラとフェネシスは荷馬車を停とめてある厩うまやに来た。

　クースラたちが乗って来たものとは別に、流る浪ろうの民たみの荷馬車があるので、それを検分するためだ。

「ずいぶん無骨だな」

「通常の倍以上の鋲びようが打ってありますね。まあ、旅から旅の暮らしでしょうから、頑がん丈じようにしておいて困ることはないでしょう」

　戦いくさの場にいても違い和わ感がないくらい、鉄で補強がされている。かなりの重さになるからか、馬も二頭立てらしい。

「荷物も多いですからね」

「調べたのか？」

「特にそれらしいものはなにも。食べ物と、衣類と、馬車を修繕する工具類に、そのための材料ですね」

　一応、覆おおいを取って調べてみた。塩、油、干し肉、木の実、にんにく、玉ねぎ、といった保存だけを最優先に考えた食料と、大量の毛織物。それらはまるっきり、フェネシスが市場で言ったものだった。

　クースラが買い揃そろえたものと違ちがいがあるとすれば、それらがすべて実際の旅で長いこと活かつ躍やくしてきている、とわかるところだろう。

　職人の使いこまれた道具を見るような感かん慨がいがあった。

「工具類はどこだ？」

「別に分けてあります」

　クースラは小こ首くびをかしげ、さすがだなと思う。

　案内する偵察役の後について行こうとフェネシスに目を向けると、紫むらさき色の目をした馬をじっと見つめていた。珍めずらしいのかもしれない。

「噛かみつかれるぞ」

　びくっとして、フェネシスは後ずさりする。

　馬は、そんなことしない、とばかりに小さくいなないていた。

「我々も専門家じゃありませんが、山で鉱脈を探す連中とすれ違うことも少なくないので、多少は知っているつもりですが」

「実をいうと、探鉱については俺も似たようなものだ」

　倉庫に入ると、弓矢や剣けん、それに武具一式が並んでいる。それらはクラッセ伯はくのものだろう。

　その床ゆかに、筵むしろと一いつ緒しよに道具類が広げてあった。

「ただ、これらで金きんや銀を探すようには俺にも見えないな……」

「監かん視しをしててもそうですね。基本的には狩かりをしたり、砦とりでや炭焼き小屋を修理したり、あのとおり、たまに毛皮を洗ったり。本当は、隠かくれた場所からこっそり監視をしたいのですけどね。それならぼろも出やすくなりますし」

「てっきりそうなんだと思ってたが」

「隠れてこそこそ監視をしていると、砦を所有する領主に対する明確な敵意とも取られかねませんし、なによりこの雪深さだと我々の体が持ちません」

「ふん……」

　クースラはうなずき、後ろを振ふり返る。フェネシスは我関せずと、しゃがみ込んで道具を撫なでたりしている。

「毛皮を洗う時に、板を使ったりしてないか？」

「板？」

「ああ。ここに来る時、地図を見せてくれただろう。この辺りには川が多い。毛皮を洗うふりをして、砂金が採れるか調べているのかもしれない。で、砂金採りには溝みぞを刻んだ板とかを使うんだ。金は他ほかの石に比べて重いから、溝に沈しずみやすい」

「いえ……そういうことは、ないですね」

　偵てい察さつ役は、残念そうに言う。

「まあ、可能性の一つだ」

　クースラは特に気にすることもなく言い、道具のうちの一つに巻かれた布の絵え柄がらに気がついた。染められた糸の色も褪あせてわかりにくいが、羊の絵だ。

　少なくとも黄金の羊に関する話だけは、間ま違ちがっていないらしい。

「だが、そうなると、取とり越こし苦ぐ労ろうかもしれないな」

「どこかに道具を隠し持っているのかもしれません」

「あるいは、地面の色や、植しよく生せいで判断しているのかも」

　そんなことでも可能なのか、と偵察役は驚おどろいていたが、クースラは肩かたの高さに手を上げる。

「もちろん、そうなればお手上げだ。よっぽどの証しよう拠こがあれば別だが、頭を開いても知識が見れるわけじゃない」

「そうですね……。締しめ上げて吐はかせようにも、特権状のことがあります。手て荒あらな真ま似ねはできません」

　クースラは、うなずく。

　クラッセ伯はくと流る浪ろうの民たみとは、防衛の要かなめともいえる砦とりでを預け預かるような間あいだ柄がらなのだ。

　もしなにもなかった時、騎き士し団は異教徒の多い土地で、増やさなくていい敵を増やすことになる。

「まあ、時間いっぱい調べるさ。なんにせよ、ここでは他ほかにやることもなさそうだ」

　クースラの言葉に、偵てい察さつ役は苦笑いでうなずいたのだった。







「しかし、錬れん金きん術じゆつ師と修道女の娘むすめさんが一いつ緒しよに来るとは思わなかったなあ」

　流浪の民の一人が、酒の入った器うつわを手にそう言った。

　冬の山の日が暮れるのは早い。

　広間で木き賃ちん宿やどのごとく寝ね起おきしているのも、それはそれで利点がある。暖だん炉ろの火で各おの々おのが持ち寄った食材を煮に炊たきして、酒を飲み、眠ねむくなればそこいらで丸くなればいいからだ。

　ウェランドあたりなら、さぞ喜んだに違ちがいない。

「同じ工こう房ぼうにいましてね」

　クースラがそっけなく答えると、相手はなお興味を引かれたように目を見開く。

「へえ。そちらの町ではそうなっているのですな」

「世界中を旅しているんでしょう？　もっと色々妙みような町の様子を見てきたのでは」

「ははは。確かに若い時じ分ぶんは、世界のすべてを見て回ったなどと思い込むこともあるのですが」

「大たい抵てい、そのあたりで嫁よめを取り」

「しばらく後に、世の広さを痛感して後こう悔かいするのですな」

　そして、大笑い。

　おそらくは生まれた頃ころからずっと、この面めん子つで旅をしているのだろう。誰だれかがなにかを言うと誰かが後を継つぎ、何度も繰くり返しているかのように、滑なめらかに話が続く。

　鹿しかと茸きのこのスープを食べ終わり、各々が濃こい酒や薄うすい酒を手に談笑している中、人見知りしそうなフェネシスも、男どもに囲まれながらもとても楽しそうに見えた。

「まあ、生きておれば珍めずらしいこと、不思議なことに出くわすのはままあること。であればこそ、我々も黄金の羊をいつか見つけられるのでは、と思うわけでして」

　流浪の民の中では年長格らしいカルドスが、酒を飲みながら言う。

　どうやら、黄金の羊伝説の噂うわさは、噂ではなく本人たちが出どころのようだ。

「ただ、水をさすようで悪いんですがね」

　と、クースラは言った。

「黄金の羊伝説というのは、要するに金や銀が植物だと思われていた頃の名残なごりでは？」

　その言葉に、流浪の民の面々は笑えみをたたえたまま仲間同士目配せして、カルドスが「聞きましょう」と言った。

「たとえば金きんは金鉱石や方ほう鉛えん石せきから採るのが一いつ般ぱん的ですが、時折、金や銀や銅といったものは、そのままの形で埋うまっていることがある。綺き麗れいな結けつ晶しようはもちろんのこと、木の根っこや妙みような茸きのこのような形で埋まっていることもある。そのために、昔の錬れん金きん術じゆつ師は金や銀が植物の一種に違ちがいないと考えた」

「なるほど？」

「ただ、三十年にわたる観察の結果、綿毛ほども増えなかったという報告もある。もちろん、成長しないのと同時に、枯かれもしなかったわけですがね」

「黄金の羊の毛も、それに類するものだと」

「私は夢のない人間でして、そう思います」

「ふむ」

　流る浪ろうの民たみの一人は、目を閉じ、ぞりぞりと顎あごを撫なでる。

「我々はもう少し現金なので、違う解かい釈しやくをしております」

「元々我々の祖先は羊飼いだった。それがある日、見たことのないような色の毛を生やす羊の群れを見つけ、手なずけることに成功した。そして王様に献けん上じようしたところ、王はその羊を増やし、羊毛を量産し、国は富み、その褒ほう美びを出した。そして、我々の祖先は末代まで遊んで暮らせる金を得た」

「その後、もう一ひと山やま当てたいと野に出た愚おろか者ものの子孫が、我々ではないのかと」

　酒の助けもあってか、実に軽けい妙みようだ。

　落ちのところでフェネシスも小さくむせていた。

「それに、こちらのほうが夢があってよろしいでしょう？」

「次の丘おかを越こえた向こうには、金色に輝かがやく羊がいるのかもしれないと思ってこそ、越せる冬もあろうというものです」

　そう言った時の顔つきは、笑ってこそいるものの、定住する地を持たない者特有の、どこか寂さびしげな色があった。

　それに、クースラにはその言葉を笑い飛ばすことができなかった。

　彼らの言ったことは、マグダラの理念そのものだったから。

　帰る故郷のない者に必要なのは、慰なぐさめや同情ではない。

　後ろを振ふり向かないでいるための、眩まぶしいくらいの目標なのだ。

「余計な話をしてしまったようで」

　クースラが詫わびると、カルドスがぐいと酒を勧すすめてくる。

「なあに。いい加減そんな古ふる臭くさい一族の話など捨ててしまえと言うのは、嫁よめのほうがひどいです。金や銀が育つ話の名残なごり、というほうがよほどいいですよ」

　カルドスの言葉に流浪の民たちは陽気に笑う。

　それからも酒や話は進み、夜は更ふけた。

　フェネシスは旅の疲つかれが出たのか、それとも陽気な会話に釣つられて酒を飲みすぎたのか、途と中ちゆうからクースラに寄りかかって居い眠ねむりをしていた。知らない男たちの中でクースラから離はなれることと、クースラを嫌きらっていることを天てん秤びんにかけたら、さすがに人見知りが勝ったようだ。
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　そして、そんな具合なのでクースラが立ち上がろうとすると目を覚ました。

「寝ねてていいぞ。運んでやろうか？」

　クースラが言うと、寝ぼけ眼まなこのフェネシスは言われるがままに再び眠ろうとして、はっと我に返っていた。

　嫌いやがる表情なのか、それとも必死に眠気を堪こらえているのか、とにかく厳いかめしい顔で体を起こし、目をこするとよろよろと立ち上がる。

「どこ行くんだ？」

　ふらふらと扉とびらのほうに歩いて行くのでクースラが問いかけても、鬱うつ陶とうしそうな視線を向けられただけ。

　ただ、反応があったことから、用を足しに行ったのだろうとわかった。

「難しい年とし頃ごろですな」

　流る浪ろうの民たみの一人が言う。

　きっと、同じ年頃の娘むすめでもいるのだろう。

「ここに来る前に揉もめたんですが、深刻になることと、真しん剣けんに考えることの区別が未いまだつかないのが悩なやみの種でしてね」

「ははは。なるほど」

　クースラは肩かたをすくめ、言った。

「崖がけ下したに落ちても困るので、見てきますよ」

　広間から出ると途と端たんに身を切り裂さくような寒さに襲おそわれる。外は綺き麗れいな月夜のようで、木窓の隙すき間まから手で掴つかめそうなほどの青白い光が線状に差し込んでいる。

　クースラは昔、これこそがオリハルコンの剣けんなのでは、と詩人も頬ほおを赤らめるようなことを真剣に思ったことがある。

　我ながら、夢見がちであるのは昔かららしい。

　フェネシスがどっちに行ったのかわからなかったが、しばらく後、中庭の井い戸どで水を汲くもうと四苦八苦しているところを見つけた。

「まだ酔よってるのか？」

　クースラが声をかけると、びくりとして桶おけを取り落とす。縄なわで吊つるされた桶は井戸の中を落ちていったが、水音の代わりに、がん、という固い音が聞こえた。

「この寒さだ。凍こおってるに決まってるだろ」

「……」

「水なら別に汲んである。来い」

　クースラが歩き出すと、フェネシスはしばらく迷っているようだったが、喉のどの渇かわきには勝てなかったようだ。不承不承、後をついて来た。

「ほら」

　石造りの砦とりでなので、下手をすると外よりも寒い。厨ちゆう房ぼうに置かれている樽たるの蓋ふたを開け、氷を割って中の水を柄ひ杓しやくですくってやる。

　フェネシスは受け取り、毒でも入っているのではないかと気にするようなそぶりで一口飲むと、その後はむせるくらい必死に飲んで、結局お代わりもした。

「目が覚めたか」

　クースラが尋たずねると、ちょうどフェネシスが無防備にけぷっとげっぷをしたところだった。

　月の青白い光に照らされてすら、顔を赤くしたのがわかった。

「まだ怒おこってるのか？」

　その質問に、動きが止まる。

　そして、本当に久しぶりに、目をクースラに向けてきた。

「怒っても特になにも変わらないぞ」

　クースラは言いながら、割った氷の破片を拾って、口に含ふくむ。

「ならばそうするだけ損だと思わないか」

「あなたみたいに」

　フェネシスは一度言葉を飲み込み、ゆっくりと、言いなおした。

「あなたみたいに、氷のように割り切るのが正しいとは思えません」

「世界の理り不ふ尽じんについても同じことを言うつもりか？」

　クースラの言葉に、フェネシスの視線が落ちる。

　わからないわけではない。理解できないわけではない。経験してこなかったわけではない。

　それでもなお、フェネシスは世界に善人だけがいて欲しいと、そう願っている。

「《利子クースラ》のように振ふる舞まうことで、なんとかこの世を渡わたっていくことができる。俺には目的地があるからな。つまずいている暇ひまなどない」

「でも……あなたは、私が割り切ることについては、邪じや魔まをします」

　フェネシスは反論を試みる。

　ほとんど子供の屁へ理り屈くつだが、確かにフェネシスは自分の身を顧かえりみない割り切り方ができる。

「錬れん金きん術じゆつ師にもいるのを知ってるだろ。俺やウェランドとは違ちがい、本当にイモリの黒焼きや蛙かえるの目玉で鉛なまりを黄金に変えられると思っている連中だ。お前がやっているのは、そういうことに近い」

　目指すべき場所があって、そこに向かうための方法論も間違っていなくはないが、絶望的に手段が間違っている。

　クースラは、小さくため息をついた。

「お前はもっと賢かしこいと思っていたんだが」

　クースラが言うと、うつむいたフェネシスは、こう言った。

「私は……」

「あ？」

「私は、あなたがもっと優やさしいと思っていました」

　その呟つぶやきは、熱がこもっていたのか、口元から白い煙けむりになって月明かりの中に消えた。

　フェネシスは、クースラを美化したがる。

　イリーネはそれを、なんと表現したのだったか。

　クースラは、どうでもいいことだ、と思う。

「悪いが、もしもマグダラの地に行くのに優しさが必要なら、俺はためらいなくそれを持ち出すだろうし、切り捨てることが必要ならそうするまでだ」

「……」

　顔を上げたフェネシスは悲しそうな目でクースラを見る。

　そして、力なく逸そらした。

　話しても無む駄だだ、と思ったのかもしれない。

「ただ、お前に嫌きらわれるのは本ほん望もうではない」

　クースラが臆おく面めんもなく言うと、フェネシスは小さく咳せき込んだ。

　その顔は、どうしようもないいたずら小こ僧ぞうを見るかのような、呆あきれ果てた顔だった。

「あなたは、変です」

「なにせ《利子クースラ》だからな。人の世にはうまくなじまないらしい」

「……」

　目を逸そらしたフェネシスは、ゆっくりと息を吐はく。

　そして、一いつ瞬しゆんなにかを言おうとしたが、結局口をつぐんだままだった。

「ふん？　まあ、なんにせよ、ようやく口を利きいてくれたからな。言っておくことがある」

　フェネシスは一回深呼吸を挟はさみ、言った。

「なんでしょうか」

「俺たちがここに送られた理由はわかってるよな」

「……はい」

「じゃあ、お前、この後広間に戻もどっても、しばらくは寝ねるなよ」

「え？」

「耳を澄すましていろ。俺とウェランドの話を盗ぬすみ聞ぎきしたことがあっただろ？　ずいぶん揺ゆさぶってみたからな、もしもあいつらがなにか警けい戒かいしているなら、仲間内で口を滑すべらせるかもしれない。元々、お前はそういう要員で連れて来た」

「……」

　反応の鈍にぶいフェネシスに、クースラは聞いた。

「わかったか？」

　すると、フェネシスは不意に微ほほ笑えんだ。今にも泣き出しそうな、不安定な笑顔だった。

「あ？」

　クースラが驚おどろくと、フェネシスは大きく息を吸って、白いため息にして吐いた。

「あなたはどこまでも《利子》なんですね」

　クースラはそれで、フェネシスの言わんとしたことがようやくわかった。

「俺がお前に謝って、許しを請こうとでも？」

「それよりは、怒おこって私を従わせるかもって」

「俺はそういう意味での人でなしとは違ちがう、という自覚くらいある」

　事実、ウェランドを助けようと思ったのは、フェネシスの首に鎖くさりを巻いて引きずっていく手段を取りたくなかったからだ。

「そう……ですね。ええ、そうですね。あなたは《利子》です。どこまでも、マグダラに忠実な錬れん金きん術じゆつ師です」

　クースラはフェネシスを見る。フェネシスは目を逸らさない。

「そのとおりだ」

「……わかりました。他ほかにはなにをすればいいですか？」

　急に物わかりのよくなったフェネシスを、クースラはやや怪け訝げんに思う。

　ただ、そう聞かれたのであれば、答えるまでだ。

　クースラはあれこれ言おうと思ったが、結局口にしたのはこれだった。

「調べていることでわからないことがあったら俺に聞け」

　夢にまで出てきたのは、結局これだった。

　自分は、割と教えたがりらしい。

　フェネシスは、静かな顔でクースラを見つめていた。

　そして、ふっと息を吐はくと、困ったように笑ったのだった。







　翌日、流る浪ろうの民たみの連中は、例の羊の毛皮をかぶって山に出て行った。

　偵てい察さつ役の二人も、当然後を追って行く。

　監かん視し役、というのは向こうも当然百も承知なのだが、仮に流浪の民が無実だとしても、騎き士し団はお前らを監視しているのだぞという印象を与あたえることが目的なのだろう。

　歴代のどこの国の王でも治めることのなかった広大な領域を統すべる騎士団は、こういうことの積み重ねで存在しているのだ。

　クースラのような錬れん金きん術じゆつ師からすれば、どうあがいたって立ち向かえる相手ではなかった。

「しかし、どういう風の吹ふき回まわしだ？」

　クースラが一人呟つぶやくと、その言葉は視界を遮さえぎるくらいに白い煙けむりとなって雪山に消えた。

　クースラの視線の先には、雪に伏ふせる羊の毛皮をかぶった男たちがいる。彼らが見つめる先には鹿しかが二頭いて、こちらに気がついているのかいないのか、木の皮を剥はいで食べている。

　羊の毛皮をかぶり、伏せっている彼らのうちの一人がそっと弓を構えた。

　クースラの立ち位置からでは、鹿がそれに警けい戒かいしたかどうかはわからない。

　クースラから少し離はなれた場所では、クースラたちをここまで連れて来た身の軽そうなほうの偵察役が二人、矢じりをいじっている。

　流浪の民の狩かり場ばの風景。

　クースラがこんなところにいるのは、雪山に伏せっている羊の毛皮の数が、六個ではなく七個だったから。狩りなど残ざん酷こくで見ていられない、とでも言い出しそうなフェネシスが、彼らと同行したいと言い出したのだ。カルドスを始め、流浪の民たちは楽しそうに構わないと答えていたが、クースラからすると真意が不明で戸と惑まどった。

　それに、狩りには詳くわしくないが、山道で足を滑すべらせての事故や、獲え物ものを追いかける際にうっかり耳が出るかもしれない。それぞれの心配がよぎったが、フェネシスはクースラに小さく言った。

　近くにいれば、それだけ話も集まると思います。

　どういう風の吹ふき回まわしだ？　と呟つぶやいたのは、そういう意味もあった。

　耳の件については、防寒の意味も含ふくめてヴェールの下に二重に頭ず巾きんをかぶることで対応した。

　狩かりそのものの危険については、偵てい察さつ役の二人が言うにはさほど激しいものではないので大だい丈じよう夫ぶでしょうと。

　それでもクースラはやや心配で、こうしてついて来たのだ。

「ピー……！」

　そんな折、甲かん高だかい音が遠くから聞こえてきた。

　初めて聞くその音に視線を向けると、二頭の鹿しかが走り出していた。甲高い音は、鹿の鳴き声だったようだ。

　伏ふせっていた羊の毛皮が一いつ斉せいに起き上がり、六つの弓矢が構えられている。引き絞しぼった矢が、峰みねを下る鹿に放たれる。しかし鹿のほうも必死に走り、弓矢は次々に外れて鹿の後ろに落ちる。その間も鹿は走り続け、木こ立だちがまばらな真っ白な峰から、反対側がわの鬱うつ蒼そうとした森に一いち目もく散さんに逃にげていく。

　もう無理だ、と思った瞬しゆん間かん、流る浪ろうの民たみたちの頭上を越こえて弓矢が走り、吸い込まれるように一頭の鹿の目を貫つらぬいた。顔の横から歪いびつな角のように矢を生やした鹿は、不意に足を緩ゆるめ、二歩、三歩と歩いてから、頭を振ふってその場に崩くずれ落ちる。

　残る一頭は森の手前で仲間を振り返り、やや逡しゆん巡じゆんしたのち、森の奥に消えて行った。

「まさか当たるとは」

　弓を放った構えのままの偵察役が、呑のん気きにそんなことを言っている。

　羊の毛皮をかぶった面々がこちらを振り返り、冗じよう談だんめかした振ふる舞まいで、弓矢を振り上げて獲え物ものの横取りに抗こう議ぎしていたのだった。







　打ち取った鹿は血ち抜ぬきをし、臓ぞう腑ふは一ひと抱かかえもある肝かん臓ぞうだけを残して地面に埋うめた。

　肉は葉で包み、皮はその場で石を使ってなめしていた。角はもちろん、骨も肉を丁てい寧ねいに削そいで雪で洗っていた。フェネシスはその作業に恐おそれおののくと思いきや、カルドスとなにか話をしながら楽しげに手伝っていた。

　その後、昼飯となり、打ち取ったばかりの肉と肝臓を持って来た鍋なべで塩しお茹ゆでし、チーズにパン、それに麦むぎ酒しゆも振る舞われて、ちょっとした酒しゆ宴えんだった。

「まったく、あの距きよ離りで当てられては我々の立場がない」

　流浪の民の一人が、見事鹿を射止めた偵察役に絡からんでいる。偵察役は、皆みなさんが追い立ててくれたから絶好の位置取りだったのだ、と謙けん遜そんしている。

　それはある程度本当だろうが、きっと騎き士し団に雇やとわれるような人間だから、どこかの領地では名の知れた狩人かりうどかなにかだったのだろう。

　なにもしていないクースラだったが、もちろん遠えん慮りよなく肉や肝かん臓ぞうにありついた。町の中では鹿しか肉にくにありつく機会もなかなかないし、肝臓などなおさらだ。噂うわさには聞いていたが、そのうまさは病やみつきになりそうだった。肉食を拒こばむフェネシスは味の染しみたスープだけすすっていたようだが、それだけでも十分うまいことだろう。

　クースラはそれで、もしかするとフェネシスは、狩かりに同行すればこういう昼飯にありつけると知っていたのかもしれない、と思った。鹿の解体も明らかに初めて見る感じではなかったし、作業の流れを知っていて、やるべきこと、自分にできることを知っていた。

　クースラはそれで、フェネシスは市し壁へきの外で暮らしてきた民たみなのだ、と改めて実感した。

　鹿はずいぶんな大きさだったので、二頭目を狙ねらうようなこともせず、食事の後はすぐに砦とりでに帰った。クースラも、帰りに肉を運ぶくらいの貢こう献けんはした。

　砦に帰り着くと、彼らは手慣れた感じで中庭に筵むしろを敷しき、獲え物ものの肉を広げてさらに細かく切り分けていった。それを残る者たちが日の当たる場所に干したり、塩しお漬づけを作るために壺つぼに仕込んだりしていた。

　ここでもフェネシスは彼らに手を貸し、腕うでまくりをして、普ふ段だんは雪のように白い細い腕を真っ赤にして作業をしていた。

　クースラはその妙みようなやる気に肩かたをすくめていたが、作業を手伝う気もなかったし、見守る理由もない。

　クースラはクースラの仕事に戻もどり、流る浪ろうの民たちの荷物を検あらためていた。

「酢すや試し金きん石せきの類たぐいもないしな……」

　いくつかの鉱石の分ぶん析せきに使える濃のう縮しゆくした酢や、金をこすりつけることで純度を測る試金石の類もない。食料や料理器具に混じっていないかと厨ちゆう房ぼうも探したが、特に見当たらなかった。

　やはり、黄金の羊伝説は、彼らが言うようにこの乾かわいた世界でわずかに慰なぐさめとなることの一つにすぎないのかもしれない。厨房の中を静かに見回していると、遠くからは鹿肉を加工している連中の話し声がかすかに聞こえてくる。

　それが、ふと人の気配を感じて振ふり向くと、寒さと鹿の血の両方で手を真っ赤にしたカルドスだった。

「やあ、寒くてやってられません」

　そう言って、棚たなの中に置いてある酒の入った瓶びんを手に取った。

「お探しのなにかは見つかりましたかね」

　そして、そんなことを言う。

　冗じよう談だんめかした言い方なのは、探さぐりなのかどうか。

「そちらから提出してくれると労が省けるのですがね」

「ははは。まあ、あなた様もこんな辺へん鄙ぴな場所に寄よ越こされたわけですから、存分に調べなさるがいい」

　カルドスは笑いながら、器うつわを見繕つくろっている。棚たなから六個取り出して、七個目を手にしようか迷い、クースラを振ふり向いた。

「そういえば、あの娘むすめ様もまたずいぶん変わった方のようで」

　クースラは、小さく肩かたをすくめただけだ。

「鹿しかを解体する修道女様など、見たことありません。とはいえ、聞けば元は旅の民たみなんですな」

　そう言って、カルドスは七個目の器を重ねた。

　フェネシスは自分の仲間。そういう意味にも取れた。

「私も詳くわしくは知りませんが、約束の地の近くの生まれだとか」

「ほ、クルダロスの？　それはまた遠方だ。我々ですら見たことのない土地です」

　カルドスは楽しげな顔のまま、続けた。

「ただ、旅というものには良いものも悪いものもある。苦労されたんでしょうな」

　笑え顔がおのまま、なにかに思いを馳はせるように言う。

　その視線の先にあるものは、市し壁へきの中で暮らし、騎き士し団の庇ひ護ごを受けてきたクースラにはわからないような、旅の民たちだけの苦労だろう。

　クースラには、なにかが少しだけ面おも白しろくない。

「あなた方は、そういう苦労の生活をやめる気は？」

　クースラはそう言ったのだが、自分のその言葉が、フェネシスはこちら側がわの人間だ、という意味にも取れることに気がついた。

「長く続けてきたことを変えるのには勇気がいります。とはいえ、もう少し待ってみるのも悪くないかと」

「……？」

「我々が変わる前に世界が変わりそうですから」

　クースラが疑問の目を向けると、カルドスは笑ったままだ。

「おや、ご存じないですか。いや、噂うわさですがね。間もなく長きにわたって続いてきた戦いくさも収まるのでは、と」

「戦が？」

　クースラは聞き返し、馬ば鹿かな、と思う。

　元は教会にて信しん仰こうの頂点に立つ教皇が言い出した、約束の地であるクルダロスを異教徒の手から奪うばい返すための戦いだった。

　だが、その戦いは一進一退でもう二十年以上続き、その間に戦乱の火はどんどん広がっていった。異教徒から正教徒の元に神の大地を取り戻もどす、という大義名分があればどこの土地に攻せめ入ったって構わないというのだから、当然だ。

　そういう世の中で、騎き士し団のような国家とも呼べない不可思議な集団が勢力を伸のばし、戦に乗じて世界をその手に収めんとしていた。教会のようにどこの町にも存在し、教会の説く神の教えよりもわかりやすい剣けんと黄金で支配をほしいままにしていた。

　騎き士し団を始めとする、異教徒との戦いくさを背景として勢力を伸のばす集団が、今いま更さら戦をやめるとは到とう底てい思えなかった。

　だが、カルドスは噂うわさ話ばなしの気楽さか、とんでもないことを言った。

「ラトリアの女王が、ついに正教に改宗するのだとか」

　クースラは、微び妙みような話題には相あい槌づちだろうと打たないことにしている。

　じっと流る浪ろうの民たみを見つめていると、相手はやや恥はずかしそうにした。

「おっと。失礼。旅に暮らしていると、噂話ばかり好きになってしまって」

「……その噂は、どのくらい広まっているものですかね」

　クースラは、質問をすることで、同意も否定もしないままに、関心だけを示す。

　人の目や監かん視しの目が多い町の中だと、火ひ種だねになりそうな噂は囁ささやかれにくい。

　錬れん金きん術じゆつ師は籠かごの鳥なので、どうしても市し壁へきの外の噂には疎うとい。

「最近、とみに聞きますな」

　流浪の民は、世間話程度に話しているが、クースラは先せん遣けん隊と同行していた時の傭よう兵へいとのやり取りも思い出す。そういえば、彼らも戦はそろそろ終わりだとかなんとか言っていた。

　それに、クースラ自身、カザンの陥かん落らくとその植民が、最後の新天地になりうるからと必死になった。

　ただ、それはあくまでも攻せめ入る異教徒の土地がなくなりそうだという意味にすぎない。

　だから戦はこの先も永遠に続くのだと思っていた。

　しかし、もしもいま世界を覆おおっている戦が異教徒を討うち取るための戦なのだとしたら、当たり前だが永遠に続くわけがない。

　どんな畑も作物を取り尽つくせばそれで終わりなのだから、長きにわたって続いていたこの戦も、ラトリアの女王の改宗をもって終わりになるのかもしれない。

「そうなると、騎士団様も大変でしょう？」

　カルドスは言って、話が長くなると思ったのか、手にしていた甕かめやらを置き、酒を注ついだ器うつわをクースラに差し出した。

「大変？　戦が終わるという実感は確かにないが……騎士団の連中も、戦が終われば大好きな金かね儲もうけに邁まい進しんできるんじゃないんですかね」

　ジョッキに注がれたのは、透とう明めいな葡ぶ萄どう酒しゆからはほど遠い安物だった。生しよう姜が、石せつ灰かい、明みよう礬ばん、蜂はち蜜みつと、思いつく限りの味を誤ご魔ま化かすものが入れられて、しかも葡萄は一度絞しぼった残りを無理やり絞り出したのか、滓かすがどっさり残っている。

「歯で濾こしながら飲まないとならないので、町の人には不向きな酒ですな」

　カルドスは笑いながら言って、自分の分を飲むと厨ちゆう房ぼうの窓から外に向かって滓を吐はき出した。

　酸すっぱく、ところどころ不ふ愉ゆ快かいなほど甘く、全体的に苦味が覆い、渋しぶみは否定しようのないほどのそれを軽く舐なめながら、クースラも真ま似ねして滓かすを外に吐はき出した。

「それでなんの話でしたか」

「戦いくさが終われば騎き士し団も大変」

「ああ、そうでした。あなた様も身に覚えがあるのでは？　戦が終われば、たくさんのものが不必要になる」

　クースラは、カルドスを見る。相手は悪気もなさそうだ。

「確かに、一理ありそうだ」

「たとえば戦いがなくなれば多くの鉄が不必要になり、それを打つ人間や、石を掘ほり出す連中の仕事が減る。当然、鉱山を巡めぐって熾し烈れつな争いはなくなり、我々のような怪あやしい人間を監かん視しする、というような仕事もなくなるでしょう」

「……」

　カルドスは、自分がどういう疑いを持たれているのか正確に把は握あくしていたようだ。

　それでも気にせず酒を飲み、滓を歯で濾こして、また外に吐き出した。

「異教徒と戦うためだから、という大義名分もなくなります。世界が激変しますよ。我々は常に町の外にいるから、そういう大きな流れがわかりやすい。もっとも、それを見誤れば、川に流される葉っぱの舟ふねのように翻ほん弄ろうされるので必死、というわけでもあるのですが」

　確かにそうだ。

　ただ、クースラはまずい酒を舐めながら、思う。

　こいつがそんなことを言う意図はなにか。単純に世間話か。それとも？

「とはいえ、我々も戦がなくなれば、こんなふうに砦とりでの補修と引ひき換かえに狩かり場ばを提供してもらえるのも、最後になるやもしれません。定住する先を見つけようかと思います」

　単に自分たちの行く末も不安だから、誰だれかに言いたかっただけ。

　そう思えるが、そうでもないような気もする。

　あるいは、それはクースラ自身の中のちょっとした動どう揺ようかもしれない。

　戦が終わり、多くの仕事が失われる？

　だが、クースラは小さく笑い、自分に言い聞かせるように言った。

「世界が変わろうと、生き方は変えられませんがね」

「はは。そのとおり。特に我々は、世の厳しさに翻弄される中、一歩一歩でも歩いて行くからこそ、目的地に着くのですから」

「せめて……せめて目的地が本当にあることを願うばかりだ」

　クースラは、やや情感をこめてそう言った。

　カルドスが、葡ぶ萄どうの皮だらけの歯を剥むいて声なく笑う。

「まったくそのとおりです。だからこそ、あっちのほうが正しいのかもしれない、と道を逸それる誘ゆう惑わくが生じる。さもなくば、その誘惑こそが、世界が変わるかもしれない、という噂うわさ話ばなしを生み出すのかも……」

　カルドスは、人を煙けむに巻いて楽しむような言い方をする。

　クースラは肩かたをすくめて、こう言った。

「迷って道を逸それるたび、ぐるぐる回る危険を冒おかす羽目になる」

　たとえば、フェネシスのように？

「そう、そのとおり」

　世界は元々不確かなのだ。そこであるのかないのかすらおぼつかない目的地を目指すには、こうと決めた方法でまっすぐに進むしかない。

　それがどれだけ摩ま擦さつや軋あつ轢れきを生もうとも、それだけがただ一つ頼たよれる指針なのだから。

　フェネシスも、この先そのことを理解してくれればいいのだが。

「ところで、さすがにまずすぎませんかね、この葡ぶ萄どう酒しゆ」

「……錬れん金きん術じゆつでどうにかなりませんか？」

　クースラが肩をすくめると、カルドスは大笑いし、葡萄の滓かすをまた吐はき出したのだった。







　翌日、カルドスたちはまた狩かりに出かけていた。フェネシスも当然ついて行ったのだが、狩りにはさほど危険もなさそうだったので、今度はクースラもついて行くということはなかった。

　それに、カルドスに言われたことが気になって、ちょっと考えごとをしたかったのだ。

　もしも戦いくさが終わると、世界が変わる。

　そうした時、自分たちはどうなるのだろうか、と。

　とはいえ、そもそもカルドスの口にしたラトリアの女王の改宗が噂うわさ話ばなしにすぎない以上、いたずらに不安を弄もてあそぶというだけになる。

　万が一の話としてそんなことが起こったとしたら、と考えることに益があるのかどうか。

　それに、戦がなくなっても人の強ごう欲よくは消えはしない。そして、富というものはいつの世も金属や宝石と密接につながっており、それらを専門に扱あつかうのが錬金術師なのだ。依い頼らいされる仕事の内容は多少変わるかもしれないが、クースラたちの生活が大きく変わるということもあまりないのではないか、と思えた。

　そんなことをつらつら考えていると、そろそろ日も傾かたむきそうだなという頃ころになって、狩りに向かっていた連中が帰って来た。

　グルベッティを出て馬車に揺ゆられ、それからは山道を越こえて砦とりでにやって来て、昨日、今日と続けて狩りに出かけ、元々体力のないフェネシスはかなりへとへとになっているようだった。

　ただ、それ以上にカルドスたちとも親交が深まったのか、彼らに励はげまされながらなんとか広間にたどり着き、途と端たんにへたり込むのを笑われたりして、フェネシスはくすぐったそうに笑っていた。

　そして、一ひと休きゆう憩けい挟はさむと、雪で濡ぬれた服や靴くつを暖だん炉ろの前に干し、夕食の準備を手伝いに行っていた。グルベッティの町での工こう房ぼう以上の働きだった。

　その熱心さは、クースラが一昨日おとといの晩に告げた、彼らの側そばにいて情報を集め、彼らの秘密を暴あばく、ということの延長なのだろうか。

　普ふ通つうに考えればそうなのだが、クースラにはどうも違い和わ感があった。

　それからさらに翌日も楽しげに狩かりに同行し、日が暮れる前に戻もどって来るのを見て、ようやくその違和感の正体に気がついた。

　フェネシスは、彼らの輪の中で心底楽しそうなのだ。グルベッティのあの騒さわぎで、ウェランドを見捨てるというようなことができなかったフェネシスには、密みつ偵ていの真ま似ね事ごとをしながらなお楽しそうでいる、ということがそぐわなかったのだ。

　演技で楽しそうにしているのか、とも疑ったのだが、フェネシスがそこまで器用だとはクースラには思えない。フェネシスはすぐクースラを相手に無理だとわかっている論戦を張ったり、意地を張るだけ張ってとんでもないことを言い出すような奴やつなのだ。もう少し器用さを持て、と思うことはあっても、それが足りているということは決してなかった。

　とすれば、クースラの目つきが呆あきれの眼まな差ざしになるのも時間はかからなかった。

　フェネシスは、昔を思い出しているのかもしれない。

　まだはるか南東の地で旅に暮らし、一族の者たちが生きていた頃ころのこと。

　だから、砦とりでに来て五日目の日暮れ頃。

　流る浪ろうの民たみの連中が、いつものように狩りから戻って来て夕食の準備や諸もろ々もろに散った後、妙みように深刻な顔をしてクースラを呼び出したフェネシスがなにを言うのか、なんとなく予測がついていた。

「あいつらがこの先どうなるかって？」

　平野の夕暮れは赤く染まっていくものだが、奥深い山の中は空が近いせいか青く染まっていくものだった。

　クースラは、まずいまずいと思いながらも、そのまずさが逆に癖くせになるあの葡ぶ萄どう酒しゆを舐なめながら、フェネシスの質問に答えた。

「お咎とがめなしなら、特にない。放置だろうな」

「……そうでなかったら？」

　フェネシスの心配していることは、明らかだった。

「あいつらは囚とらわれ、散り散りにされ、騎き士し団の走そう狗くになるかもな」

「っ」

　フェネシスは、砦の廊ろう下かの木窓を開け、夜に沈しずんでいく山を見ながら唇くちびるを引き結んでいた。

「なにか気がついたのか？」

　クースラの質問に、フェネシスはゆっくりと首を横に振ふる。

　ただ、それが少しぎこちなかったのは、理由のないことではなかったらしい。

「あなたには、また馬ば鹿かにされるかもしれませんが」

「あいつらの将来が不安、か」

　共に行動し、昔の逃とう避ひ行こうを思い出し、どうにもならなかった自分の代わりに、彼らの安あん寧ねいを期待する。あるいは、昔は自分がその理り不ふ尽じんに巻き込まれる側がわだったが、今は理不尽に巻き込む側だからかもしれない。

「まあ、馬鹿だと思うのは確かだ」

「……鉛なまりが金きんになるみたいに、立場でこんなにも世界が違ちがうんですね」

「よくわかってきたな」

　クースラが特に感かん慨がいも込めずに言うと、フェネシスは細く、長いため息をついた。

「私のことを、あの人たちは知っていました」

　その一言に、クースラは壁かべに寄りかかっていた体を思わず起こした。

「おい、それは」

「血筋の話と、私たち一族があちこちを逃にげ回っていた時の話です」

　昔のことを話すフェネシスの横顔は、いつもの幼さが消え、ひどく大人びて見える。

　それはきっと、グルベッティの市場で旅支じ度たくを整えた時に見せたような、生きるために研とぎ澄すませてきた芯しんのようなものが顔に出るからだろう。

「私が生きてその長い旅路を無事に終えられたのなら、いつか自分たちが困難に陥おちいった時、助けてくれって言われました」

　クースラは、じっとフェネシスの横顔を見て、言う。

「ほかには？」

　フェネシスの耳が、ヴェールの下でピクリと動いたような気がした。

　ゆっくりとうつむきながら苦笑していたので、気のせいではなかったようだ。

「あなたはなんでもお見通しですね」

「お前の隠かくし方かたが下手なんだよ」

　クースラが言うと、フェネシスは遠い目で、群青色に染まる雪山を見ながら言った。

「よく頑がん張ばったなって」

　その一言はたぶん、似たような境きよう遇ぐうにいる人間たちでなければ響ひびかない言葉だろう。

　フェネシスは、やはり探さぐりを入れるために彼らに同行しているのではなかった。

　あの、流る浪ろうの民たみの、どっしりとした体と、陽気な話し方。

　どういう苦労をどれだけしてきたのかは、立場の違うクースラには想像もつかない。

　ただ、彼らの言葉はとても深くフェネシスに届いているようだった。

　なぜなら、そんなフェネシスの姿が、クースラにはひどく遠く見えたからだ。

「おい」

　クースラは、気がついたら、声をかけていた。

「……？」

　冬山の、冷たい風がかすかに吹ふいて、フェネシスの前まえ髪がみを揺ゆらす。

　その目は、エメラルドのように綺き麗れいだ。

　クースラは、そして、結局なにも言わなかった。

　フェネシスがこのまま彼らと共にどこかに行ってしまいそうな気がしたとは、とても言えなかった。

「あまりあいつらに付き合って酒を飲むなよ」

　クースラは、殊こと更さら意地悪げに言った。

「お前には酒乱の気けがある」

　フェネシスはそんなクースラを見て、とても久しぶりに、くすぐったそうに微ほほ笑えんだのだった。







「明後日あさつてには引き上げるのが得策か、ということになりました」

　流る浪ろうの民たみが狩かりに出かけた昼下がり、砦とりでに残った偵てい察さつ役の一人が言った。

「なにも手がかりはありませんし、無実の者たちにいつまでも疑いの目を向けていると、クラッセ伯はくの名めい誉よにも関かかわる」

「あまり遅おくれて、本隊に合流できなくなるのも困るしな」

　クースラが言うと、偵察役は小さく笑う。

「我々はいつもその不安と戦っています。探さぐり残のこしがあったらまずいですが、探りすぎて本隊に置いて行かれれば目も当てられない」

「幸運の女神の後うしろ髪がみがもっと長ければと思うよ」

「まったくです。取り返しのつくことばかりであれば、この世を渡わたるのがどれだけ楽なことか」

　そんな軽口を交かわし、偵察役は残念そうに笑う。

「今回のことは、外れでしたね」

「ままあることさ」

　肩かたをすくめ、そう言った。

　ただ、クースラはほんの少しほっとしている面もあった。

　これ以上ここにいて、フェネシスが彼らと親しくなったら、本当に彼らとどこかに行ってしまいそうな気がしたのだ。

　ウェランドとの一件のせいで、フェネシスの気持ちが自分から離はなれている、とわかっているせいもあった。真実を伝えれば、フェネシスのことだからあっさりなびくこともあるだろう。

　だが、本当のところでは、そんなに簡単な話でもない。

　なにせ、クースラの考え方は一いつ貫かんしてフェネシスとは相あい容いれないし、歩み寄る気もなかったのだから。

　そして、偵てい察さつ役と会話を交かわし、出しゆつ立たつの決定をしてしばらくした日暮れ頃ごろ、狩かりに向かっていた一いつ行こうが帰って来るのを見て、クースラは目を丸くした。

　フェネシスがぐったりして背負われていたのだ。

「連日張り切っていたせいでしょうかね。途と中ちゆうで歩けなくなりまして」

　カルドスが、毛皮の上にフェネシスを背負ったままそう言った。

　クースラは、馬ば鹿かな奴やつだと呆あきれながら、怪け我がや事故などではないことにほっとした。

　カルドスからその体を受け取り、広間の隅すみに寝ねかせてやる。

「我々も注意不足でした。悪いことをしましたな」

　心配そうにフェネシスの寝顔を覗のぞき込むカルドスに、クースラは苦笑いで答えるしかない。

「あなた方に探さぐりを入れているのはこちらですがね」

「……ふふ。我々も、本気かどうかくらいわかりますよ」

　カルドスは笑い、続けた。

「大事にしてやってください。苦労してきた子だ」

　そして、その一言を残して、広間から出て行った。

　クースラは、ため息と共にフェネシスに視線を戻もどす。

　背負われていた時に付いたものなのか、頬ほおに小さな砂利じやりが付いている。

　クースラはそれを指の背で払いながら、思う。守りたいとは思うのだが、それは結局聖歌隊がこいつにしていた仕打ちと変わらないのだろうかと。

　自分のマグダラのために、という意味合いからすれば、あまり的外れなことでもない気がする。結局は自分の目的のために利用しているのであり、フェネシスのためにやっているわけではないからだ。

　フェネシスがクースラを呼び出し、流る浪ろうの民たみのことを聞いたこともそうだ。カルドスたちに怪あやしいところがないからこそ、何事もなくあの会話を終えられた。

　だが、もしもクースラがカルドスたちに怪しいところを見み出いだしていたら？

　おそらくその時は、ウェランドを巡めぐる以上の対立になっただろうと思う。

　フェネシスは、今度こそクースラを見限るだろう。

　そして、クースラにも譲ゆずる気はない。そうする理由がまったくないからだ。

　しかし、かといって、クースラも聖歌隊のようなことはしたくないとは思っている。だからこそ、イリーネに代わりに嘘うそをついてもらってまで、ウェランドを助けたことを伏ふせているのだから。

　問題は、自分の方法論に従おうとすると、フェネシスの望まない結果になってしまうことがある、ということなのだ。

　クースラは唸うなり、考えるが、やはり変わるべきはフェネシスのほうではないかと思う。

　どう考えたって、フェネシスの考え方は、この世の中で生きていくには甘すぎる。

　今日、背負われて帰って来たことだってそうだ。自分の体調に注意しろ、とは工こう房ぼうでの作業の時も散々言ったこと。それが未いまだにできていない。

　クースラは、そういうところを考えるにつけ、フェネシスの迷いに自分が惑まどわされるのは馬ば鹿かげている、と結論づける。

　変えるべきは、フェネシスの考え方。

　そうでなければ、クースラは自分の中の大きなものを変えることになる。

　それこそ、ラトリアの女王が異教を捨てて、改宗するように。

　そして、そんなことはあり得ない。

　あり得ないのだった。







　あなた方の疑いは晴れた、と告げたのは翌日の夕食時のことだった。

　彼らは一様にぽかんとして、それから笑い出した。

　これまでも楽しかったが、今日はなお楽しくなるだろう、と。

　それに、彼らもそろそろ砦とりでを移り、別の狩かり場ばに向かうとのことだった。

　人にはそれぞれ道があり、時々交差することがある。

　せめてその出会いが良きものでありますように、と旅立ちの前に司祭が祝福することもある。

　砦に備び蓄ちくしてある酒をすべて飲み干すかのような騒さわぎになり、フェネシスは早々に潰つぶれ、クースラも途と中ちゆうで離り脱だつした。

　そして、壁かべ際ぎわで潰れたフェネシスの隣となりに座り込み、暖だん炉ろ前の連中を眺ながめているといくつか気がつくこともあった。偵てい察さつ役の面々は、酔よって隙すきを見せることにはそれこそ自分の人生が懸かかっているので、上手にいなしているのがよくわかる。流る浪ろうの民たみの連中も、しきりに杯サカズキを口に運んではいるが、その割には新しくつぐ回数が少なかった。たぶん、飲んでいるふりが半分くらいなのだろう。

　かといって、楽しそうな様子までもが嘘うそかというと、そんな感じもない。単純に、羊と狼おおかみはどうしたって相あい容いれない、ということの表れに違ちがいなかった。

　そのことが垣かい間ま見みえて、クースラは少しだけ寂さびしく笑っていた。

　このまま眠ねむりこけても、彼らはまだ盛り上がっているので途中で起こされそうだ。

　それに、クースラ自身、こういう騒さわぎは久しぶりなので、やや仮かり初そめの感はありつつも、この空気の中にいたかった。

　とはいえこれ以上酒も飲めないので、手持ち無ぶ沙さ汰たになる。

　視線を巡めぐらせば、ちょうどフェネシスの荷物から書物がはみ出ていることに気がついた。

　これならば自分でも役に立てる、とばかりに熱心に読んでいた黄金の羊伝説に関かかわる話が載のっている本だ。書物そのものは、古い時代の神話の話をあれこれ詰つめ込んだもののようで、たぶんグルベッティの騒さわぎの時のものも、似たような書物だろう。

　クースラは、普ふ段だんならば絶対に手に取らないその本を開いてみる。

　見習いの時じ分ぶんは心躍おどらせて読んだものだが、錬れん金きん術じゆつがいわゆる魔ま法ほうとは違ちがうのだとわかり始めると、現実味のない神話に対する興味はなくなっていった。今、そこに感じるのは、懐なつかしいな、という想おもいだけ。それと、こんな本を馬ば鹿か正直に読んでどうにか役に立とうと考えるフェネシスの単純さだろうか。

　クースラは苦笑しながら、ぱらぱらと頁ページをめくり、ふと、途と中ちゆうに布切れが挟はさまっているのに気がついた。

「ん？」

　本の中ほどに挟まっているらしく、クースラはそこを開いてみる。

　黄金の羊の話が載っていた。

　だが、そのうちの一文。挟まっていた布に覚おぼえ書がきとして記された一行を見つけた時、クースラは息を飲んで視線を横に滑すべらせた。

　すぐ側そばでフェネシスは横向きになり、背中を丸めて寝ね入っている。小さな寝息が聞こえ、華きや奢しやな体が規則的に膨ふくらんだり縮んだりしている。クースラは、本を可能な限りそっと閉じ、フェネシスがしまっていたのと同じように元に戻もどした。

　そして、見下ろしているのは、足元のフェネシスの小さな寝姿だ。

　クースラはその寝姿を愕がく然ぜんと見つめながら、頭の中を駆かけ巡めぐる考えに翻ほん弄ろうされかけていた。

　フェネシスは、流る浪ろうの民たみの秘密を知っていた。それも、おそらくはかなり前からだ。もしかすると、グルベッティにいた時点で。

　だが、町にいる時に気がついていたとして、そのことをクースラに言わなかったことはまだ許容できる。なぜなら、確証が持てないことを口にして、馬ば鹿かにされからかわれるから言いたくない、ということは十分考えられるからだ。

　しかし、クースラが愕然としたのは、フェネシスが流浪の民の秘密を知っていたとすると、先日彼らに担かつがれて帰って来たことの意味合いが変わってくるせいだった。あれは、フェネシスがわざとやっていたはずだった。

　だとすれば、ここに至ってなお、この秘密を黙だまっていたというそのことは、否定しようのない別の事実を指し示す。

　クースラは、フェネシスの寝顔を見る。

　自分の中の懸け念ねんに、再度火がともった。

　フェネシスは、このまま流浪の民と共にどこかに行くつもりなのでは？

　そんな馬鹿な、と思うことはたやすい。追いかけられれば即そく座ざに見つかる。それでもフェネシスが馬ば鹿かなのはグルベッティで証明ずみだ。駄だ目めだとわかっているからやらない、などという賢かしこさは持ち合わせていない。

　それに、もしそんな馬鹿なことをしないとしても、もっと単純で明白なことがあった。

　フェネシスは流る浪ろうの民たみの秘密が暴あばかれるのを、絶対に望んではいないということだった。

　あの夕暮れ時に質問してきたのは、このことを知っていたからに違ちがいない。もしも自分が流浪の民の秘密を明かしたとしたら、彼らはどうなるのか。自分のせいで、彼らはどんな目に遭あうのか。自分が苦しみ一族をバラバラにされてきた時のように、今度は自分が彼らをそうするのだろうかと。

　フェネシスは、そのことを聞かずにはいられなかったのだ。

　では、これから偵てい察さつ役たちと共に先せん遣けん隊と合流し、クースラが流浪の民の秘密を上役に伝えたとすればどうなるのか。

　クースラは、認めざるを得なかった。

　フェネシスは、きっと二度とクースラを許さないだろう。

　からかいや、意地悪の類たぐいとは話が違う。フェネシスが本当に大事にしている場所に、土足で踏ふみ込み、一いつ切さい合がつ財さいをぶち壊こわすかどうかという話だった。

　クースラは、暖だん炉ろ前の、だいぶ静かになってきた和なごやかな酒の席の声を聴ききながら、小さく丸まって眠ねむるフェネシスを見る。自分が、岐き路ろに立たされていることに気がついた。

　たった一つの行こう為いによって、鉛なまりが金きんになることもあれば、金が鉛になることもある。

　クースラが流浪の民の秘密を騎き士し団に伝えれば、カザンの町での地位は絶対安あん泰たいといっても過言ではないだろう。そんな機会は、おそらくもう二度とない。そして、カザンの町のような新天地はこの先も出るとは考えられなかった。仮にあるとしても、クースラがそこに潜もぐり込める可能性となると絶無に近かった。

　しかし、利益を取れば間違いなく、フェネシスを失うことになる。

　ただ、クースラの頭は同時にこうも動くのだ。すなわち、カザンの町で絶対的な地位を築くことには代えがない。だが、フェネシスなら？

　そんな冷れい酷こくな打算が脳裏をよぎり、よぎった際の些さ細さいな風で、クースラの心が揺ゆらいでしまう。錬れん金きん術じゆつ師。その名前は、《利子クースラ》。

　正しい行為とはなんだ？　マグダラへの近道はどれだ？

　鶏にわとりの腹に水銀を詰つめ込んで、死体を躍おどらせた光景が蘇よみがえる。

　どうせ、命すら弄もてあそぶ人でなしではないか。

　自分は、目の前で解体される恋人を見ても、平然と酒を飲んでいた。その時に考えていたことはなんだ？　製錬のことだ。

　クースラは、固かた唾ずを飲む。

　だが、そうではない、と気づかせてくれたのが、他ほかならぬフェネシスだった。

　そうだ。そう考えれば、フェネシスは最初からなに一つ変わってはいないのだ。

　聖歌隊に命令され、殺されるかもしれないのにクースラたちのいる工こう房ぼうにやって来て、その挙あげ句く、陥おとしいれるべき対象であったはずのクースラに同情してしまっていた。

　それは、よくよく考えればいかにもフェネシスらしい馬ば鹿かなことだった。

　だがその代わりに、クースラは鉛なまり色の記き憶おくから救われた。フェネシスが馬鹿だったおかげで、クースラは自分がきちんと人を愛せると気がついたのだ。

　しかし、同じ玉座に二人の王は座れない。

　クースラの目の前で、フェネシスが無防備に眠ねむっている。

　自分は《利子クースラ》のはず。正しい行こう為いを選べ。クースラは自分に言い聞かせていた。

　山の中の砦とりでは、夜の深い闇やみに包まれていく。あるいはそれは、クースラの心の中のなにかだったのかもしれない。

　そんな折、フェネシスがむずがり、寝ね返がえりを打って、クースラの荷物が崩くずれた。

　酒に酔よったフェネシスはまったく目を覚ます気配がなかったが、こぼれ出た荷物に目がいった。

　金細工職人に頼たのんでいた、あのエメラルドの細工物だ。

　フェネシスは最初それを見た時に、ウェランドがそうしていたように、クースラが町の女に別れの品として渡わたすのかと仰ぎよう天てんしていたが、当たらずとも遠からずだった。

　あれは、フェネシスから旅の過か酷こくさを教えてもらったクースラが、万が一旅の途と中ちゆうで離はなれ離ばなれになっても、フェネシスが困らないようにと作ったものだった。

　それが、ウェランドの一件があって渡す機会を逸いつしていた。

　銀の台座と、細身の鎖くさりはいかにも女物の宝ほう飾しよく品。先せん遣けん隊から別れる時、高価で小さい品なら大した荷物にもならないので、盗ぬすまれる心配をするくらいならと持って来ていた。

　フェネシスが本当にどこまでも馬鹿な娘むすめなら、おそらくは家が建つほどのエメラルドを渡せば大たい抵ていのことは許ゆるしてくれるに違いない。

　だが、フェネシスがそういう娘でないことは、呆あきれるほどわかっている。

　許せないことは部屋いっぱいの黄金と引ひき換かえでも許さないだろうが、許す時には些さ細さいな詫わびでも許してくれるだろう。

　悪い娘ではない。決して、悪い娘ではない。

　クースラは、たった一つしかない実験材料で、失敗できない製せい錬れん作業を行っているようだった。どんな方法を取るのかで、生まれ出てくるものはなにもかもが違う。

　それは、金きんのように見える鉛であるような気もするし、鉛のように見える金のような気もした。

　自分は、なにを目指しているのだろうか？

　クースラは、エメラルドを握にぎりしめたまま、深い闇の中で、問い続けていた。







　あとは積つみ荷にに覆おおいを掛かけ終えれば、出しゆつ立たつの準備が整う。これで何日かかけて山道を下り、先せん遣けん隊と合流するだけだ。

「おや、準備が終わりましたね」

　厩うまやに様子を見に来たカルドスが言った。

　手には小ぶりな甕かめを持っている。

「もし隙すき間まがあればと思って持って来たのですが」

　別れの品、ということらしい。

「あのまずい酒ですか」

　クースラが問うと、カルドスは意い味み深しんな様子でにやりと笑う。

「意外に癖くせになっているようでしたから」

　確かにあれは自分では再現のできなさそうな不可思議な味だった。

　クースラは偵てい察さつ役と荷物をいじって場所を開けると、甕が割れないように毛布の類たぐいで包んでからしまっておいた。

「しかし、もう一日休んでからでなくて本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と、クースラは言われてしまう。

　昨晩は結局あまり眠ねむれず、酒が残ってしまっていた。

　また、酒が残ったのはどうやらフェネシスも同様らしく、今も広間で臥ふせっている。

「そして、回復したらそのお祝いで？」

　クースラが自じ嘲ちよう気味に笑いながら言うと、流る浪ろうの民たみも大笑いする。

「はっはっは。左様ですな」

「ただ、我々は相あい容いれない間あいだ柄がらだ。懇こん親しんの情を深めましてもね」

　その言葉に、カルドスは皮肉めいた笑えみを浮かべていた。

「じゃあ、準備も終わったし、そろそろあいつを連れて来るか」

　クースラはそう言って、広間に向かった。

　廊ろう下かを歩くクースラは、すでに結論を下していた。自分の信念を曲げてはならない。それだけであり、それ以外のことを考えても仕方のないことだと思ったからだ。

　だから、荷物がなくなり妙みように閑かん散さんと感じる広間で臥せるフェネシスを起こしがてら、クースラは寝ねぼけ眼まなこのフェネシスの手に、エメラルドの首くび飾かざりをひょいと置いた。

「へ？　え？」

　当とう惑わくするフェネシスに、クースラはこう言った。

「市場で、お前から旅は過か酷こくだと学んだからな。なにかあった際に、それで身を守ればいい」

「……」

　フェネシスは呆ほうけたようにクースラを見て、それから、手元の宝石を見る。

「町まち娘むすめの格好は似合わなかったが、宝石の類たぐいならそうでもないだろ」

　クースラは、フェネシスの反応を待たず、その細い肩かたを軽く叩たたき、「用意しろ」と言った。

「あの」

　そんなフェネシスの声がかけられ、すでに立ち上がっていたクースラは振ふり向いた。

「なんだ」

「……」

　フェネシスは怒おこられているかのようにうつむき、しばらくためらってから、言った。

「……どうして、今渡わたすんですか」

　私は今でもグルベッティで下したあなたの考えに同意できないから、こんなものを貰もらいたくもない。

　要約すればそういうことだろうか？

　クースラは少し考えてから、言った。

「俺は自分の生き方に従うしかないからな。それはお前に用意したもので、それ以外のものではない。だとしたら、渡せるうちに渡しておくべきだと思ってな」

「え？」

　フェネシスが、なにか勘かんづいたように顔を上げた。

「気に入らないからって捨てるなよ。捨てるなら」

　クースラは、言った。

「売れ。生きる糧かてになる」

　そして、フェネシスは目を見開いたが、クースラはそれ以上その場にとどまらなかった。

　広間を出て、廊ろう下かを歩く。

　胸中のざわつきが、腹立たしかった。

「くそっ」

　クースラは毒づき、厩うまやに戻もどる。

　こうするしかない。

　自分の生き方を変えれば、それは進む先を変えるということだ。

　時に応じて変化させればいいなどと考える輩やからは、失敗すれば奈な落らくの底に落ちる心配のない恵めぐまれた連中だ。

　職人たちが自分たちの生業に関する物を側そばに置き、身につけたがるのは、それが自分たちがすがるべき生きるための綱つなだと理解しているからだ。錬れん金きん術じゆつ師ならば、それは生き方に他ほかならなかった。

　そして、そういう点では流る浪ろうの民たみたちも同じこと。彼らは黄金の羊伝説にすがって生きている。それがあるからこそ前に進むことができたし、それがあるからこそ、これまで自分たちの正体を隠かくしおおせてきたのだろう。

　結論として、彼らは金きんを探す山やま師しだった。

　その手法は、文字どおり羊の毛皮を隠かくれ蓑みのにするものだった。

　金の採さい取しゆ方法にはいくつか種類があるが、特に砂金の採取には単純だが変わった道具が必要になる。他ほかの礫れき砂さと峻しゆん別べつするには比重の違ちがいを利用するのが便利なので、特別にあつらえた盆ぼんや板を使う。

　彼らが用いていたのは、古い古い時代に使われていた非効率極きわまりない道具であり、忘れ去られたものだった。

　すなわち、羊の毛皮そのものなのだ。

　彼らは羊の毛皮を干していたが、決して洗っていたのではない。川に沈しずめ、礫砂を流し込み、毛の中に深く沈む金がないかを探していたのだ。そのために、あちこちの炭焼き小屋を移動していたのだろう。

　だからこそ、彼らの弓矢はへたくそなのだ。狩かりというのはあくまでも、あの羊の毛皮をかぶるための理由づけの一つにすぎないからだ。

　そして、フェネシスは古い時代には羊の毛皮で砂金を採ることがあり、そのことが後世の黄金の羊伝説につながった、というような話を、神話の話が書かれていた書物に見つけていた。

　その中で、カルドスたちが黄金を探す山師だと確信を得たのは、彼らに背負われて帰って来た時のはず。広間で毛皮に顔を近づけて、毛に絡からまっている砂を仔し細さいに調べれば怪あやしくなるが、背負われている時なら調べ放題だから、フェネシスなりに知ち恵えを絞しぼったわけだ。

　そして、フェネシスはそのことをクースラに隠かくしたままだった。

　その理由はといえば、カルドスたちが無実だったからではない。

　その逆で、彼らが山師だとわかったからだろう。

　彼らは金を探し求めて雇やとわれた連中であり、騎き士し団にとっては新たな戦いくさを起こしかねない面めん倒どうを含ふくむ連中だった。

　だとすれば、クースラには選せん択たく肢しが残されていない。それは、クースラにとっても楽しいものではない。だが、信念に従いさえすれば、自分の行こう為いのすべてを正当化できる。職人が自分たちの生きていく道具を側そばに置くように、クースラは自分の生き方に固こ執しつするしかない。

　流る浪ろうの民たみが、羊の毛皮をかぶって狩りに出かけるように。

「では、参りますか」

　フェネシスがやって来て、のろのろと荷馬車の隅すみに腰こしを下ろすのを見届けると、手た綱づなを握にぎる偵てい察さつ役の男が言った。

　フェネシスがこちらを見ることはしない。

　代わりに見つめているのは、クースラから受け取ったエメラルドだ。

　クースラは、動き出した荷馬車の上から、流浪の民たちが生きていくために過か剰じように鋲びようを打った無骨な荷馬車を、ただ静かに眺ながめているだけだった。
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「で？」

　ウェランドが、そう言った。

「でってなんだよ。それだけだ」

　クースラは答え、干し肉をテーブルの上で裂さいた。

　山中にある貿易の要かなめの町で、先せん遣けん隊と合流したわけだ。

「嘘うそをつくなよお」

　ウェランドは、にやりと笑ってテーブルに身を乗り出す。

「じゃあ、どうしてクースラは褒ほう美びを貰もらっていないんだよお」

　クースラは、楽しげなウェランドの顔を押し返し、干し肉を噛かみちぎる。

「それに、クースラが信念を曲げるなんて信じられないよお」

「曲げちゃいない。話を聞いてなかったのか？」

　その言葉に、ウェランドは即そく座ざに言う。

「だったらどうして、クースラは偉えらいさん方と祝しゆく杯はいを上げていないのかねえ」

　クースラは顔を背そむけたが、ウェランドも引き下がるつもりがないようだ。

　クースラは、渋しぶ々しぶながら、言った。

「……報ほう酬しゆうは、別口で受け取ったからな」

「別口？」

「そうだ。だから……俺は信念を曲げちゃいない」

　屁へ理り屈くつだとはわかっている。

　だが、クースラが干し肉を苛いら立だちながら食はんでいたのは、それが原因ではないし、しつこいウェランドのせいですらない。

　もっと腹立たしいことがあったのだ。

「ふうん？　錬れん金きん術じゆつ師クースラも、焼きが回ったようだねえ」

　嘲あざけるように言うウェランドに干し肉の残りを投げつけたが、ひょいとかわされた。

　クースラは、目を閉じて唸うなる。

　何度思い出しても腹立たしい。

　それは、クースラが本隊と合流し、流る浪ろうの民たみたちについての報告をアイルゼンにした後のこと。宿の部屋で一人、テーブルに足を載のせて酒を舐なめていたら、フェネシスがやって来たのだ。

「……あの」

　おずおずとそう声をかけてきたフェネシスは、酒の入った小さな甕かめを手にしていた。

　ウェランドはグルベッティのことでも懲こりないらしく町の女を追いかけて留守にし、イリーネはクースラの頼たのみ事ごとのために使いに出ていた。

「どうして、言わなかったんですか」

　フェネシスは、クースラが流浪の民の秘密に気がついている、と知っているようだった。どうして、と問うのも馬ば鹿からしかった。あの砦とりででは気が回らなかったが、普ふ通つうに考えればフェネシスもあの本に書かれている内容については注意したはずだ。だから、髪かみの毛でも挟はさんでおいて、自分以外の人間に本が開かれたなら、すぐにわかるようにしていたのだろう。

　そして、クースラがあの本の内容に気がついていながら、伝令官に報告しなかったその事実を目まの当あたりにした。

　ならばお礼をするしかない。

　単純な、あまりにも単純なフェネシスの考えだ。

「言わなかった？　なんのことだ？」

　だから、クースラは面めん倒どうくさそうに答える。

　フェネシスは怯ひるんだが、言った。

「あの……黄金の……」

　クースラはため息をつき、テーブルの上から足を下ろした。

　それから、フェネシスを半目に睨にらみつける。

「その酒はなんだ。感謝のつもりか？」

「っ……」

「お前にそんなことをされる理由はない。俺は俺の信念に従い、きちんと利益を手に入れている」

「え」

　呆あつ気けに取られたフェネシスの手から、危あやうく甕かめが落ちかける。

「あいつらの秘密は、どう転がしたって利益になるからな。俺は当然利用させてもらった」

　フェネシスは、魂たましいが抜ぬけたような無表情でクースラを見る。

「あの秘密のことを伝令官に報告しなかった。それは事実だ。だが、俺は自分の生き方を曲げるつもりは毛頭ないからな」

　フェネシスの顔から、表情が抜け落ちている。

　どんなことを想像しているのかはわからないが、あの情報をクースラが使えば、彼らの質素だが陽気な旅をめちゃくちゃにするのは容易だということくらい、簡単に想像できたのだろう。

「もっとも、あいつらはこの先も変わらず旅を続けられるはずだ。だから話はおしまいだ。その酒を持って、部屋から出て行け」

　クースラがそう言うと、フェネシスの目から、ぽたりと涙なみだが落ちた。

「なんで……そんな……」

「なぜ泣く？　俺の話を聞いてなかったのか？」

　フェネシスに苛いら立だち、クースラがそう言った直後だ。

　フェネシスは首を横に振ふり、言った。

「聞いて、ます。だから……です」

　そして、フェネシスは続けた。

「どうして……あなたはそんなに、意地を張るんですか？」

「あ？」

　フェネシスが、顔を上げた。

　その顔を見て、クースラはイリーネの言葉を思い出す。

　フェネシスは、悲しげだった。傷ついていた。

「あの黄金が、その引ひき換かえなんですよね？」

　クースラは、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

「イリーネさんから、聞きました」

「……そうか」

　クースラは、そう答えた。

　イリーネは今、使いに出ている。それは、クースラがカルドスたちの秘密を黙だまっている代わりに彼らから巻き上げた黄金を、持ち運びやすい宝石に換えに行ってもらっているのだ。

　そして、その黄金こそ、クースラが自分の信念を曲げず、しかもフェネシスを失わないためにとった選せん択たく肢しの結果だった。

　彼らの荷物には一見、黄金などなかった。だが、あの流る浪ろうの民たみたちの無骨な荷馬車にクースラは目をつけた。もしも連中が金きんにまつわる山やま師しであるのなら、絶対に身近に金を隠かくし持っているはずだった。その視点で物事を見れば、あの荷馬車は明らかに不自然だった。財産を掠かすめ取るのなら錬れん金きん術じゆつ師にはお手の物。どうやって隠かくしたりするのかは、簡単に想像がついた。

　彼らは、鉄の鋲びようの代わりに純金の釘くぎを打ち、鉄で覆おおって隠していたわけだ。

　そのすべてを巻き上げはしなかったが、クースラは、彼らの秘密を伝令官に伝えた時に得られる利益に鑑かんがみて、納なつ得とくできるくらいの量は絞しぼり上げた。

　それに、彼らの弱みを握にぎったということも、後々役に立つはずだった。

　ただ、今回のこともクースラは伝令官に報告こそしなかったが、フェネシスの希望に沿ったと見られれば、またぞろフェネシスはクースラを美化し、余計な期待を持ちかねない。

　そのために、血も涙なみだもない錬金術師とわからしめようと、クースラは追い打ちとしてこう言った。

「あいつらを陥おとしいれて伝令官の覚えをめでたくするより、脅おどし続けて金を巻き上げたほうが儲もうかるからな。損得に従ってそうしただけだ。だから、お前がなにを勘かん違ちがいしたが知らんが、お前に感謝されるような筋合いのことじゃない」

　フェネシスは持って来た酒の甕かめをすがるように抱だき、また顔を泣きそうに歪ゆがめている。

　それはカルドスたちのことを心配し、クースラの外げ道どうに心を痛めているのだろう。

　だが、それでいい。

　ぎりぎりのところでフェネシスの心が離はなれなければ、それで構わない。

　クースラはそう思いながら、犬でも追い払はらうかのように、手を振ふってフェネシスを追い払おうとした。

　だが。

「……あなたは」

「あ？」

「あなたは、本当にそうなんですね」

　一いつ瞬しゆん言葉の意味を量りかねたが、自分の言うことを理解したのだろう、とクースラは思い、そうだ、と返事をしようとした。

　それが口から出なかったのは、フェネシスが先にこう言ったからだ。

「私、本当は知ってました」

　フェネシスが、顎あごを引く。

「ウェランドさんを助けてくれたのは、あなただって」

　クースラが、二の句を継つげないでいる、わずかな間。

　フェネシスは、上うわ目め遣づかいに、すねるような目で、言った。

「あなたは……ずるいです」

　そして、フェネシスは涙を拭ぬぐう。対するクースラは言葉が出ない。

　ウェランドのことを知っていた？

　クースラは、その一言に息をするのも忘れていた。

「……でも、カルドスさんたちまであなたが見逃のがしてくれるかどうかはわかりませんでした。だから、イリーネさんに相談して、考えたんです」

　イリーネに？　相談？

「そうしたら、イリーネさんは言いました。あなたは本当は悪い人じゃない。ただ、ものすごく自分に厳しいだけだって。だから、あなた自身もとても苦しんでいたって」

　クースラは、フェネシスを見つめ、口が開いたままだったことにようやく気がつくようなありさまだった。

「それで、イリーネさんは言いました。だから、うまくすれば、あなたはきっとカルドスさんたちの秘密を知っても、きっと考えてくれるって」

　その、涙なみだに濡ぬれた緑色の瞳ひとみがクースラを見る。

　視線が逸それたのは、その後の言葉を口にすることにためらいがあったからだろう。

「わ、私と引ひき換かえなら、あなたはきっとあの人たちを見逃してくれるだろうって……」

　そう言ってうつむいたフェネシスの顔が赤かったことに、クースラは気がつきたくなかった。

　あるいはそれは、自分が平静を保てる自信がなかったからかもしれない。

「それで、あなたは……」

　フェネシスは、うつむいたまま大きく息を吸った。

「見逃してくれました」

　そして、顔を上げると、困ったように笑って言ったのだ。

「あなたはやっぱり、ずるいです」

　その瞬しゆん間かん、クースラは自分がどんな罠わなに嵌はまっていたのか理解した。

　イリーネは二に枚まい舌じたを使っていた。クースラに協力するふりをして、さっさとフェネシスに真実を話していた。だとしたら、フェネシスがカルドスの件についても期待をするのは当然だし、クースラが避さけたかったのはまさしくそういうことだ。

　だが、フェネシスとイリーネは策を練っていた。おそらく、普ふ通つうに頼たのみ込んだらカルドスたちを見逃さないだろう、と予測していたのだ。

　なぜなら、クースラがカルドスのことを伝令官に言わないようにしよう、と思ったのは、これ以上フェネシスを傷つけるような選せん択たくをすれば、取り返しがつかなくなると思ったからだ。だから、ウェランドの件で実はクースラがフェネシスの意に沿って動いていた、ということを最初から公おおやけにしていたら、クースラはカルドスたちには容よう赦しやしなかっただろう、と自分でも思う。

　だが、たった一つの事実を知るか知らないかで、人の立ち位置というものは大きく変わる。

　それは鉛なまりが金きんに変わりもすれば、金が鉛に変わりもするのと同じこと。

　フェネシスは、自分をうまく鍍金めつきして、取引材料にしていたわけだ。

　クースラを嵌めて。

　策を練り。

　まるで、錬れん金きん術じゆつ師のように！

「お前は俺を！」

　クースラは椅い子すから立ち上がり、怒ど鳴なりつけた。

「嵌はめてたって言うのか！」

　フェネシスは首をすくめ、体を縮め、すがるようにしていた甕かめを、さらに強く抱だきしめる。

　だが、フェネシスは黙だまらない。

「……し、したたかになれって」

「ぐっ」

　クースラは言葉に詰つまる。

　そして、怒いかりのあまり眩暈めまいがして、椅い子すに座りなおしてしまった。

　フェネシスが？　自分を？　いや、自分が？　フェネシスに？

　茫ぼう然ぜんとフェネシスのことを見て、クースラは自分の間ま抜ぬけさ加減を思い知る。

　すべてを知られていた。その上でつれない態度を取り、クースラがまんまと釣つり上げられた。

　だとすれば、カルドスたちと一いつ緒しよの時のことのすべてが演技だっておかしくはない。

　なにせ、フェネシスは確信があってそうしていた。クースラが、フェネシスのことをきちんと考えると思ってそうしている。

　このままいなくなってしまいそうな？

　どうしようもないくらい、馬ば鹿かだった。

「……あの」

　自分の間抜けが招いた苦痛に耐たえるクースラに、フェネシスがおずおずと言った。

「………………………………なんだよ」

　長い沈ちん黙もくの後にクースラが視線を向けると、フェネシスはあろうことか、笑っていた。

「少しは……錬れん金きん術じゆつ師のようになれたでしょうか」

「……」

　クースラは、目を覆おおう。

　したたかになれと言ったのは自分だ。

　だが、そうなったことを知るのが、フェネシスの掘ほった落とし穴の中でになる、とまでは思わない。

　フェネシスは、初めてお使いがうまくいった女の子みたいな、期待するような目でクースラを見ている。

　そこにあるのは、喜びや安あん堵どだけではない。

　自信。

　それに、生意気なくらいの、誇ほこらしさだ。

「……ウェランドだけには言うなよ」

　クースラは、ぶっきらぼうに言った。そう言うほかないではないか。

　フェネシスはくすぐったそうに首をすくめている。

　その笑えみは、クースラが本当は悪い奴やつではないという自分の考えは正しかったのだ、と言わんばかりだ。

　そして、こんなことを言う。

「私は、あなたの相棒ですからね」

　クースラは立ち上がるとフェネシスを見下ろし、その頭を叩たたいていた。そうでもしなかったら、なぜかフェネシスを抱だきしめてしまいそうになっていたからだ。クースラは、突とつ然ぜん頭を叩かれて呆あつ気けに取られるフェネシスから酒の甕かめを奪うばい取り、栓せんを抜ぬいて口をつける。

　ほどなくイリーネが部屋に戻もどって来て、にやにや笑っていることに気がついた。

　扉とびらの外ですべてを聞いていたのだろう。

　クースラは、目配せし合う女二人を押しのけて、町の酒場に繰くり出した。

　そして、ウェランドと合流したわけだ。

　それだけ。それだけのことだ。

「だから、そんな顔をするなって言ってんだよ。坩堝るつぼで飯を食いたいか？」

　クースラは凄すごみ、鍛か冶じ職人や錬れん金きん術じゆつ師が喧けん嘩かの時に持ち出す啖たん呵かを切った。

　だが、ウェランドはそんなことなど聞いてはおらず、にやにやと酒を飲んでいる。クースラは、馬ば鹿からしくて殴なぐりかかる気も起きない。誰だれが馬鹿なのかは明らかだったからだ。

　それに、大方のところを察していそうなウェランドが、酒場の入り口に向かって手を振ふっていた。振り向かなくたって、誰が来たのかわかる。

　相棒だって？

　笑いかけてくるフェネシスにクースラは鼻を鳴らし、ジョッキに酒を注つぐ。

　この先が思いやられるのだとしたら、それは自分が馬鹿だからだ。

　図ずう々ずうしくクースラの隣となりに座るフェネシスは、エメラルドの首くび飾かざりを提さげている。

「あの……いかがでしょうか」

　クースラは、答えない。言えるわけがない。

　きっと、ついこの間までなら、クースラが無視すればフェネシスは傷つくか、むくれたに違ちがいない。

　なのに、今はひどく嬉うれしそうなのだ。

　クースラは子供じみているとわかりながら、逃にげるように立ち上がる。

　そして、あろうことかフェネシスは追いかけて来た。

「怒おこってますか？」

　挙あげ句くに向けられるそんな質問に、ひどい頭痛を感じてしまう。

　酒場の出口で、クースラは振ふり向いた。

　テーブルではイリーネとウェランドが笑っている。

　クースラは苦りきったまま、フェネシスに言った。

「……本音は晒さらすなって俺は言ったはずだ」

　フェネシスは嬉うれしそうに笑う。

「そうですね」

　そして、満足したのか、それともさすがに深追いするとしっぺ返しを食らうと警けい戒かいしたのか、テーブルに戻もどろうとする。

　クースラも、これ以上無様を晒すのは自分自身に許せなかった。

「よく立ち回ったな」

　フェネシスはびくりと体をすくませて、クースラを振り返る。

　今にも泣き出しそうな顔で笑い、逃にげるようにテーブルに戻って行った。

　そんな様にため息をつき、クースラもまた、テーブルに向かって歩き出す。クースラが不快だったのは、罠わなに嵌はめられたのになぜか、それがまったく不快ではなかったからだ。

　フェネシスは成長している。そのことが、嬉しくすらあった。

　カザンに向かえばまたなにかしらの問題があるだろうが、それなりに楽しくやっていけるのではないかと、柄がらにもなくそんなことを思っていた。

　イリーネではないが、クースラもまた、フェネシスのことを見つめながらこう思った。

　もしかしたら、もう少し、幸運を信じてみてもいいのかもしれない。

　このくそったれな世の中でも、春の日差しを思わせる、少しだけ甘ったるい日常というものを望んでもいいのかもしれない。
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　ただ、その足が止まったのは、不意に聞こえてきた馬ば蹄ていの音のせいだった。

　そして、張り上げられた声だ。

「伝令！　伝令！」

　一頭の馬が酒場の前で急停止し、前まえ脚あしを上げていなないた。

　背中に乗っていた傭よう兵へい風の男は意に介かいさず飛び降りて、酒場に飛び込むや言ったのだ。

「ラトリアの女王が正教徒に改宗した！」

　クースラは、目を見開いて男を見た。

「向かう先はこれから正教徒の国だ、だから、だから──」

　息を切らし、必死に喋しやべる男に、酒場中の視線が集まっている。

「カザンを占せん領りようする大義名分がなくなった」

　酒場が静まり返る。

　誰だれかが、こう言った。

「じゃあ……俺たちはどこに行くんだ？」

　カザンは異教徒の町だから、クースラたちが攻せめ込めた。

　でも、彼らが異教徒ではなくなったら？

「……わかっていることがある」

　他ほかの誰かが、言った。

「俺たちにゃあ、帰る場所なんてない」

　世の中、一寸先は闇やみ。

　クースラはそのことを、テーブルに着きながらひどく静かな気持ちで思う。

　そして、自分の隣となりにフェネシスがいることを、その震える手を握にぎって、確かく認にんしたのだった。






　あとがき







　お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。半年ぶりの新しん刊かんとなりました。

　なんかついこの間に新シリーズのプロットを立てていたような気がするんですが、もう三巻ですね。時間の流れが速いです。

　次の巻はもう少し早くお届けしたいと思っているので、きっと次の巻のあとがきでも、もう四巻？　と驚おどろいているかと思います。

　今回の三巻は、読み返してみるとウェランド回な気がしました。出番そのものは少ないんですけど、立ち位置がおいしいというかなんというか。ただ、フェネシスとクースラの関係にも動きが出て、作者的には次巻以降の展開が今から楽しみだったりします。あまり書くとネタバレになりそうなので、このへんにしておきますが。




　私生活のほうでは、狩しゆ猟りよう免めん許きよ取りました。ハンターのアレです。某ぼう漫まん画がの影えい響きようです。

　ただ、銃じゆうの所持許可の申しん請せいが恐おそろしく面めん倒どうで、放置しています。なんか、このままうやむやになりそうな気がします。罠わな猟りようにしようかな……。

　それと、今年の夏はシーカヤックとかもチャレンジしてみたいです。こっちは免許ないからすぐにできるはず！　と思うのですが、はてさて。車の免許とか必要になりそうだしなあ、と考え出すと、雲行きが怪あやしくなってきます。

　あと、二月に台たい湾わんに行って、また外国語を覚えたい病が。この病には定期的に罹かかるんですが、台湾は沖おき縄なわに行くより安いし時間も同じくらいなんですよね。ご飯もおいしいし、ネット環かん境きようは充じゆう実じつしてるし、語学留学しながら仕事ができるなんて素す敵てきじゃないかしら……という妄もう想そうを育はぐくむ絶好の環境です。

　ちなみに、スカイプでの打ち合わせはすでに経験ずみ。これでいつでも日本を発たてる！

　などということを思いながら、日々暮らしております。




　そんなことをつらつらと書いていたら、紙面が埋うまってくれました。

　それでは、また次の巻でお会いしましょう。





支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。暖房は部屋の空気を悪くするけれど、クーラーは空気を綺麗にすると信じている今日この頃。
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鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身埼玉在住のイラストレーター。雨男。

イラスト担当作品に『犬とハサミは使いよう』（エンターブレイン）など。最近珈琲豆の自家焙煎をはじめた。
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支はせ倉くら凍い砂すな
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